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この冊子は、いわて県民計画（2019～2028）政策推進プラン（４年間）の初年度における取組状況をまとめたものです。 

東日本大震災津波の経験に基づき、 

引き続き復興に取り組みながら、 

お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて 



 



はじめに ～県民の皆さんへ～ 

 

 岩手県では、平成 31 年（2019 年）３月に、今後 10 年間を計画期

間とする新しい総合計画「いわて県民計画（2019～2028）」を策定し

ました。 

 この計画では、「東日本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に

取り組みながら、お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」を基本目

標に掲げ、復興で培った経験を県政全般に広げ、県民一人ひとりがお

互いに支え合いながら、幸福を追求していくことができる地域社会の

実現を目指していくこととしています。 

また、基本目標の実現に向けて重点的・優先的に取り組むべき政策

や具体的な推進方策を盛り込んだ「復興推進プラン」、「政策推進プラ

ン」、「地域振興プラン」、「行政経営プラン」の４つのアクションプラ

ンを４年毎に策定することとしています。 

このうち、「政策推進プラン」については、「健康・余暇」、「家族・

子育て」、「仕事・収入」など 10 の政策分野を設定し、各政策分野に

「幸福に関連する客観的指標（いわて幸福関連指標）」を定め、県民の

幸福に関する実感を把握しながら、政策評価により進捗管理を行うこ

とで、計画の実効性を高めていきます。 

 「お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」を実現するためには、

県民の皆さんをはじめ、地域社会を構成する多様な主体が、それぞれ

主体性を持って、共に支え合いながら、岩手の将来像を共有し、みん

なで行動していくことが大切です。それと同時に、計画の着実な推進

に向けて、県の取組状況等をしっかりと確認し、新たな課題への対応

や必要な見直しなどを行っていくことが重要となります。 

この報告書は、いわて県民計画の実施計画である「政策推進プラン

（2019 年度～2022 年度）」について、「令和元年度（2019 年度）に

県はどのように取り組み、どれだけ進めることができたのか」、その結

果を県民の皆さんにお伝えし、県政に対する御意見をいただくことを

目的に作成したものであり、本県の政策について考えていただくため

の資料として広く活用いただければ幸いです。  
 
 

 令和２年９月 

          岩手県知事  達 増 拓 也 
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○ 令和元年度の政策推進プラン全体の状況 

 

いわて幸福関連指標の達成状況 

「いわて幸福関連指標」は、未確定等の指標を除く 69指標中、42指標（61％）が「達成【Ａ】」
又は「概ね達成【Ｂ】」となりました。 
その一方で、27指標（39％）が「やや遅れ【Ｃ】」又は「遅れ【Ｄ】」となりました。 

＜概ね達成された政策＞ 
・ Ⅸ 社会基盤           「概ね達成」以上   4 指標（80％） 

＜遅れが見られた政策＞ 
・ Ⅳ 居住環境・コミュニティ    「やや遅れ」・「遅れ」 ２指標（67%） 
・ Ⅲ 教育             「やや遅れ」・「遅れ」 ９指標（50%） 
・ Ⅹ 参画             「やや遅れ」・「遅れ」 ３指標（50%） 
 

○ 「いわて幸福関連指標」：10 の政策分野における幸福に関連する客観的な指標。 

○ 「具体的な推進方策」：県が主体となって具体に取り組む施策。 

○ 達成度：令和元年度目標値に対する達成率（％）に応じて下表のとおり判定。 

［目標達成率の計算式］ 

① 通常の指標（Ｈ29 現状値から数値を上げる目標の場合）  ： (Ｒ１実績値－Ｈ29 現状値)/(Ｒ１目標値－Ｈ29 現状値)×100 

② マイナス指標（Ｈ29 現状値から数値を下げる目標の場合） ： (Ｈ29 現状値－Ｒ１実績値)/(Ｈ29 現状値－Ｒ１目標値)×100 

③ 維持指標等（Ｈ29 現状値を維持する目標等の場合）    ： (Ｒ１実績値)/(Ｒ１目標値等)×100 

なお、累計指標のうち、Ｒ1 年度を累計の開始年としている指標など、この計算式により難い場合は、次の計算式に

より算出しています。 

目標達成率＝（Ｒ１実績値）/（Ｒ１目標値）×100 

目標達成率 100％以上 80％以上 100％未満 60％以上 80％未満 60％未満 

達成度 達成【Ａ】 概ね達成【Ｂ】 やや遅れ【Ｃ】 遅れ【Ｄ】 

【全 体】 

○ いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標 6699（（8822））**のの「「概概ねね達達成成」」以以上上のの割割合合はは 6611％％となりました。10 の政策分

野について見ると、 「Ⅳ 居住環境・コミュニティ」 で 67％の指標(３指標のうち２指標) 、「Ⅲ 教

育」及び「Ⅹ 参画」で 50％の指標（「Ⅲ教育」(18 指標のうち９指標)、「Ⅹ参画」(６指標のうち

３指標))が「やや遅れ」・「遅れ」となりました。〔*指標数の(  )内は、未確定指標を含む全指標数。

以下同じ〕 

○ 「「具具体体的的なな推推進進方方策策」」をを示示ししたた 550055（（555555））のの指指標標のの「「概概ねね達達成成」」以以上上のの割割合合はは 7788％％となりま

した。10 の政策分野について見ると、「Ⅲ 教育」で 32％の指標(113 指標のうち 36 指標)、「Ⅶ 歴

史・文化」で 29％の指標(７指標のうち２指標)が 「やや遅れ」・「遅れ」となりました。 

○ 最終目標（令和４年度）に対する進捗状況は、４年間の計画期間の初年度時点において、進捗率

25%以上のいわて幸福関連指標が５割程度、同じく具体的推進方策指標が７割程度となりました。 

【10の政策分野別】 

※実績値が確定していないなどの理由で、達成度の判定ができない指標は除いています。 

【Ａ】42%
29指標

【Ｂ】19%
13指標【Ｃ】1%

1指標

【Ｄ】38%
26指標

69指標

達  成 概ね達成やや遅れ 遅  れ

【Ａ】 【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｄ】

Ⅰ　健康・余暇(7) 57% 0% 0% 43%

Ⅱ　家族・子育て(7) 57% 14% 0% 29%

Ⅲ　教育(18) 28% 22% 0% 50%

Ⅳ　居住環境・コミュニティ(3) 33% 0% 0% 67%

Ⅴ　安全(4) 50% 25% 0% 25%

Ⅵ　仕事・収入(11) 45% 27% 0% 27%

Ⅶ　歴史・文化(3) 33% 33% 33% 0%

Ⅷ　自然環境(5) 40% 20% 0% 40%

Ⅸ　社会基盤(5) 60% 20% 0% 20%

Ⅹ　参画(6) 33% 17% 0% 50%

全体(69) 42% 19% 1% 38%

政策分野名
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具体的推進方策指標の達成状況 

「具体的推進方策指標」は、未確定等の指標を除く 505 指標中、396指標（78％）が「達成【Ａ】」
又は「概ね達成【Ｂ】」となりました。 
その一方で、109指標（22％）が「やや遅れ【Ｃ】」又は「遅れ【Ｄ】」となりました。 

＜概ね達成された政策＞ 
・ Ⅴ 安全         「概ね達成」以上   25 指標（89％） 
・ Ⅸ 社会基盤           「概ね達成」以上   41 指標（87％） 

＜遅れが見られた政策＞ 
・ Ⅲ 教育             「やや遅れ」・「遅れ」 36 指標（32％） 
・ Ⅶ 歴史・文化          「やや遅れ」・「遅れ」 02 指標（29%） 
 

 

 

【政策推進プランの最終目標（令和４年度）に対する進捗率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  ｢いわて幸福関連指標｣   : 25％以上 33 指標 （48％)    
②  ｢具体的推進方策指標｣   : 25％以上 340指標 （67％)  

 
         

今後の方向 

年度後半に実施する｢政策形成支援評価｣において、社会経済情勢等も含めた詳細な分析を行い、政
策推進プランの施策に反映させていきます。 

最終目標（令和４年度）に対する指標の進捗状況 

達  成 概ね達成 やや遅れ 遅  れ

【Ａ】 【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｄ】 指標数 構成比

アクションプラン／政策推進プラン 307 89 33 76
10の政策分野 (60%) (18%) (7%) (15%)

Ⅰ　健康・余暇 37 10 4 9 47 78%
Ⅱ　家族・子育て 22 17 4 4 39 83%
Ⅲ　教育 65 12 4 32 77 68%
Ⅳ　居住環境・コミュニティ 23 5 4 5 28 76%
Ⅴ　安全 20 5 0 3 25 89%
Ⅵ　仕事・収入 72 18 8 13 90 81%
Ⅶ　歴史・文化 4 1 0 2 5 71%
Ⅷ　自然環境 16 6 0 4 22 85%
Ⅸ　社会基盤 33 8 5 1 41 87%
Ⅹ　参画 15 7 4 3 22 76%

396 78%

達成度
概ね達成以上

【全 体】 【10の政策分野別】 

※実績値が確定していないなどの理由で、達成度の判定ができない指標は除いています。 

25%以上 25%未満 25%以上 25%未満

Ⅰ　健康・余暇 57% 43% 68% 32%
Ⅱ　家族・子育て 71% 29% 66% 34%
Ⅲ　教育 28% 72% 55% 45%
Ⅳ　居住環境・コミュニティ 33% 67% 78% 22%
Ⅴ　安全 75% 25% 68% 32%
Ⅵ　仕事・収入 55% 45% 74% 26%
Ⅶ　歴史・文化 67% 33% 71% 29%
Ⅷ　自然環境 40% 60% 65% 35%
Ⅸ　社会基盤 40% 60% 79% 21%
Ⅹ　参画 50% 50% 59% 41%

全体 48% 52% 67% 33%

具体的推進方策指標いわて幸福関連指標
政策分野名

【Ａ】60%

307指標
【Ｂ】18%
89指標

【Ｃ】7%
33指標

【Ｄ】15%

76指標

505指標
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本書の⾒⽅ 
本書では、いわて県⺠計画⻑期ビジョンに⽰した 10 の政策分野と、それを構成する 50 の政策項目に

ついて、各種指標の達成状況や県の取組状況などの情報を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

Ⅰ 健康・余暇 

健康寿命が長く、いきいきと暮らすことができ、 

また、自分らしく自由な時間を楽しむことができる岩手 

 

○政策分野名 
10 の政策分野名と政策分野の取組方向

を記載 

○いわて幸福関連指標の達成度 
 いわて幸福関連指標の達成度ごとの構
成比と指標数を円グラフで表示 

※構成比は、端数四捨五入の計算のた
め、100%にならない場合があります。 

〇概要 
 いわて幸福関連指標の達成度の状況な
どを記載 
 

政政策策分分野野のの見見方方  

 政政策策推推進進ププラランン  

構構成成事事務務事事業業  
((活活動動内内容容指指標標、、成成果果指指標標)) 

1100 のの政政策策分分野野  
((いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標)) 

5500 のの政政策策項項目目  
((関関連連すするるいいわわてて幸幸福福関関連連指指標標)) 

具具体体的的推推進進方方策策  
  ((具具体体的的推推進進方方策策指指標標)) 

10 の政策分野ごとに、いわ
て幸福関連指標の令和元年度
目標に対する達成状況、主な
取組事項などを取りまとめ。 

50 の政策項目ごとに、次の指
標の達成状況を取りまとめ 
 
・関連するいわて幸福関連指標 
・具体的推進方策指標 
・構成事務事業の活動内容指標

と成果指標 

６
、
７
ペ
ー
ジ
参
照 

○いわて幸福関連指標の状況 
いわて幸福関連指標の目標値や令和元

年度の実績値などを記載 

○全国順位（東北順位） 
いわて幸福関連指標の、全国順位・東北

順位とＨ29 現状値との比較を記載 
 

※囲み数字は掲載データの年度を表して
います。 
※実績値が確定しない等の指標及び順位
を測定できない指標は「-」と表示してい
ます。 

○特記事項 
いわて幸福関連指標の取組状況につい

て、指標データ等により説明 
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○主な取組事項 
10 の政策分野ごとに取り組んだ主な内

容を取りまとめて記載 
 

○参考指標 
いわて幸福関連指標を補完するために

設定した参考指標の状況 

○10 の政策分野に対応するいわて幸福関連指標の状況 
いわて幸福関連指標の指標名、目標値や令和元年度の目標に対する達成度などを記載 

【達成度の計算式】 
・通常の指標（Ｈ29 現状値から数値を上げる目標）    
（R1 実績値－Ｈ29 現状値）／（R1 目標値－Ｈ29 現状値）×100 
・マイナス指標（Ｈ29 現状値から数値を下げる目標）   
（Ｈ29 現状値－R1 実績値）／（Ｈ29 現状値－R1 目標値）×100 
・維持指標等（Ｈ29 現状値を維持する目標等）    
（R1 実績値）／（R1 目標値等）×100 
※ なお、累計指標のうち、Ｒ1 年度を累計の開始年としている指標など、この計算式により難い場合は、次の計算式によ

り算出しています。 
（R1 実績値）／（R1 目標値）×100 
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１ 生涯にわたり心身ともに健やかに生活できる環境を
つくります 

 Ⅰ 健康・余暇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○政策分野名 
10 の政策分野名を記載 

○政策項目名 
50 の政策項目名を記載 

○政策項目の基本方向 
政策項目に関して取り組む基本方向を

記載 

〇概要 
 政策項目に関連するいわて幸福関連指
標及び具体的推進方策指標の達成度の状
況などを記載 

 

政政策策項項目目のの見見方方  

〇いわて幸福関連指標の状況 
政策項目に関連するいわて幸福関連指

標の目標値や令和元年度の実績値などを
記載 

 

○全国順位（東北順位） 
いわて幸福関連指標の、全国順位・東北

順位とＨ29 現状値との比較を記載 
 

○特記事項 
政策項目の取組状況について、指標デー

タ等により説明 
 

○参考指標 
参考指標の状況を記載 

※囲み数字は掲載データの年度を表して
います。 
※実績値が確定しない等の指標及び順位
を測定できない指標は「-」と表示してい
ます。 

○説明 
 具体的推進方策指標の達成度の状況な
どを記載 

○具体的推進方策指標の達成度 
 政策項目ごとの具体的推進方策指標の達成度の構成比と指標数を円グラフで表示 
 ※構成比は、端数四捨五入の計算のため、100%にならない場合があります。 
 

【達成度の計算式】 

・通常の指標（Ｈ29 現状値から数値を上げる目標）    

（R1 実績値－Ｈ29 現状値）／（R1 目標値－Ｈ29 現状値）×100 

・マイナス指標（Ｈ29 現状値から数値を下げる目標）   

（Ｈ29 現状値－R1 実績値）／（Ｈ29 現状値－R1 目標値）×100 

・維持指標等（Ｈ29 現状値を維持する目標等）    

（R1 実績値）／（R1 目標値等）×100 

※ なお、累計指標のうち、Ｒ1 年度を累計の開始年としている指標など、この計算式により難い場合は、次の計算式により算出しています。 

（R1 実績値）／（R1 目標値）×100 

−6−



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○推進方策を構成する事業の状況 
 具体的な推進方策を構成する事務事業
の数、県が実施した具体的な推進方策に係
る投入コスト（R1 実績）、活動内容指標及
び成果指標の達成度について掲載 
を記載 
・事業数 
 推進方策を構成する事業数を記載 
・予算額 
 元年度最終予算額を記載 
・決算額 
 元年度決算額を記載（財源内訳も記載） 
・活動内容指標 
 事業の活動内容を示す指標 
 達成度＝実績値/計画値×100 
・成果指標 
 事業の成果を示す指標 
 達成度＝実績値/目標値×100 
 

※個別事業の詳細は巻末一覧表に掲載 

○具体的推進方策指標の状況 
具体的推進方策指標の目標値や令和元

年度の値などを記載 
【累計指標の「R1 の値」の表記】 

・R1 を初年とする累計の場合、実績値
には R1 単年の値を記載。 

・H28 以前又は H29 からの累計の場合、
その旨を注記し、実績値には累計値
を記載。 

○具体的推進方策名 
「政策項目の基本方向」の実現に向け、

県が主体となって取り組む具体的な推進
方策名を記載 

○その他 
指標以外の動向について、県民意識調査

結果及び政策項目の基本方向に対する特
徴的な動きなど、当該政策項目を取り巻く
状況について記載 

○特記事項 
具体的な推進方策の取組状況について、

指標データ等により説明 
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参考１︓達成度の判定区分 

 

目標達成率 100%以上 80%以上 100%未満 60%以上 80%未満 60%未満 

達成度 達成【Ａ】 概ね達成【Ｂ】 やや遅れ【Ｃ】 遅れ【Ｄ】 

 ※ 実績値が未確定等の場合は「－」と表示しています。 

 ※ 具体的推進方策指標と事務事業の成果指標が同じ場合がありますが、両者の計算式は異なる（具体

的推進方策指標はＨ29 状値を踏まえ計算しているが、事務事業の成果指標はＲ1 の実績値と目標値の

みから計算）ため、達成度の評価が同一とならない場合があります。 

参考２︓本説明書で⽤いる記号 
○ 指標名等で用いる記号 

「▼」：Ｈ29 現状値から数値を下げることを目標とする指標（マイナス指標） 

「◆」：Ｈ29 現状値等を維持することを目標とする指標（維持指標） 

（記号を付していないものは、主にＨ29 現状値から数値を上げることを目標とする指標（通常の指標）

を示す。） 

参考３︓本書の位置付けについて 
本報告書は政策評価のマネジメントサイクルのうち、｢実績測定評価｣部分の結果を取りまとめたもので

す。本報告書の内容を踏まえ、年度後半に実施する｢政策形成支援評価｣において、社会経済情勢等も含め

た詳細な分析を行い、政策推進プランの施策に反映させていきます。 

 

 

 

 

 

 

Do
政
策
評
価

実績測定評価
（対象：前年度）

主主要要施施策策のの成成果果
にに関関すするる報報告告書書

政政策策評評価価レレポポーートト
((政政策策評評価価結結果果))

政政策策評評価価等等実実施施状状況況及及びび
反反映映状状況況報報告告書書

Check
政策形成支援評価
（対象：前年度～今年度）

次年度の
政策立案

Action

Plan
次年度
予算の編成
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]  

○いわて幸福関連指標 11 指標は、実績値が未確定等の４指標を除

き、達成度Ａの指標が４指標（57％）、達成度Ｄの指標が３指標

（43％）でした。 

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「自殺者数〔10 万

人当たり〕」は、全国順位が横ばいでした。 

 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

1 
健康寿命〔平均自立期間〕 年 

男性 ㉘79.32  ③80.60 ㉚79.83 － － - - - 

2 女性 ㉘83.96  ③84.84 ㉚84.31 － － - - - 

3 がん、心疾患及び脳血管疾

患で死亡する人数〔10 万人

当たり〕 

人 
男性 ㉘305.1 ③273.8 ㉚295.9 － － - - - 

4 女性 ㉘158.7 ③135.7 ㉚147.5 － － - - - 

5 自殺者数〔10 万人当たり〕 人 21.0 16.0 19.0 20.5 Ｄ 
46 位 

（5 位） 

46 位 

（5 位） 

横ばい 

（横ばい） 

6 
地域包括ケア関連 

（元気な高齢者割合）※１ 
％ 98.71 98.86 98.77 99.07 Ａ - - - 

7 

地域包括ケア関連 

（在宅医療連携拠点の事業

区域数） 

箇所 ㉚16 27 17 20 Ａ - - - 

8 余暇時間〔一日当たり〕※２ 分 ㉘373 390 378 372 Ｄ - - - 

9 
県内の公立文化施設におけ

る催事数 ※３ 
件 1,316 1,385 1,344 1,261 Ｄ - - - 

10 スポーツ実施率 ％ 61.7 ③65.0 ㉚63.5 63.5 Ａ - - - 

11 
生涯学習に取り組んでいる

人の割合 
％ 40.2 44.2 41.2 42.7 Ａ - - - 

※１ 全国を 100 とした水準 

※２ 休日を含む１週間の平均 

※３ 岩手県内公立文化施設協議会加盟施設のうち、各市所在の主な 12 施設の催事数 

【特記事項】 

・ 自殺者数〔10 万人当たり〕は、包括的な自殺対策プログラムの展開、自殺対策の担い手養成など、官民
一体となった総合的な自殺対策の推進により、長期的には減少傾向にあるものの、依然として、高齢者、
働き盛り世代の男性の自殺が多い傾向にあり、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 余暇時間〔一日当たり〕は、１日の 24 時間から睡眠や食事などの生理的に必要な活動時間と、仕事や家
事などの社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動時間を差し引いたものですが、一日当たりの仕事の
時間が微減にとどまったこと、高齢化に伴い介護時間が増えたこと等により、達成度は【Ｄ】となりまし
た。 

・ 県内の公立文化施設における催事数は、新型コロナウイルス感染症の影響により、２月後半から３月に
かけての公演の多くがキャンセルとなったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

 

Ⅰ 健康・余暇 

健康寿命が長く、いきいきと暮らすことができ、 

また、自分らしく自由な時間を楽しむことができる岩手  

 

いわて幸福関連指標の状況  

 

Ａ

4指標

57%

Ｄ

3指標

43% 7指標
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【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

1 
健康寿命〔日常生活に制限のない期間〕 年 

男性 ㉘71.85 - 3 年ごとの公表 

2 女性 ㉘74.46 - 3 年ごとの公表 

3 喫煙率 ％ ㉘22.6 - 3 年ごとの公表 
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■生涯を通じた健康づくりの推進 
 脳卒中死亡率ワースト１からの脱却と、健康寿命の延伸を図るため、岩手県脳卒中予防県民会議の
参画団体・企業等と連携し、官民が一体となって脳卒中予防や健康増進対策に取り組みました。 
また、改正健康増進法の全面施行（令和２年４月）に合わせて、施設の管理者等に対する説明会の

開催など受動喫煙防止措置の周知徹底、指導に取り組みました。 
 さらに、特定健康診査及びがん検診受診率の向上に向けて、受診勧奨等のスキルアップ研修会を開
催したほか、糖尿病性腎症重症化予防のため、市町村従事者向け研修会及び取組の評価を行う糖尿病
性腎症重症化予防対策推進検討会の開催など市町村支援に取り組みました。 
 また、働き盛り世代を対象とした生活習慣改善に向けて、県内事業所における内臓脂肪の「見える
化」等による歩行数増加や食生活改善等を行う企業対抗チャレンジマッチ等を継続実施したほか、健
康経営に取り組む事業所の認定及び優良事業所の表彰など健康経営の推進に取り組みました。 

■こころの健康づくりの推進  
   精神保健福祉センター及び各保健所において、専門職員が、統合失調症等の精神疾患、依存症、ひ

きこもり等に関する相談に対応し、相談者が抱えるこころの問題の解決を支援しました。 
また、精神保健福祉大会の開催を通じて、県民の精神疾患に関する正しい理解の促進に取り組みま

した。 

■自殺対策の推進 
   岩手県自殺対策アクションプランに基づき、普及啓発やゲートキーパー等の人材養成などの包括的

な自殺対策を官民一体となって推進するとともに、地域の特性を踏まえ、高齢者や働き盛り世代など
それぞれの対象に応じた重点的な対策や相談支援体制の充実強化に取り組みました。 

■医療を担う人づくり 
 医師や看護師の確保を図るため、医師の招聘や奨学金による医師、看護師の養成に取り組んだほか、 
奨学金養成医師の配置調整を行うなど、医師の地域偏在対策に取り組みました。 

■質の高い医療が受けられる体制の整備 
  少子高齢化等を見据え、将来のあるべき医療提供体制を定め、病床機能の分化と連携の促進等の実
現に取り組むため、平成 28 年３月に策定した「岩手県地域医療構想」に基づき、県内９つの構想区
域ごとに地域医療構想調整会議を開催しました。 

また、産婦人科医や小児科医に委嘱し、災害対策本部等に対して小児・周産期医療に関する専門的
助言を行う「災害時小児周産期リエゾン」を設置するなど、災害時における医療体制の強化に取り組
みました。さらに、在宅医療を推進するため、市町村による在宅医療・介護連携事業の取組に対する
支援や在宅医療人材育成の取組を行いました。 

■互いに認め合い、共に支え合う福祉コミュニティづくりの推進  
 市町村職員や福祉事業者などを対象とした地域福祉推進フォーラムを開催し、地域福祉を専門とす
る学識経験者による講演や、地域での先進的取組事例の報告等により、市町村における福祉の総合相
談の場の設置を支援しました。 
また、岩手県福祉コミュニティサポートセンター（設置：岩手県社会福祉協議会）の運営を支援し、

地域の多様な福祉ニーズに対応する地域福祉活動コーディネーターを育成するなど、多様な地域福祉
活動に向けた体制づくりに取り組みました。 
さらに、「ひとにやさしいまちづくり推進指針」に基づき、広報活動を通じて、ユニバーサルデザ

インの普及や意識啓発に取り組みました。また、前回の推進指針を策定してから５年が経過し、これ
までの取組による障がい者等に配慮した設備や制度の目的についての普及等の状況、いわて県民計画
（2019～2028）の策定や人口減少など本県の状況の変化、バリアフリー法等ひとにやさしいまちづく
りに関係する法改正等を踏まえて、「ひとにやさしいまちづくり推進指針(2020～2024)」を策定しま
した。 

■みんなが安心して暮らせるセーフティネットの整備  
 生活困窮者自立相談支援機関 ※１において、個々の課題に応じた適切なプラン（支援計画）の作成
により、関係機関との連携の下、包括的支援の充実が図られるよう、支援従事者を対象とした研修会
の開催等に取り組みました。 
また、成年後見制度の利用を促進するため、12箇所の市社会福祉協議会に成年後見コーディネータ

ーを配置して、関係機関・団体からなる地域連携ネットワークの構築を支援しました。 
さらに、大規模災害時に要配慮者の支援を担う「岩手県災害派遣福祉チーム」の派遣体制の整備・

充実を図るとともに、会議や研修会の開催を通じて市町村における避難行動要支援者名簿に基づく個
別計画の策定や福祉避難所の運営体制の充実等の取組を支援しました。 

■地域包括ケアのまちづくり  
   市町村における地域包括ケアシステムの構築及び深化・推進を図るため、「いわていきいきプラン

2020」に基づき、認知症地域支援推進員や生活支援コーディネーターの養成を行うとともに、岩手県
地域包括ケア推進会議を開催し、県内の関係機関・団体が連携して市町村の取組を支援する体制の構

主な取組事項  
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築を図りました。 

■介護を要する高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる環境の整備  
 市町村が介護保険事業計画に基づいて行う地域密着型サービス等の施設整備に対し補助を行うな
ど、介護サービスの提供体制の充実に取り組むとともに、介護支援専門員等を対象とした研修を行い、
職員の資質の向上を図りました。 

■障がい者が安心して生活ができる環境の整備  
障がいについての理解の促進に向けた県民や事業者等への普及啓発に取り組むとともに、障がい者

に対する不利益な取扱いや虐待に関する相談窓口職員の対応力強化に取り組みました。 

■障がい者の社会参加の促進  
 障がい者の充実した余暇活動や社会参加に向けて、手話通訳者・要約筆記者の派遣などコミュニケ
ーション支援の充実に取り組みました。 
また、農林水産業が盛んである本県の特徴を生かし、農林水産業との連携による障がい者の働く

場・社会参加の場の確保に向けた農福連携の取組を進めました。 

■福祉人材の育成・確保  
潜在保育士の就職や保育所等の潜在保育士活用支援等を行うため、保育士・保育所支援センターに

保育士再就職支援コーディネーターを配置し、マッチング支援や相談支援に取り組みました。 
また、介護従事者の身体的負担の軽減や業務の効率化などを図る介護ロボットの導入に係る支援や

中高年齢者などを中心とした介護未経験者に対する介護入門研修の実施などにより、介護人材の確
保・育成・定着の促進に取り組みました。 

■県民が日常的に文化芸術に親しむ機会の充実 
高齢者が健康で生きがいを持って暮らせるよう、岩手県民長寿文化祭を開催し、作品展、囲碁大会

及び将棋大会を通じた相互交流や生きがいづくりの促進に取り組みました。 

■障がい者の文化芸術活動の推進 
  障がい者の文化芸術に対する県民の関心を高めるため、アール・ブリュット ※2巡回展を県内４広域
圏で展開し、あわせて、作家によるギャラリートークの開催などに取り組みました。  

■ライフステージに応じたスポーツを楽しむ機会の充実 
  若年期から高齢期までのライフステージに応じたスポーツを楽しむ機会の充実を図るため、市町村
や関係団体と連携し、スポーツ教室の開催や総合型地域スポーツクラブへの活動支援などに取り組み
ました。 

■多様な学習機会の充実  
 「いつでも・どこでも・だれでも」生涯を通じて学び続けられる環境づくりのため、県立生涯学習
推進センター「岩手県生涯学習情報提供システム（まなびネットいわて）」のスマートフォンへの対
応や Facebook 等のＳＮＳと連動した学びの機会に関する情報発信等により、学習情報提供の仕組み
の充実に取り組みました。 
 また、素直に感動できる豊かな情操を育て、児童生徒が多くの本に触れ、読むことの楽しさを実感
できる読書活動の充実につなげるため、学校図書館の担当者や読書ボランティアのための研修会や読
書活動推進会議を開催しました。 

■岩手ならではの学習機会の提供  
 県民の郷土に対する誇りや愛着を醸成するため、社会教育施設等における自然観察会や岩手ゆかり
の美術家の企画展、岩手の歴史講座の開催などにより、岩手ならではの学習機会の提供に取り組みま
した。 

■学びと活動の循環による地域の活性化  
 学びと活動の循環による地域の活性化を促進するため、県立生涯学習推進センターを活用し、生涯
学習・社会教育関係職員や有志指導者（ボランティア）を対象とした地域づくりに関する研修・交流
機会の提供や指導者ボランティア登録制度等により、地域づくり人材の育成に取り組みました。 

■社会教育の中核を担う人材の育成  
 県民の生涯を通じた学習活動を支援するため、社会教育指導員等を対象とした指導者研修会や「地
域づくり・人づくりフォーラム」の開催、交流を通じた指導者相互のネットワーク化の推進などによ
り、社会教育の中核を担う人材の育成に取り組みました。 

■多様な学びのニーズに応じた拠点の充実  
   学びたい時に学べる環境を提供するため、県立博物館や県立美術館、県立図書館における多様な企

画展の開催や県立青少年の家における各種体験プログラムの実施などにより、幅広い学びのニーズに
応じた学習機会を提供する拠点づくりに取り組みました。 

 
【用語解説】 
※１ 生活困窮者自立相談支援機関：生活保護に至る前の段階の生活困窮者からの相談を受け、自立に向けた支援を行う機関。 

※２ アール・ブリュット：生（き）の芸術と訳され、伝統や流行、教育などに左右されず自身の内側から湧きあがる衝動のままに表現
した芸術。 
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]  

○いわて幸福関連指標７指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が５指標

（71％）、達成度Ｄの指標が２指標（29％）でした。 

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「合計特殊出生率」、

「待機児童数〔4 月 1 日時点〕」、「地域の行事に参加している生

徒の割合〔中学生〕」、「総実労働時間〔年間〕」は、全国順位が下

降しました。 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

12 合計特殊出生率  1.47 1.58 1.51 1.35 Ｄ 
33 位 
（2 位） 

37 位 

（4 位） 

下降 

（下降） 

13 待機児童数〔4 月 1 日時点〕 人 178 0 97 175 Ｄ 
24 位 

(4 位) 

28 位 

（4 位） 

下降 

（横ばい） 

14 
地域の行事に参加してい 
る生徒の割合〔中学生〕 

％ ㉚63.7 64.0 64.0 70.4 Ａ 
2 位 
(1 位) 

3 位 

（1 位） 

下降 

（横ばい） 

15 総実労働時間〔年間〕 時間 1,858.8 1,720.8 1,803.6 1,812.0 Ｂ 
46 位 

(5 位) 

47 位 

(6 位) 

下降 

（下降） 

16 
共働き世帯の男性の家事時
間割合〔週平均〕※ 

％ 34.2 40.0 37.0 41.3 Ａ - - - 

17 

犬、猫の返還・譲渡率 ％ 

犬 98.0  99.0  98.4 100.0 Ａ - - - 

18 猫 93.5  96.8  94.8 98.8 Ａ - - - 

※ 女性の家事時間に対する割合 

【特記事項】 

・ 合計特殊出生率は、未婚化と晩婚化の進行、子育てや教育に係る経済的な負担、育児に対する心理的、
肉体的負担などによる子どもを持つことへの躊躇、個人の価値観の変化など、様々な要素が影響し、前年
を下回り、達成度【Ｄ】となりました。 

・ 待機児童数〔４月１日時点〕は、市町村の子ども子育て支援事業計画等に基づく施設整備や保育士の確
保等に努めた結果、保育を必要とする子どもの利用定員が前年度より 574 人増加しましたが、需要も増加
したことなどにより、達成度は【Ｄ】となりました。  

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

4 待機児童数〔10 月１日時点〕 人 681 467 - 

5 共働き男性の家事時間 分 100 128 - 

6 共働き女性の家事時間 分 292 314 - 

7 
生涯未婚率 ％ 

男性 ㉗26.16 - 5 年ごとの公表 

8 女性 ㉗13.07 - 5 年ごとの公表 

 

 

Ⅱ 家族・子育て 

家族の形に応じたつながりや支え合いが育まれ、 

    また、安心して子育てをすることができる岩手  

 

いわて幸福関連指標の状況  

 

Ａ

4指標

57%Ｂ

1指標

14%

Ｄ

2指標

29%

7指標
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結果を取りまとめ公表しまし

中間報告を取りまとめ公表し
ました。

た。
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基に、様々な体験活動の取組を紹介しました。 

■県民と協働した特別支援教育体制づくりの推進 
 特別支援教育サポーターの登録者を増やすため、特別支援教育サポーター養成講座を開催するとと
もに、地域の特別支援学校において、特別支援教育サポーターによる授業の補助や学校生活の支援を
行いました。 

 ■個性や主体性を発揮して自立した活動ができる環境づくりの推進 
 「いわて親子・家庭フェスティバル」の開催や「わたしの主張」大会の開催を通じ、親子のふれあ
いや生徒の意見発表の機会の拡大に取り組んだほか、若年無業者等が自主的で自立した活動が行える
よう相談や自立に向けた支援に取り組みました。 

■愛着を持てる地域づくりの推進 
 「いわて家庭の日」などの県民運動による意識啓発や青少年活動交流センターを拠点とした青少年
団体等の活動支援、交流事業等の実施により、心豊かな青少年を地域全体で育む地域づくりに取り組
みました。 

■青少年を事件・事故から守る環境づくりの推進 
 青少年を非行・被害から守るため、関係団体等と連携した県民大会を開催したほか、青少年をイン
ターネット上の有害情報から守るため、出前講座や研修会の開催等に取り組みました。 

 ■働き方改革の取組の推進 
「いわて働き方改革推進運動」を展開し、働き方改革を進める上で必要となる時間管理等をテーマ

とした研修会や勉強会の開催などにより、働きやすい職場づくりを推進するとともに、県内企業にお
ける働き方改革の優れた取組事例を表彰する「いわて働き方改革アワード」を実施しました。 

■仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進 
子育てにやさしい職場環境づくりを推進するため、インセンティブの拡大や企業への個別訪問など

いわて子育てにやさしい企業等認証の認証数の拡大に取り組みました。 

■動物愛護の意識を高める取組の推進 
 動物愛護を通じていのちの大切さや共につながり支え合う心を学び、心豊かに生きる喜びを実感で
きる社会の実現のため、「動物愛護シンポジウム」を実施しました。 
また、盛岡市との共同により、普及啓発の拠点施設（動物愛護センター（仮称））整備に係る検討

を行いました。 

■動物のいのちを尊重する取組の推進 
 犬や猫の殺処分の減少に向けて、動物愛護団体等と連携した譲渡会を開催するとともに、適正飼養
講習会を開催しました。 
 また、関係団体や市町村と連携したペットとの同行避難訓練の実施により災害時の対応力の強化に
取り組みました。 
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]  

〇いわて幸福関連指標 18 指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が９指標

（50％）、達成度Ｄの指標が９指標（50％）でした。 

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「体力・運動能力が

標準以上の児童生徒の割合」は、小学生男子の全国順位が上昇、

小・中学生女子は下降し、中学生男子は横ばいでした。 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

19 意欲を持って自ら進んで学

ぼうとする児童生徒の割合 
％ 

小 ㉚80.9  84.9  81.9 82.1 Ａ - - - 

20 中 ㉚77.2  81.2  78.2 78.4 Ａ - - - 

21 授業で、自分の考えを深め

たり広げたりしている児童生

徒の割合 

％ 

小 ㉚80.7 84.7 81.7 78.9 Ｄ - - - 

22 中 ㉚80.0 84.0 81.0 77.8 Ｄ - - - 

23 人が困っているときは、進ん

で助けようと思う児童生徒

の割合 

％ 

小 ㉚66 70 67 69 Ａ - - - 

24 中 ㉚64 68 65 65 Ａ - - - 

25 高 ㉚57 61 58 49 Ｄ - - - 

26 自己肯定感を持つ児童生徒

の割合 
％ 

小 ㉚82.3 85.0 83.0 80.5 Ｄ - - - 

27 中 ㉚76.9 80.0 77.0 72.6 Ｄ - - - 

28 

体力・運動能力が標準以上

の児童生徒の割合 
％ 

小 男子 73.6 75.0 74.0 73.1 Ｄ 
14 位 

（2 位） 

9 位 

（2 位） 

上昇 

（横ばい） 

29 小 女子 82.9 83.0 83.0 82.2 Ｂ 
9 位 

（2 位） 

10 位 

（2 位） 

下降 

（横ばい） 

30 中 男子 77.7 78.0 78.0 75.7 Ｂ 
7 位 

（1 位） 

7 位 

（1 位） 

横ばい 

（横ばい） 

31 中 女子 91.3 91.5 91.5 90.0 Ｂ 
8 位 

（1 位） 

12 位 

（1 位） 

下降 

（横ばい） 

32 

特別支援学校が適切な指

導・支援を行っていると感じ

る保護者の割合 

％ － 68.0 62.0 62.0 Ａ - - - 

33 高卒者の県内就職率 ％ 65.8 84.5 84.5 68.5 Ｂ 
39 位 

（5 位） 
- - 

34 将来の夢や目標を持ってい

る児童生徒の割合 
％ 

小 ㉚86.5 88.0 86.7 84.6 Ｄ - - - 

35 中 ㉚73.2 76.0 74.0 73.1 Ｄ - - - 

36 
県内大学等卒業者の県内

就職率 
％ 45.3 51.5 48.5 43.8 Ｄ （1 位） （2 位） （下降） 

【特記事項】 

・ 授業で、自分の考えを深めたり広げたりしている児童生徒の割合は、学習活動において児童生徒自らの
考え方を発表する場を設けてきたことにより、全国平均は上回りましたが、全国と同様に平成 30年度と比
較して低下したため、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】となりました。 

Ⅲ 教育 

学びや人づくりによって、 

       将来に向かって可能性を伸ばし、自分の夢を実現できる岩手  

 

いわて幸福関連指標の状況  

 

Ａ

5指標

28%

Ｂ

4指標

22%

Ｄ

9指標

50%
18指標
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・ 人が困っているときは、進んで助けようと思う児童生徒の割合は、教育課程全体を通じて道徳教育を推
進してきたところ、肯定的な回答（「そう思う」、「どちらかといえば、そう思う」）の割合は 95.4％と高い
水準を示しているものの、「そう思う」と回答する割合が低下したため、高校生の達成度は【Ｄ】となりま
した。 

・ 自己肯定感を持つ児童生徒の割合は、総合的な学習の時間等を活用した多様な体験の機会の一層の充実
や自他の生命の大切さや個性の伸長、思いやりの心などを育むための多様な教育活動と関連を図った道徳
教育を推進してきましたが、学校生活の中で、児童生徒一人ひとりの良い点や可能性を見付け評価する（褒
めるなど）取組をよく行った学校の割合が低下したことなどを一因に、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 体力・運動能力が標準以上の児童生徒の割合は、運動の苦手な児童が運動に親しむとともに、運動習慣
を身に付けることができるよう体力向上に向けた取組の充実を図ってきましたが、全国と同様に、本県に
おいてもテレビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間の増加等による身体活動時間の減少
などを背景に実績値が低下傾向となっており、全国順位は上昇したものの、小学生男子の達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合は、各校のキャリア教育等において、企業訪問や地域を理
解する調べ学習など、学校教育全体において多様な体験活動に取り組んできましたが、児童生徒が自己の
在り方、生き方を考えることとのつながりが弱かったことなどを一因に、全国平均を上回る実績値となっ
たものの、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 県内大学等卒業者の県内就職率は、県内大学等の卒業生の地元定着を促進するため、県内企業等の魅力
をＰＲする「ふるさと発見！大交流会 in Iwate」を平成 30 年度に引き続き開催するなど、県内企業の魅力
を伝える機会を設けてきましたが、首都圏を中心とした県外企業の旺盛な採用活動の影響により、達成度
は【Ｄ】となりました。 

 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

9 

学力が全国水準未満の児童生徒の割合 ％ 

小 国語 ㉚42 34 - 

10 小 算数 ㉚50 48 - 

11 中 国語 ㉚45 44 - 

12 中 数学 ㉚54 53 - 

13 

不登校児童生徒数〔千人当たり〕 人 

小 3.4 - - 

14 中 25.9 - - 

15 高 13.1 - - 

 

 

 

 

■これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成 
 学習指導要領改訂の趣旨等を踏まえ、育成すべき資質・能力を明確にした授業改善を進めるために
「いわての授業づくり３つの視点（改訂版）」を作成し、県内の全ての教員に配布するなど全県的な
取組の一層の促進を図りました。 

■学校・家庭・地域が連携した体験活動の推進などを通じた豊かな心の育成 
 素直に感動できる豊かな情操を育て、児童生徒が多くの本に触れ、読むことの楽しさを実感できる
読書活動の充実につなげるため、学校図書館の担当者や読書ボランティアのための研修会や読書活動
推進会議を開催しました。 
また、読書の楽しみを広げるために、ブックリスト（「いわ 100」、「いわ 100 きっず」）を県内の小

中高の全ての１年生に配布しました。 

■主権者教育などによる社会に参画する力の育成 
 児童生徒が主体的に社会形成に参画できるよう、地域課題の学習等を通じた主権者教育、多様な契
約・消費者保護の仕組みなどを学習する消費者教育など、社会の発展に寄与する態度を育成する教育
に取り組みました。 

■適切な部活動体制の推進 
  部活動休養日の設定や生徒のニーズを踏まえた適切な部活動体制の推進に加え、生徒の自主的・自
発的な参加により行われる部活動の推進等を図るため、「部活動の在り方に関する方針」の改定を行

主な取組事項  
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いました。 

■就学前から卒業後までの一貫した支援の充実 
学校間及び関係機関との連携や切れ目ない支援の充実に向け、特別な支援を必要とする児童生徒の

様子や支援内容等を記載する引継ぎシートを開発するとともに、引継ぎシート作成・活用ガイドブッ
ク等による周知を行いました。 

■県民と協働した特別支援教育体制づくりの推進 
特別支援教育サポーターの登録者を増やすため、特別支援教育サポーター養成講座を開催するとと

もに、地域の特別支援学校において、特別支援教育サポーターによる授業の補助や学校生活の支援を
行いました。 

■安心して学べる環境の整備 
全国的に登下校時の児童生徒等が巻き込まれる事件・事故等が続いたことから、各学校において、

スクールガード・リーダーや警察等関係機関とともに、登下校時の集合場所等や未就学児が日常的に
集団で移動する経路の点検を実施し、危険個所の把握と情報共有に努め、通学路の安全体制確保の充
実に取り組みました。 

■安全で快適な学校施設の整備 
学校施設の機能・性能の向上を図るため、学校施設の耐震化、保健室や特別教室への冷房設備の設

置、トイレの洋式化等に取り組みました。 

■教育への情熱と高い志を持つ有為な人材の確保・育成、資質向上 
有為な教員の人材確保・育成のため、教員採用試験の他都道府県現職教員特別選考の受験年齢制限

の引き上げを行いました。また、教員の資質や専門性の向上を図るため、教職大学院等との連携に取
り組みました。 

■各私立学校の建学の精神などに基づく特色ある教育活動の支援及び私立学校の耐震化の支援や教育
環境の整備促進 

建学の精神を踏まえた特色ある教育活動について、各私立学校が策定した中期計画に基づき実施し
たキャリア教育 ※１や教育相談体制の整備などの取組に対し、私立学校運営費補助（新時代を拓く特
色ある学校づくり推進事業）等により支援しました。 
 また、私立学校の生徒が安心して教育を受けられる教育環境の整備を図るため、私立学校施設の耐
震化などの取組に対し、補助事業等により支援しました。 

■「いわての復興教育」の推進 
「いわての復興教育」※２プログラムに基づき、各学校が計画する復興教育の取組を支援しました。 
また、「いわての復興教育」を推進できるよう、プログラムに基づく副読本「いきる かかわる そ

なえる」を改訂しました。 
■郷土に誇りと愛着を持ち、地域に貢献する教育の推進及びキャリア教育の推進とライフデザイン能力
の育成 

地域への誇りと愛着の醸成を図るため、各学校において、総合的な学習（探究）の時間や課題研究
等において、地域の課題発見・解決学習等に取り組みました。 
また、小中高校の教員を対象とした「いわてのキャリア教育実践研修講座」の開催等、本県にふさ

わしいキャリア教育の充実に取り組むとともに、キャリア教育の質の向上を図り、一層推進・充実さ
せるため、「いわてキャリア教育指針」を改訂しました。 

■ものづくり産業人材の育成・確保・定着 
ものづくり産業や地域企業への理解を促進するため、小中高校生、大学生、教員、保護者等に対し、

工場見学・出前授業を実施したほか、ものづくり企業のＰＲ動画の制作と高校への配付や工業高校生
の資格取得支援、企業人材に対する研修等を行い、ものづくり産業を担う人材の育成に取り組みまし
た。 
また、マッチングコーディネーターによる企業と大学とのマッチングや県外大学での企業説明会な

ど、大学生のＵ・Ｉターン促進に取り組みました。 

■農林水産業の将来を担う人材の育成 
農業大学校における高度な専門知識に関する実践教育や「いわてアグリフロンティアスクール ※３」

による経営感覚に優れた農業経営者の育成、「いわて林業アカデミー」及び「いわて水産アカデミー※

４」における知識や技術の習得支援などに取り組みました。 

■建設業の将来を担う人材の確保、育成 
建設業への理解や関心を高めることを目的とした「いわて建設業みらいフォーラム」等を開催し、

建設業の将来を担う人材の確保、育成に取り組みました。 

■情報通信技術（ＩＣＴ）人材の育成 
ドローンやモーションキャプチャなど最新の情報通信技術（ＩＣＴ）を体験できる県民向けフェア、

オープンデータやＩｏＴ※５等に関する企業や市町村職員等向けセミナーの開催等によりＩＣＴの普
及啓発やＩＣＴ人材の育成に取り組みました。 

■科学技術の理解増進と次代を担う人材の育成 
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ブラックホール研究をメインテーマとした「いわてまるごと科学館（盛岡会場）」、科学と防災をテ
ーマにした「いわてまるごと科学館 in 宮古」及び海洋研究について楽しく学ぶ「深海列車」の開催
を通じ、子どもたちの科学技術分野への興味・関心や科学的探究心の向上に取り組みました。 

■文化芸術活動を支える人材の育成 
県民が積極的に文化芸術活動を行うことができるよう、令和元年度は、民俗芸能をテーマにアート

マネジメント研修を開催し、文化芸術を生かした地域づくりを推進する人材の育成に取り組みまし
た。 

■アスリートの競技力の向上 
国内外で活躍するトップレベルの選手層の拡大を図るため、スーパーキッズ発掘・育成事業やトッ

プアスリートの活動支援等に取り組みました。 

■高等教育機関との連携による地域課題解決に向けた取組の推進及び地域をけん引する人材の育成と
若者定着の促進 

岩手大学や岩手県立大学等の高等教育機関と連携し、教員の専門性を生かした地域課題研究を推進
するとともに、高等教育機関との更なる連携の促進を図るため、連携状況を調査し、データベースを
構築するなど、地域課題の解決に向けた取組を進めました。 
また、県内の大学と連携した高大連携講座 ※６を実施し、県内高校から県内大学等への進学機運の

醸成に取り組むとともに、インターンシップの取組強化や県内企業と大学生等との交流会の実施な
ど、県内の若者の地元定着に向けた取組を進めました。 

【用語解説】 

※１ キャリア教育：児童生徒が自己のあり方・生き方を考え、主体的に進路を選択し、社会人・職業人として自立するための能力を
学校教育活動全体で、計画的・組織的に育むもの。 

※２ いわての復興教育：東日本大震災津波の体験を踏まえ、県内全ての学校がそれぞれの実情に応じて取り組むことができる教育プ

ログラムを作成・普及することにより、子どもたち自らの未来を切り拓く力を育むとともに、県内の全ての学校が心を１つにして
震災を見つめ、郷土を愛し、いわての復興・発展を担う「ひとづくり」を進めていくための教育。 

※３ いわてアグリフロンティアスクール：国際競争時代に通用する経営感覚と企業家マインドを持った農業経営者等を養成するため、

岩手県や岩手大学等の連携により行われる研修制度。 
※４ いわて水産アカデミー：漁業の基礎知識や高度な経営手法の習得を通じ、将来の岩手県の漁業の中核を担う人材を養成する岩手

県による研修制度。 

※５ ＩｏＴ：Internet of Things（モノのインターネット）の略。様々なモノがインターネットに接続され、情報交換することによ
り相互に制御する仕組み。 

※６ 高大連携講座：大学等が主催し、高校生を対象に授業科目の公開や公開講座を開設するもの。岩手県においては、いわて高等教

育コンソーシアム（構成校：岩手大学、岩手県立大学、岩手医科大学、富士大学、盛岡大学、放送大学岩手学習センター、一関工
業高等専門学校）と岩手県教育委員会とが高大連携事業に関する協定書を締結し、実施。 
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]  

○いわて幸福関連指標７指標は、実績値が未確定等の４指標を除き、

達成度Ａの指標が１指標（33％）、達成度Ｄの指標が２指標（67％）

でした。 

 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

37 県外からの移住・定住者数 人 1,091 1,757 1,320 1,190 Ｄ - - - 

38 汚水処理人口普及率 ％ 80.8 86.5 82.7 － － 
35位 

（5位） 
- - 

39 
三セク鉄道・バスの一人当
たり年間利用回数 

回 17.5 17.5 17.5 － － - - - 

40 
地縁的な活動への参加割
合 

％ 36.9 43.0 39.0 35.7 Ｄ - - - 

41 
在留外国人数〔10万人当た
り〕 

人 527.0 748.6 612.6 － － 
45位 

（4位） 
- - 

42 
文化・スポーツ施設の入場
者数（文化施設入場者数）
※１ 

千人 168 ③176  ㉚170 185 Ａ - - - 

43 
文化・スポーツ施設の入場
者数（スポーツ施設入場者
数）※２ 

万人 805 806  806 － － - - - 

※１ 岩手県内公立文化施設協議会加盟施設で行う自主催事入場者数 

※２ 県及び県内市町村の公立スポーツ・レクリエーション施設入場者数 

【特記事項】 
・ 県外からの移住・定住者数は、有効求人数が減少したことに伴い、Ｕ・Ｉターン就職者数も減少したた
め、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 地縁的な活動への参加割合は、自治会や町内会の活動を支援するため、「元気なコミュニティ特選団体」
の認証等による持続可能なコミュニティ活動の促進、地域運営組織の育成、地域おこし協力隊等の地域コ
ミュニティ活動を支える人材の育成等に取り組んだものの、これらの取組が地縁的な活動への参加者増加
にまでは至らなかったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

16 三セク鉄道・バスの年間利用者数 万人 2,195 - - 

17 持ち家比率 ％ ㉕68.9 - 5 年ごとの公表 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅳ 居住環境・コミュニティ 

不便を感じないで日常生活を送ることができ、 

また、人や地域の結び付きの中で、助け合って暮らすことができる岩手   

 
 

いわて幸福関連指標の状況  

 

Ａ

1指標

33%

Ｄ

2指標

67%

3指標
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■快適に暮らせる良質で環境に配慮した居住環境づくり 
岩手型住宅の普及を図るため、高い省エネルギー性能を備え、県産木材を活用した住宅の新築・リフ

ォームの助成に取り組みました。 
  また、空き家の流通を促進するため、関係機関と協力し「空き家相談窓口」を開設するとともに、市
町村、関係団体と連携して、既存住宅の適正管理や活用に係る活動に取り組みました。 

■自然と調和した衛生的で快適な生活環境の保全 
  健全かつ安定的な水道事業の運営に向け、新いわて水道ビジョンを新たに策定するとともに、市町村
等が計画的に取り組む水道施設の耐震化対策を支援しました。 

また、豊かな水資源の保全や汚水処理の必要性について、住民の理解を深めるために、下水道や浄化
槽を題材として、県内の小学生等を対象とした出前講座を（公財）岩手県下水道公社及び（公社）岩手
県浄化槽協会と連携して実施しました。 

■快適で魅力あるまちづくりの推進 
多くの人が利用する施設のバリアフリー化を促進するため、バリアフリー化に取り組む施設の紹介や

バリアフリー化の趣旨や必要性の周知に取り組みました。 
また、住民主体による景観づくりを推進するため、住民参加による景観点検や、小中学生を対象とし

た景観学習を実施しました。 

■広域バス路線や鉄道路線の維持・確保 
地域公共交通のマスタープランとなる「地域公共交通網形成計画」※1に基づき、国の補助制度を活用

しながら、市町村と連携し、三陸鉄道とＩＧＲいわて銀河鉄道に対する設備投資、利用促進への支援を
行うとともに、広域バス路線の運行欠損額に対する支援等を通じて、路線の維持・確保に取り組みまし
た。 

■地域の実情に応じた効率的な公共交通ネットワークの構築支援 
市町村におけるコミュニティバス ※2の運行等による地域内交通の改善や再編などの取組に対して、補

助事業や有識者の派遣などを通じて支援することで、住民のニーズに対応した持続可能な公共交通ネッ
トワークの構築を支援しました。 

■地域公共交通の利用促進 
関係機関で構成される利用促進協議会などを通じた、マイレール意識の醸成等、モビリティ・マネジ

メント ※3の活用による県民意識の変化を促しながら地元利用の促進を図るとともに、三陸鉄道「リアス
線」や地域の観光資源を生かした魅力ある商品造成等に対する支援を通じて、地域公共交通の利用促進
に取り組みました。 

■持続可能な地域コミュニティづくり 
地域住民が主体となり、先駆的な活動に取り組む地域コミュニティ団体を「元気なコミュニティ特選

団体」として認証するとともに、地域づくりフォーラムや地域コミュニティ活性化セミナーを開催し、
地域運営組織 ※4の育成を図るなど、持続可能な地域コミュニティ活動を促進しました。 

■地域コミュニティ活動を支える人材の育成 
市町村や地域コミュニティ団体を対象とした、地域づくりフォーラムや地域コミュニティ活性化セミ

ナーを開催するとともに、地域おこし協力隊 ※5を対象とした起業セミナーや活動事例発表会を開催する
こと等により、地域コミュニティ活動を支える人材の育成を図りました。 

■地域コミュニティを基盤とした防災体制づくり 
地域の安全を地域で守る防災体制づくりを推進するため、防災に関する様々なスキルを持つ「地域防

災サポーター」の派遣による防災研修の実施や、自主防災組織の中核人材の育成を目的とした防災士養
成研修やリーダー研修を実施するなど、地域の防災力強化に向けた取組を行いました。 

■岩手ファンの拡大とＵ・Ｉターンの促進 
ホームページやＳＮＳ、情報誌等を活用した訴求力の高い情報発信や、首都圏に設置している移住と

就職の一元的な相談窓口の強化、県独自の移住相談会の実施などに取り組みました。 
また、「岩手Ｕ・Ｉターンクラブ」加盟大学などと連携した就職相談やインターンシップの実施、農

林水産業など各分野の人材確保の取組と連携したＵ・Ｉターン希望者への情報発信に取り組むととも
に、ふるさとワーキングホリデーや移住体験ツアーの実施などを通じて岩手の仕事や暮らしの魅力を実
感してもらう取組を行いました。 

■安心して移住し、活躍できる環境の整備 
移住者との交流を図るために、ＮＰＯ等地域団体及び市町村が行う定住・交流事業に対し補助を行い

ました。 
また、相談から移住・定住までの切れ目ない支援を行えるよう、県の首都圏相談窓口で受けた相談を

各市町村の「岩手県移住コーディネーター」にダイレクトにつなぐ体制を構築するなど、市町村や関係
団体と連携して、地域で移住者を受け入れ、定住を促進するためのサポート体制を整備し、「オールい
わて」での移住定住推進体制の強化を図りました。 

主な取組事項  
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度  
[[概概要要]]  

○いわて幸福関連指標４指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が３指

標（75％）、達成度Ｄの指標が１指標（25％）でした。

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「食中毒の発生人

数〔10 万人当たり〕」は全国順位が上昇、「刑法犯認知件数〔千

人当たり〕」は横ばい、「交通事故発生件数〔千人当たり〕」は下

降しました。 

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

44 自主防災組織の組織率 ％ 86.9 90.0 88.1 87.9 Ｂ 
27 位 
（2 位） 

- - 

45 
刑法犯認知件数〔千人当

たり〕 
件 ㉚2.76 2.40 2.64 2.47 Ａ 

2 位 
（2 位） 

2 位 

(2 位) 

横ばい 

(横ばい) 

46 
交通事故発生件数〔千人

当たり〕 
件 ㉚1.58 1.20 1.47 1.59 Ｄ 

2 位 

（1 位） 

6 位 

（2 位）

下降 

(下降)

47 
食中毒の発生人数〔10
万人当たり〕 

人 13.7 13.0 13.5 2.3 Ａ
30 位 
（5 位） 

3 位 

（2 位）

上昇 

(上昇)

【特記事項】 

・ 交通事故発生件数〔千人当たり〕は、16 年連続の減少傾向を維持しましたが、自転車が関係する交通事
故や高速道路での交通事故が増加したことにより、全体の交通事故発生件数の減少率が人口減少率より下
回ったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

■「自助」「共助」「公助」それぞれの災害対応力の向上
「自助」の災害対応力の向上として、防災教育教材の活用普及等による児童生徒への防災教育を行

い、県民の災害に対する正しい知識の普及啓発に取り組みました。 
「共助」の災害対応力の向上として、地域防災サポーターの市町村への派遣による講演会やワーク

ショップの開催支援を継続するとともに、高等教育機関等と連携したモデル事例の作成などにより、
防災意識の高揚や自主防災組織の組織化・活性化に取り組みました。 
「公助」の災害対応力の向上として、消防団員の確保に向けた取組や教育訓練の実施により、消防

体制の充実・強化を支援したほか、広域防災拠点への食糧等の備蓄を推進するとともに、栗駒山火山
避難計画の策定等を踏まえた地域防災計画の見直しや風水害対策チームによる市町村への支援を行
うなど、関係機関が連携した防災体制の充実・強化に取り組みました。 
加えて、三陸防災復興プロジェクト 2019 のイベントや広報を県内外で実施し、東日本大震災津波

の教訓を伝承できるよう、気運の醸成に取り組みました。 
■地域ぐるみでの防犯意識の高揚に向けた取組の推進

 「安全で安心なまちづくり推進期間（地域安全運動期間）」を設定して広報・啓発活動を行うとと
もに、モデル地区の指定等による鍵かけの呼びかけ、特殊詐欺被害防止広報センターから各家庭への
架電による注意喚起など、被害防止のための情報提供を通じて、防犯意識の啓発に取り組みました。 
また、防犯研修会や地域安全マップ作成等の活動へのアドバイザー派遣などにより、自主防犯活動

の促進に取り組みました。 

Ⅴ 安全 
災害をはじめとした様々なリスクへの備えがあり、事故や犯罪が少なく、 

安全で、安心を実感することができる岩手 

いわて幸福関連指標の状況 

主な取組事項 

Ａ

2指標

50%
Ｂ

1指標

25%

Ｄ

1指標

25%

4指標
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■犯罪被害者を支える社会づくりの推進 
 （公社）いわて被害者支援センターをはじめとする関係機関・団体と連携・協力しながら犯罪被害
者等からの相談に対して必要な対応を行うとともに、「岩手県犯罪被害者等支援指針」の周知や、高
校生等を対象として被害者遺族等の講演を行う「いのちの尊さ、大切さ教室」の実施等を通じ、被害
者支援に対する県民理解の醸成に取り組みました。 
また、特に性犯罪被害者等となりやすい若年層を中心に、県内全高校のほか、大学祭・イベント等

において「はまなすサポート」※１の周知を図るとともに、性犯罪等被害者に対する医療・相談等の支
援に取り組みました。 

■少年の非行防止と保護対策の推進 
非行や犯罪被害等、問題を抱える少年に対し大学生ボランティア等による少年の立ち直り支援活動

を推進するとともに、非行防止教室の開催やリーフレットの配布等による広報啓発、少年警察ボラン
ティア等との「朝のあいさつ運動」等を通じた少年を見守る社会気運の向上に取り組みました。 

■配偶者等に対する暴力の根絶 
支援関係者への研修会による相談対応能力の向上や、一般県民向けＤＶ防止基礎セミナーの開設、

県警音楽隊によるミニコンサート及びパネル展を通じた教育・啓発に努め、配偶者等からの暴力防止
対策に取り組みました。 

■交通事故抑止対策の推進 
動画危険予測トレーニング装置を始めとした交通安全教育機材を活用した参加・体験・実践型の運

転者教育と交通安全アドバイザー等と連携した効果的な広報啓発を推進するとともに、高齢者宅ふれ
あい訪問による個別指導等を通じた、高齢者の交通安全意識の醸成を図り、交通事故の抑止に取り組
みました。 
また、関係機関・団体等と連携し、季節運動、体験型交通安全教室の開催、地域の集い・研修等に

おける交通安全教育や広報媒体を利用した広報啓発などにより、「正しい交通ルールを守る県民運動」
に取り組みました。 

■消費者施策の推進 
  消費者教育の充実のため出前講座や消費生活セミナー等の実施により、消費生活に係る情報提供を
進めるとともに、岩手県金融広報委員会と連携し、高校生等を対象とした金融経済セミナーを実施す
ることにより、若年層に向けた啓発等に取り組みました。 

また、弁護士無料相談等の実施や専門相談機関との連携などにより、消費者トラブルの早期解決に
取り組みました。 

■食の信頼向上の推進 
 県が委嘱する食品安全サポーターと連携し、飲食店や製造業等の重点対象施設に対する現場指導及
び研修会の開催等により、岩手版ＨＡＣＣＰ※２の導入促進と定着化に取り組むとともに、食品等事業
者のＨＡＣＣＰ制度化への円滑な移行をサポートするため、講習会を県内４か所で開催しました。 
また、食のおもてなし調理師のつどいを開催し、食品に対する信頼の向上と、魅力ある岩手の食を

提供する調理師の資質向上等を図りました。 

■地域に根ざした食育と食を楽しむ環境づくりの推進 
地域の特性に応じた食育の実践を支援するため、市町村職員を対象とする研修会を実施したほか、

市町村や企業等との連携を推進し、食育普及啓発キャラバンや食育標語コンクール等食育推進運動を
展開しました。 

■感染症の発生やまん延を防止する対策の推進 
 新型インフルエンザ対策については、関係法令や県行動計画等に基づき、政府訓練と連携した情報
伝達訓練や医療機関における実動訓練の実施等発生時に備えた体制の整備に取り組みました。 
 また、肝炎対策についても、必要な人が適切な肝炎治療を受けられるよう、肝炎ウイルス検査後の
フォローアップや受診勧奨等の支援を地域において行う人材の育成に取り組みました。 
 さらに、予防接種機会を拡大し、感染症対策を推進するため、住所地以外の市町村の医療機関で円
滑に定期予防接種を受けられるよう、市町村や県医師会と協力し「広域接種パスポート」、「広域接種
受診票」の普及に取り組みました。 
令和元年 12月、中華人民共和国湖北省武漢市に端を発した新型コロナウイルス感染症において、「帰

国者・接触者外来」や「帰国者・接触者相談センター」、「岩手県新型コロナウイルス感染症対策本部」
などを設置し、検査体制や医療体制の整備などに取り組みました。 

■家畜衛生対策の推進と危機事案発生時の体制強化 
  ＣＳＦ（豚熱）等の家畜伝染病の発生を防ぐため、病原体を媒介する可能性のある野生動物の侵入
防止柵の設置支援や飼養衛生管理の指導等の家畜衛生対策に取り組みました。 
また、迅速かつ適切な防疫活動のため、家畜防疫作業支援班研修会を実施しました。 

【用語解説】 

※１ はまなすサポート：性犯罪等被害者に対し、産婦人科及び精神科医療、相談・カウンセリング等の心理的支援、捜査関連支援、 
法的支援等を連携して行う体制。 

※２ ＨＡＣＣＰ：「Hazard Analysis and Critical Control Point」の頭文字の略語で「危害分析重要管理点」ともいい、食中毒等の

食品に起因する事故の発生を未然に防止するため、食品の製造における危害を分析し、重要な工程を連続的に管理することによって、
一つ一つの製品の安全性を保証しようとする食品の衛生管理手法のひとつである。 
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・ 観光消費額は、観光キャンペーン「いわて幸せ大作戦！！」の展開などにより、上半期を中心に宿泊者
数が増加傾向だったものの、８月以降は全国的に複数の台風が発生したため観光流動が低調だったことや、
令和元年東日本台風（台風第 19 号）の影響に伴い、本県への宿泊予定者のキャンセル等により宿泊者が減
少したことが影響し、観光消費額は目標を下回り、達成度は【Ⅾ】となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

18 非正規職員・従業員率 ％ 35.7 - 5 年ごとの公表 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

21 農業産出額 億円 ㉘2,609 ㉚2,727 - 

22 林業産出額 千万円 ㉘2,015 ㉚1,968 - 

23 漁業産出額 千万円 ㉘3,605 ㉚3,788 - 

24 製造品出荷額 億円 ㉘23,717 - - 

25 ものづくり関連分野の製造出荷額 億円 ㉘15,964 - - 

26 食料品製造出荷額 億円 ㉘3,660 ㉚3,870 - 

27 水産加工品製造出荷額 億円 ㉘729 ㉚732 - 

28 事業所新設率 ％ ㉔～㉖16.7 - - 

 

 

 

■県内就業の促進及びＵ・Ｉターンによる人材確保の推進 
「いわてで働こう推進協議会」を中心に、県内就業に向けた意識改革に取り組むとともに、若手社員

の定着促進のための県内企業の採用力強化、若者の県内就職、人材育成の好循環を作りました。また、
Ｕ・Ｉターン就職の一層の促進に向け、「岩手Ｕ・Ｉターンクラブ」加盟大学との連携による学生への
企業情報の発信や相談対応を実施したほか、岩手版ワーキングホリデーや移住体験ツアー等を実施しま
した。さらに、令和２年３月には就職情報マッチングサイトを開設しました。 

■女性・若者・障がい者などへの職業能力開発の支援 
企業ニーズ等を踏まえた在職者向けの職業訓練や女性に配慮した託児サービス付職業訓練、障がい者

の態様に応じた多様な職業訓練の実施など、在職者の技能向上や離職者等の再就職、障がい者の就業を
支援しました。また、県立職業能力開発施設において、学生の県内就職を促進する取組を行いました。 

■安定的な雇用の促進、雇用・労働環境の整備の促進 
岩手労働局と連携し、非正規労働者の正社員転換・待遇改善について、施策の周知を行うとともに、

経済団体への要請活動を行いました。また、「いわて働き方改革推進運動」を展開し、働き方改革を進
める上で必要となる時間管理等をテーマとした研修会や勉強会の開催などにより、働きやすい職場づく
りを推進するとともに、県内企業における働き方改革の優れた取組事例を表彰する「いわて働き方改革
アワード」を実施しました。 

■中小企業者が行う経営力の強化や生産性の向上、新たな事業活動などの取組の促進 
中小企業者が、新商品・サービスの開発や新たな生産・販売方式の導入等の新事業活動に取り組む場

合に、商工団体等と連携して「経営革新計画」の策定を支援しました。 

■市町村や商店街をはじめとする多様な主体の連携によるまちのにぎわい創出 
商業者や商店街に専門家や街づくりアドバイザーを派遣し、個店の経営力の向上や商店街活性化の取

組を支援しました。また、仮設店舗等の本設移行を図るため、グループ補助金等による助成を行いまし
た。 

■産業の一層の集積と高度化を通じた、ものづくりのグローバル拠点化の推進 
自動車関連では、「岩手県自動車関連産業新ビジョン」を策定し、技術展示商談会や工程改善研修会

の開催、人材育成の支援などに取り組みました。半導体関連では、発注企業と受注企業のマッチング、
取引支援や異業種産業等との連携交流、展示会出展、人材育成などの取組を支援しました。 

■企業誘致等による地域産業の拠点化・高度化の推進 
企業ニーズに応じた企業誘致や既立地企業等の業容拡大を支援したほか、「県北広域産業力強化促進

事業費補助」により県北地域の企業の生産性向上等を支援しました。また、国の「津波・原子力災害被
災地域雇用創出企業立地補助金」について、市町村の意向を踏まえ要望等を行い延長が決定されました。 
 

主な取組事項  
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■食産業の新たな事業活動の取組や販路開拓への支援、水産加工業の商品力向上等への支援 
本県食産業振興における産学官金の協働体制である「ＦＣＰ※１岩手ブランチ」等の活動を通じて事業

者間連携を促進するとともに、専門家派遣や県内外での商談会のほか、水産加工業者を対象とする相談
会等を通じて、売れる商品づくりから販売促進までの総合的な支援に取り組みました。 

■伝統工芸産業、漆産業、アパレル産業の経営力向上への支援及び県産品の販路の拡大への支援 
消費者のライフスタイルに対応した伝統工芸品の魅力を提供する展示販売会の開催や県外のアンテ

ナショップでの県産品販売会に取り組むとともに、物産展については、これまで開催してきた首都圏及
び関西圏に加え、新たに中京圏で開催し、新規需要の開拓や購買層の拡大に取り組みました。 

■県内事業者の海外展開への支援 
東アジア地域等での現地商談会に加え、関係支援機関のプラットフォーム組織である「いわて海外展

開コンソーシアム」や本県海外事務所と連携を図りながら、海外展開を志す県内中小企業の支援に取り
組みました。 

■「観光で稼ぐ」地域づくりの推進 
地域資源を生かした魅力的な観光地づくりを図るため、２つの世界遺産や食などを組み合わせた高付

加価値型の旅行商品造成支援を行うとともに、三陸ＤＭＯセンターと連携して、沿岸地域での観光コン
テンツの新規開発や質の高い旅行商品の造成に向けた人材育成に取り組みました。 

■外国人観光客の誘客拡大 
訪日外国人観光客の誘致拡大に向け、東北６県、東北観光推進機構、民間事業者等と連携して、本県

の魅力ある観光資源の情報発信や、海外の旅行会社等に対する旅行商品の造成・販売拡大の働きかけを
行うとともに、宿泊施設等に対する無料公衆無線ＬＡＮなどの受入態勢の整備促進に取り組みました。 

■地域農林水産業の核となる経営体の育成及び次代を担う意欲ある新規就業者の確保・育成 
「いわてアグリフロンティアスクール ※２」による経営感覚・企業家マインドを持った農業経営者の

育成、経営セミナーの開催等による「意欲と能力のある林業経営体」の育成、地域再生営漁計画の実行
支援による中核的漁業経営体 ※３の育成などに取り組みました。 
また、農業大学校における高度な専門知識に関する実践教育や、「いわて林業アカデミー」、「いわて

水産アカデミー※４」における知識や技術の習得支援などに取り組みました。 

■生産性・市場性の高い産地づくりの推進 
「金色の風」「銀河のしずく」を核とした県産米全体の評価向上や機械導入等による高収益野菜の作

付け促進、畜産の経営規模の拡大に向けた畜舎等の整備の支援、高性能林業機械の導入等による県産木
材の安定供給体制の構築、原木しいたけの生産性向上に必要な資材等の導入支援、サケ・アワビ等の種
苗放流への支援、サクラマス等の新たな水産資源の造成などに取り組みました。 

■革新的な技術の開発と導入促進 
次世代型施設園芸モデル拠点における技術実証等による環境制御技術の導入支援、航空レーザ計測等

による森林情報の把握、サケの回帰率向上に向けた種苗生産技術の開発、漁業協同組合等が行うサケ・
マス類の海面養殖の実証試験への支援などに取り組みました。 

■生産基盤の着実な整備 
水田の大区画化や排水改良等の農業生産基盤の整備、再造林等の森林整備、林道など路網の整備のほ

か、農業水利施設や漁港施設の機能診断や保全対策工事などに取り組みました。 

■県産農林水産物の高付加価値化、販路の開拓・拡大、評価・信頼の向上及び輸出促進 
「いわて６次産業化支援センター※５」による県産農林水産物を活用した商品開発等の支援や付加価値

の高い製材品の開発などに取り組みました。 
また、トップセールスや各種メディア等を活用した戦略的な情報発信を実施するとともに、県産農林

水産物をＰＲするフェアの開催や実需者と生産者等の商談活動の支援などに取り組みました。 

■農山漁村を支える人材の育成、地域活動等の支援及び魅力あふれる農山漁村づくりの推進 
農村地域の将来を描く地域ビジョンの策定・実践を促進するとともに、地域協働活動をリードする人

材の育成や体験型教育旅行の誘致活動の支援などに取り組みました。 
【用語解説】 

※１ フ－ド・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）：農林水産省が提唱しているもので、食品事業者が主体的に行う「食の安

全・安心」の活動を“見える化”することにより、食に対する消費者の信頼向上や、企業業績の向上につなげようとする取組。 
※２ いわてアグリフロンティアスクール：国際競争時代に通用する経営感覚と企業家マインドを持った農業経営者等を養成するため、

岩手県や岩手大学等の連携により行われる研修制度。 

※３ 中核的漁業経営体：年間販売額が１千万円以上の漁業経営体。 
※４ いわて水産アカデミー：漁業の基礎知識や高度な経営手法の習得を通じ、将来の岩手県の漁業の中核を担う人材を養成する岩手

県による研修制度。 

※５ いわて６次産業化支援センター：県が、生産者等の６次産業化の取組を総合的に支援する目的で設置している支援組織で、計画・
創業・経営までの一貫した支援を実施するもの。 
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]    

○いわて幸福関連指標３指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標

（67％）、達成度Ｃの指標が１指標（33％）でした。 

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「国、県指定文化

財件数」は、全国順位が上昇しました。 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

62 世界遺産等の来訪者数 千人 927 950 927 885 Ｂ - - - 

63 国、県指定文化財件数 件 ㉚565 581 569 568 Ｃ 
31 位 

（3 位） 

30 位 

（3 位） 

上昇 

（横ばい） 

64 
民俗芸能ネットワーク加盟

団体数 
団体 396 396 396 405 Ａ - - - 

【特記事項】 

 ・ 国、県指定文化財件数は、指定文化財としての価値づけを担保するための来歴等についての更なる類例
調査が必要となり、指定に至らなかった案件があったことから、達成度は【Ｃ】となりました。  

 

 

 

■世界遺産の理解の増進による遺産の適切な保存管理・活用の推進  
 次代を担う児童・生徒に対し、職員等が学校へ訪問し「世界遺産出前授業」を実施することにより、
世界遺産の概要や価値の浸透などに取り組みました。 
また、世界遺産を紹介するパネル展示を県内各地で実施することにより、世界遺産の価値等の普及

啓発に取り組みました。  

■世界遺産の持つ新たな魅力の発信  
 県民等を対象に「平泉文化フォーラム」を開催することにより、平泉文化研究の成果や平泉の魅力
の発信に取り組みました。 
また、「平泉の文化遺産」を総合的に紹介するガイダンス施設について、令和３年度の開館に向け

て建設工事や展示の設計を進めました。 

■民俗芸能の公演発表などによる、伝統文化への理解促進と情報発信 
 民俗芸能の保存伝承に意欲的に取り組む団体の日頃の活動成果を広く県民に発表するとともに、県
民の民俗芸能に対する理解と認識を深めてもらう機会を提供するため、岩手県民俗芸能フェスティバ
ルを開催し、その保存と伝承活動の拡充に取り組みました。  

■民俗芸能など伝統文化を生かした交流の推進 
文化庁の各種助成事業を活用し、地域における民俗芸能の保存・伝承に対する取組を充実させると

ともに、民俗芸能を活用した地域コミュニティの活性化や地域間交流を更に進めることにより、後継
者を育成する取組を支援しました。 
また、「食の匠」による食文化の発信や伝承活動の支援などに取り組みました。 

■様々な文化財などを活用した歴史への理解促進と情報発信  
 例年水木しげる氏の命日（11 月 30 日）に開催されている「ゲゲゲ忌」にあわせ、東京都調布市で
「妖怪降臨ピック with ゲゲゲ忌 2019～岩手・鳥取・徳島妖怪文化連携事業～」を開催し、京極夏彦

Ⅶ 歴史・文化 
豊かな歴史や文化を受け継ぎ、愛着や誇りを育んでいる岩手 

 

 

 

いわて幸福関連指標の状況  

 

主な取組事項  

 

Ａ

1指標

34%

Ｂ

1指標

33%

Ｃ

1指標

33%

3指標
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氏の講演会や遠野の語り部による実演などを実施し、妖怪文化の発信や魅力発信に取り組みました。 

■様々な文化財などを活用した交流の推進 
歴史的建造物や史跡公園などの文化財を会議・レセプション・イベント等に活用している事例の収

集に取り組みました。 
また、市町村から推薦のあった指定候補物件の調査を進め、価値が明らかになったものを県指定文

化財として指定しました。 
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]  

○いわて幸福関連指標７指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、

達成度Ａ、Ｂの指標が３指標（60％）、達成度Ｄの指標が２指標

（40％）でした。 

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「一般廃棄物の最

終処分量」、「一人１日当たり家庭系ごみ（資源になるものを除

く）排出量」は、全国順位が下降しました。 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

65 
岩手の代表的希少野生動
植物の個体・つがい数 
（イヌワシつがい数） 

ペア 29  29  29 27 Ｂ - - - 

66 

岩手の代表的希少野生動

植物の個体・つがい数 

（ハヤチネウスユキソウ個体

数） 

株 667  667  667 1,021 Ａ - - - 

67 自然公園の利用者数 ※ 千人 466 470 470 576 Ａ - - - 

68 

公共用水域のＢＯＤ（生物化

学的酸素要求量）等環境基

準達成率 

％ 99.1  99.1  99.1 － － - - - 

69 
再生可能エネルギーによる

電力自給率 
％ 28.0  37.0  29.0 － － - - - 

70 一般廃棄物の最終処分量 千ｔ ㉘40.6 ③35.8 ㉚38.6 41.3 Ｄ 
16 位 
（2 位） 

17 位 
（3 位） 

下降 
（下降） 

71 

一人１日当たり家庭系ごみ

（資源になるものを除く）排

出量 

ｇ ㉘501 ③465 ㉚492 506 Ｄ 
14 位 
（1 位） 

17 位 
（1 位） 

下降 
（横ばい） 

※ 自然公園ビジターセンター等利用者数 

【特記事項】 

・ 一般廃棄物の最終処分量は、粗大ごみ等の排出量の増加に伴って埋立量が増加したため、達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 一人１日当たり家庭系ごみ（資源になるものを除く）排出量は、市町村や関係団体と連携した３Ｒの普
及啓発活動等に取り組み、市町村が収集する可燃ごみ等は減少しましたが、一方で粗大ごみ等が増加した
ため、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

29 森林面積割合 ％ ㉖74.9 - 5 年ごとの公表 

 

 

Ⅷ 自然環境 

一人ひとりが恵まれた自然環境を守り、 

自然の豊かさとともに暮らすことができる岩手 

 

 

いわて幸福関連指標の状況  

 

Ａ

2指標

40%

Ｂ

1指標

20%

Ｄ

2指標

40% 5指標
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■生物多様性の保全 
 イヌワシへの給餌活動を実施するなど、絶滅が危惧される希少野生動植物の生息環境の保全を進め
るとともに、いわてレッドデータブックの改訂方針を検討するため、いわてレッドデータブック改訂
検討委員会を開催しました。 
 また、第２種特定鳥獣管理計画に基づき、シカやイノシシの捕獲事業を進めるとともに、捕獲の担
い手となる新規狩猟者の確保対策など、野生生物との共生に取り組みました。 

■自然とのふれあいの促進 
 早池峰クリーン＆グリーンキャンペーンの開催やボランティア等との協働による登山マナー等の
啓発活動を行うなど、自然公園の適切な利用促進に取り組みました。 
また、自然公園内の案内標識の多言語化や老朽化施設の再整備など、自然とのふれあい環境の整備

に取り組みました。 

■良好な大気・水環境の保全と環境負荷低減に向けた取組の促進 
 大気汚染物質や公共用水域の水質の常時監視を実施するとともに、有害物質等を排出する事業者へ
の立入検査及び排水検査を実施しました。 
また、企業の「環境に配慮した取組」を総合的に取りまとめた「環境報告書」について、関係団体

と連携して作成を支援するとともに、ホームページ上に「環境報告書バンク」を設け、住民が容易に
環境報告書に触れられるようにすることなどにより、住民、地域、事業者と連携・協働して取り組む
「環境コミュニケーション」を推進しました。 

■水と緑を守る取組の推進 
 環境保全活動の活発化のため、水と緑の交流フォーラムにおいて活動者同士の交流を深めるととも
に、環境保全活動に関する表彰を実施しました。 
また、水生生物調査結果をまとめた河川水質マップによる全市町村・全小中学校への普及啓発や出

前講座等参加団体への支援を実施しました。 
 さらに、「いわての森林づくり県民税」を活用した強度間伐を進めるため、森林所有者や林業事業
体への事業実施の働きかけに取り組みました。 

■北上川清流化対策 
 旧松尾鉱山から排出される坑廃水による北上川の水質汚濁を防止するため、新中和処理施設による
坑廃水処理を確実に実施しました。 
 また、施設による処理を今後も継続的に実施するため、優先度の高い箇所について耐震補強工事を
実施しました。 

■環境学習の推進と県民等との連携・協働の取組の促進 
環境学習交流センター及び地球温暖化防止活動推進センターにおいて、環境学習講座の開催や、環

境アドバイザー及び地球温暖化防止活動推進員の派遣を実施することにより、環境学習及び環境保全
活動の支援を行いました。 
 また、「いわて環境塾」を開催し、地域で活動する環境人材の発掘及び育成を行うとともに、県内
全小学校に環境副読本を配布し、学校における環境学習を推進しました。 

■三陸ジオパーク ※１に関する取組の推進 
 平成 29年度の日本ジオパーク再認定審査では「条件付き再認定」（認定期間は２年間）でしたが、
課題解決に向けて取り組み、令和元年度の再認定審査では「再認定」（認定期間は４年間）となりま
した。 
また、住民等への普及啓発やジオパークの魅力を発信できる人材の育成のため、ポスターや三陸ジ

オマップ、三陸ジオパークガイドブックを作成するとともに、来訪者の受入環境整備のため、総合案
内板等の整備を行いました。 
 さらに、ジオパークを通じて三陸地域を担う人材を育成するため、中学校を対象とした公開モデル
授業の実施や、生徒用サブテキストの作成を行いました。 

■廃棄物の発生抑制・再使用・再生利用の推進 
 岩手県オリジナルの３Ｒ※２推進キャラクター「エコロル」の活用やいわて三ツ星 ecoマナーアクシ
ョンの展開により、発生抑制を第一とした３Ｒの普及啓発を行うとともに、関係団体等と連携し岩手
県海岸漂着物対策推進地域計画を策定するなど、３Ｒのさらなる推進に向けた取組を行いました。 
また、産業・地域ゼロエミッション推進事業補助や再生資源利用認定製品の認定等により、県内事

業者の３Ｒの取組を支援・促進しました。 

■災害に強く持続可能な廃棄物処理体制の構築 
 近年頻繁に発生している自然災害によって生じる災害廃棄物の処理体制を平時から構築するため、
関係団体等と連携し、市町村の災害廃棄物処理計画策定の支援に取り組みました。 
また、いわてクリーンセンターの安定運営のための支援等を行ったほか、いわて第２クリーンセン

ターの運営モニタリング等を実施しました。 
 さらに、いわてクリーンセンターの後継となる公共関与型産業廃棄物最終処分場について、事業主

主な取組事項  
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体である（一財）クリーンいわて事業団において、実施設計、事業用地の取得及び産業廃棄物最終処
分場設置に必要な各種許可の取得に取り組みました。 

■産業廃棄物の適正処理の推進 
 市町村等と連携したパトロールの実施や 11 名の産廃Ｇメン ※３による監視・指導により、不適正処
理の早期発見、早期対応を図りました。 
また、排出事業者説明会や処理業者講習会を開催し、事業者の自主管理の促進や優良な処理業者の

育成を図るとともに電子マニフェスト使用義務対象者に対する指導を行いました。 

■温室効果ガス排出削減対策の推進 
 「いわてわんこ節電所」※４や省エネ・節電キャンペーンなどを通じて、県民の自主的な省エネ行動
を促すための普及啓発に取り組みました。 
また、事業者を対象に、省エネルギー設備導入に係る経費の補助や環境経営トップセミナーの開催

などによる環境マネジメントの普及に取り組みました。 

■再生可能エネルギーの導入促進 
 防災拠点への再生可能エネルギー発電設備の導入や、被災家屋への太陽光発電の導入を支援すると
ともに、風力発電関連産業研究会における取組事例の紹介などにより情報共有を行いました。 
また、再生可能エネルギー由来の水素の利活用に向け、利活用モデルの実現可能性調査を実施した

ほか、岩手県水素ステーション等研究会を設置し、セミナーや先進地視察会を開催しました。 
さらに、農業水利施設を活用した小水力発電の導入を促進するため、施設管理に携わる技術者の養

成や研修会の開催等に取り組んだほか、木質バイオマスエネルギーの利用拡大に向け、事業者等への
技術指導やフォーラムの開催等に取り組みました。 

■適切な森林整備等の取組推進による森林吸収源対策 
   二酸化炭素の吸収・固定など森林の多面的な機能を持続的に発揮させるため、間伐・再造林などの
森林整備に取り組みました。 

■地球温暖化に伴う気候変動の影響への適応 
 気候変動適応策取組方針を策定し、部局横断で気候変動への適応策を推進したほか、気候変動適応
シンポジウムの開催やテレビ番組の放送により、気候変動の影響と適応策に関する県民の理解増進に
取り組みました。 

【用語解説】 
※１ ジオパーク：地域に親しみ、山や川をよく見てその成り立ちと仕組みに気付き、生態系や人間生活との関わりを考える場所。ま

た、そのような地球を学ぶ旅を楽しむ場所。 
※２ ３Ｒ：Reduce（リデュース：廃棄物の発生抑制）、Reuse（リユース：再使用）、Recycle（リサイクル：再生利用）の３つの英語

の頭文字をとったもの。３つのＲに取り組むことでごみを限りなく少なくし、環境への影響を極力減らし、限りある地球の資源を

有効に繰り返し使う社会（＝循環型社会）をつくろうとするもの。 
※３ 産廃Ｇメン：正式名称は産業廃棄物適正処理指導員。広域振興局等へ 11 名が配置され、不法投棄など産業廃棄物の不適正処理を

未然に防止するためのパトロール等に当たっている。 

※４ いわてわんこ節電所：普段の生活で取り組んでいける省エネ行動を紹介している県が運営するＷＥＢサイト。取り組んだ省エネ
行動をチェックすると、削減した二酸化炭素の量を簡単に確認できる。削減した二酸化炭素は「わんこそば」の「わんこ」に見立
て、積み重ねて見える化している。 
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]  

○いわて幸福関連指標５指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が４指標

（80％）、達成度 D の指標が１指標（20％）でした。 

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「モバイル端末（ス

マートフォン）の人口普及率」は、全国順位が（下降）しまし

た。 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

72 
モバイル端末（スマート

フォン）の人口普及率 
％ 51.5 78.1 61.9 56.0 Ｄ 

42 位 

(3 位) 

45 位 

(4 位) 

下降 

(下降) 

73 河川整備率 ％ 48.9 51.3 49.3 49.3 Ａ (1 位) (1 位) (横ばい) 

74 
緊急輸送道路の整備延

長 
km － 38.1 8.2 6.6 Ｂ - - - 

75 港湾取扱貨物量 万ｔ 606 711 596 635 Ａ 
35 位 

(5 位) 
- - 

76 
社会資本の維持管理を

行う協働団体数 
団体 ㉚413 413 413 413 Ａ - - - 

【特記事項】 

・ モバイル端末（スマートフォン）の人口普及率は、全国的に普及率の伸びが小さいことに加え、全国平
均で 60歳以上の高年齢層の普及率が低く、60 歳以上の人口割合が多い本県においては普及が進まなかった
ことから、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

 

 

■国際研究拠点の形成と関連インフラの整備 
 ＩＬＣ※１の実現による国際研究拠点の形成や海外研究者等の受入れに向けて、医療・教育などの生
活環境整備について調査検討を行うとともに、技術セミナー等による県内企業の加速器関連産業への
参入支援や人材育成、地域資源を活用したエコ社会の実現に向けた共同研究等に取り組みました。ま
た、これらの取組を推進するため「ＩＬＣによる地域振興ビジョン」を策定しました。 

■イノベーションの創出に向けた研究開発の推進 
 イノベーションの創出に向け、産学官金の連携のもとで、コーディネーターが県内の多様な資源と
技術をマッチングし共同研究の促進を図ったほか、「いわて戦略的研究開発推進事業」※２による将来
有望な研究テーマの支援や国等の競争的外部資金 ※３獲得の支援に取り組みました。 

■ＩＣＴ利活用による地域課題の解決と県民利便性の向上 
 企業や子育て支援団体等にＩＣＴ※４の専門家を派遣し、ＩＣＴの利活用による業務改善や情報発信
等についてアドバイスを行いました。また、最新のＩＣＴの利活用事例に関するフェアやセミナーの
開催により、県民や市町村、企業等への普及啓発を行いました。 

■情報通信インフラの整備促進 
 携帯電話不感地域の解消に向けて、市町村による携帯電話基地局の整備を支援しました。また、条
件不利地域における超高速ブロードバンド基盤の整備や地上デジタル放送の難視聴地域の解消等に
向けた市町村による取組を支援しました。 

Ⅸ 社会基盤 
 

防災対策や産業振興など幸福の追求を支える社会基盤が整っている岩手 

  

  

 

 

いわて幸福関連指標の状況  

 

主な取組事項  

 

Ａ

3指標

60%

Ｂ

1指標

20%

Ｄ

1指標

20%

5指標
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■ハード対策とソフト施策を効果的に組み合わせた防災・減災対策 
 津波防災施設や河川改修、砂防堰堤等の防災施設の整備を推進したほか、水位周知河川や洪水浸水
想定区域の指定、土砂災害のおそれのある区域の基礎調査結果の公表等、ハード対策とソフト施策を
組み合わせた防災・減災対策に取り組みました。 

■公共建築物等の耐震化による安全の確保 
 耐震改修促進計画に基づき、防災拠点建築物である庁舎及び多数の者が利用する建築物の耐震化に
取り組みました。 

■災害に強い道路ネットワークの構築 
 三陸沿岸道路の県内の宮古以南の区間が全て開通する等、災害に強く信頼性の高い道路ネットワー
クの構築を図るため幹線道路ネットワークの整備を進めました。また、災害時に迅速な避難・救急活
動や緊急物資の輸送等が行えるよう、緊急輸送道路の通行危険箇所やあい路の解消、橋梁の耐震化等
を推進しました。 

■日常生活を支える安全な道づくりの推進 
 円滑な救急搬送を支える道路や、冬期でも安全に通行できる道路の整備を推進しました。また、歩
行者の安全な通行を確保するため、通学路等への歩道設置や交通安全施設等の整備を推進しました。 

■自然災害に強い農山漁村づくりの推進 
 農業水利施設、治山施設、漁港施設の整備等を進めるとともに、市町村による防災重点ため池のハ
ザードマップの作成支援などに取り組みました。 

■産業振興や交流を支える道路整備 
 物流の効率化など生産性向上による産業振興を支援するため、内陸部と物流拠点である港湾を結ぶ
路線や、工業団地、インターチェンジへのアクセス道路など、物流の基盤となる道路の整備に取り組
んだほか、県内各地の交流・連携や観光客の利便性向上を図るため、地域間を結ぶ道路や主要な観光
地を結ぶ道路、道の駅の整備等を推進しました。 

■港湾の整備と利活用の促進 
 釜石港における冷凍・冷蔵コンテナ用電源供給装置の増設をはじめ、物流の効率化や観光振興に資
する港湾施設の整備を推進しました。また、コンテナ航路等を活用した取扱貨物量の増加やクルーズ
船の寄港拡大に向けたポートセールス等に取り組みました。 

■いわて花巻空港の機能拡充と利活用の促進 
国内線の利用促進を図るため、旅行商品造成支援や就航先での路線ＰＲ、官民一体となった航空会

社への運航ダイヤ改善等の働きかけを行ったほか、国際線の持続的な運航に向け、トップセールスに
よる航空会社への働きかけや、利用促進プロモーション、アウトバウンド拡大のための支援などに取
り組みました。また、岩手県空港ターミナルビル(株)が実施したオイルタンクの移転・整備に対して
補助を実施し、更なる国際便運航に対応した受入態勢強化に取り組みました。 

■農林水産業の生産基盤の着実な整備【再掲】 
 水田の大区画化や排水改良等の農業生産基盤の整備、再造林等の森林整備、林道など路網の整備の
ほか、農業水利施設や漁港施設の機能診断や保全対策工事などに取り組みました。 

■社会資本の適切な維持管理等の推進 
社会資本が将来にわたって機能を発揮し続けるため、「岩手県公共施設等総合管理計画」に基づき、

各施設の「個別施設計画」を策定するとともに、老朽化した橋梁、トンネル等の修繕を行いました。 

■住民との協働による維持管理の推進 
 地域の道路、河川及び海岸の良好な利用環境を確保するため、草刈りや清掃等の維持管理につい
て、住民団体の活動に対する支援等を行い、県民との協働による維持管理を推進しました。 

■建設業における労働環境の整備、技術力・生産性の向上、経営基盤の強化 
建設業で働く職員のスキルアップや職場環境改善につながる現場見学会や講習会を実施するなど、

建設業における労働環境の整備につながる取組を行いました。また、経営革新講座の開催や新分野進
出等の相談など、建設企業の経営基盤の強化につながる支援を行いました。 

【用語解説】 
※１ ＩＬＣ：International Linear Collider（国際リニアコライダー）の略。全長 20～50 ㎞の地下トンネルに建設される、電子と

陽電子を加速、衝突させ、質量の起源や時空構造、宇宙誕生の謎の解明を目指す大規模施設。 
※２ いわて戦略的研究開発推進事業：将来有望な研究シーズや事業化に結び付く研究開発を県が支援するもの。 
※３ 競争的外部資金：国等が公募する研究開発費の支援事業。 

※４ ＩＣＴ（Information and Communication Technology）：情報や通信に関する技術の総称。 
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いいわわてて幸幸福福関関連連指指標標のの達達成成度度    
[[概概要要]]  

○いわて幸福関連指標６指標は、達成度Ａ、B の指標が３指標

（50％）、達成度Ｄの指標が３指標（50％）でした。 

・いわて幸福関連指標のうち全国比較が可能な「労働者総数に占

める女性の割合」、「障がい者の雇用率」は、全国順位が下降し

ました。 

  

  

 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

77 
労働者総数に占める女性

の割合 
％ 38.1 40.7 39.1 37.2 Ｄ 

17 位 

(4 位) 

21 位 

（4 位） 

下降 

（横ばい） 

78 障がい者の雇用率 ％ 2.16 2.30 2.20 2.27 Ａ 
16 位 

(1 位) 

19 位 

（2 位） 

下降 

（下降） 

79 
高齢者のボランティア活動

比率 
％ － 28.9 28.6 26.4 Ｂ - - - 

80 

共働き世帯の男性の家事

時間割合〔週平均〕※【再

掲】 

％ 34.2 40.0 37.0 41.3 Ａ - - - 

81 
審議会等委員に占める女

性の割合 
％ ㉚37.4 40.0 38.7 35.6 Ｄ 

17 位 
（2 位） 

- - 

82 
ボランティア・ＮＰＯ・市民

活動への参加割合 
％ 18.6 20.6 19.4 15.7 Ｄ - - - 

※ 女性の家事時間に対する割合 

【特記事項】 

・ 労働者総数に占める女性の割合は、いわて女性活躍企業等認定制度の周知など女性の活躍促進に取り組
みましたが、首都圏を中心とする県外企業の採用活動が旺盛であったことなどにより、達成度は【Ｄ】と
なりました。 

・ 審議会等委員に占める女性の割合は、女性の登用に努めたものの、委員の選任分野の専門人材が少ない
などの理由から、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ ボランティア・ＮＰＯ・市民活動への参加割合は、ＮＰＯ活動交流センターを通じて情報発信や活動紹
介を行ったものの、同センターの利用状況からも、新型コロナウイルス感染症の影響により、対外的な活
動が控えられる傾向が見られており、こうした要因などにより、達成度は【Ｄ】となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

30 管理職に占める女性の割合 ％ 12.3 - 5 年ごとの調査 

 

 

 

 

Ⅹ 参画 
 

男女共同参画や若者・女性、高齢者、障がい者などの活躍、 

幅広い市民活動や県民運動など 

幸福の追求を支える仕組みが整っている岩手 

  

 

 

いわて幸福関連指標の状況  

 

Ａ

2指標

33%

Ｂ

1指標

17%

Ｄ

3指標

50%
6指標
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■多様な生き方が認められる男女共同参画社会の実現に向けた環境の整備 
 男女共同参画センターを拠点として、「男女共同参画フェスティバル」や「男女共同参画サポータ
ー養成講座」の開催等の各種事業を行い、教育・学習の機会の充実、人材育成に取り組むとともに、
復興や防災、地域の課題解決に向けた活動が男女共同参画の視点で行われるよう、女性の登用推進や
研修会の開催に取り組みました。 
 また、ＬＧＢＴ※１など性的指向や性自認を理由として困難を抱えている方の相談に対応するととも
に、リーフレットの作成や出前講座等の実施により県民の理解促進に取り組みました。 
 さらに、ひとり親家庭等の自立を支援するため、「ひとり親家庭等就業・自立支援センター」によ
る就労・生活の総合的な相談支援や、民間事業所等での求人開拓などの就業支援に取り組みました。 

■若者の活躍支援 
 若者が地域の課題解決を目指し、自由な発想で考え、話し合い、次への活動へつなげられるよう、
若者が活躍できる環境づくりを推進するため、「いわてネクストジェネレーションフォーラム」の開
催や「いわて若者カフェ」で実施する地域のキーパーソンと若者との交流ミーティングの開催、いわ
て若者交流ポータルサイト「コネクサス」による情報発信などにより、若者の交流やネットワークづ
くりの取組を支援しました。 
 また、「いわて若者アイディア補助金」や「若者文化振興事業費補助金」により、若者団体が実施
する地域課題の解決や地域の元気創出に資する取組を支援しました。 

■女性の活躍支援 
 いわて女性活躍推進員の企業・団体への訪問により、「いわて女性活躍企業等認定制度」やイクボ
スを普及するとともに、経営者や管理職の意識改革を促す研修会等を実施することにより、女性の活
躍に関する機運醸成や理解促進に取り組みました。 
 また、官民連携組織である「いわて女性の活躍促進連携会議」に設置した５つの部会の活動により、
より広い分野での女性の活躍を推進するとともに、女性の起業を支援するため、ＰＲ冊子の作成やホ
ームページへの掲載により、女性の起業事例の情報発信を行いました。 
 さらに、子育てにやさしい職場環境づくりを推進するため、インセンティブの拡大や企業への個別
訪問などいわて子育てにやさしい企業等認証の認証数の拡大に取り組みました。 

■高齢者の社会貢献活動の促進 
  老人クラブが行う地域活動や社会参加活動等に必要な経費に対して助成を行うとともに、「県高齢
者社会貢献活動センター」に相談支援員を配置して、団体立上げや高齢者の社会貢献活動等の相談支
援のほか、普及啓発に関するセミナーを開催するなど、自主的に活動する高齢者団体等への支援を行
いました。 

■障がい者の社会参加の促進・職業能力開発の支援 
  障がい者の充実した余暇活動や社会参加に向けて、手話通訳者・要約筆記者の派遣などコミュニケ
ーション支援等の日常生活の支援や障がいに応じた多様な就労の場の確保に取り組むとともに、障が
い者の態様に応じた多様な職業訓練の実施により、障がい者の就業を支援しました。  

また、農林水産業が盛んである本県の特徴を生かし、農林水産業との連携による障がい者の働く
場・社会参加の場の確保に向けた農福連携の取組を進めました。 

■多様な主体の参画・連携・協働に向けた機運醸成とネットワークづくり及び官民連携による県民運動
の展開 

県民が気軽に市民活動に参加できるようにするため、ＮＰＯ活動交流センターにおいて市民活動団
体等を紹介するフェアの開催や情報誌の発行及びホームページのリニューアルによる情報発信の充
実などにより参加・参画機運の醸成に取り組みました。 
また、「協働推進フォーラム」を開催し、地域のＮＰＯ、地縁組織、行政、企業など多様な主体の

ネットワークづくりの促進に取り組みました。 
さらに、いわて県民情報交流センターに県民運動の活動を紹介する展示コーナーを設置し、参加機

運の醸成に取り組みました。 

■社会のニーズに対応したＮＰＯの活動促進に向けた支援 
社会課題解決に向けた事業に関する講座やＮＰＯの組織マネジメント、会計、広報等に関する研修

会を開催するなど、ＮＰＯの担い手やリーダーの育成、安定的な活動資金の確保などの運営基盤の強
化の支援に取り組みました。 

【用語解説】 
※１ ＬＧＢＴ：性的指向及び性自認に関し、次の言葉の頭文字をとって組み合わせた言葉。Ｌ：女性の同性愛者(Lesbian：レズビア

ン)、 Ｇ：男性の同性愛者（Gay：ゲイ）、Ｂ：両性愛者（Bisexual：バイセクシャル）、Ｔ：こころの性とからだの性との不一致

（Transgender：トランスジェンダー）。 

主な取組事項  
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（基本方向） 

県民が健やかに生活できるよう、生活習慣の改善や運動習慣の定着、社会環境の整備、県産農林水産物の機

能性成分に着目した取組などにより、生涯を通じた健康づくりを推進するとともに、精神疾患に関する正しい

知識の普及・啓発に取り組み、こころの健康づくりを進めます。 

 また、包括的な自殺対策プログラムを実践するとともに、自殺の多い年代を対象とした重点的な対策や、相

談支援体制の充実に取り組みます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標５指標は、実績値が未確定等の４指標を除き、達成度Ｄの指標が

１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 14指標は、実績値が未確定等の７指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が７指標（100％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

1 健康寿命〔平均自立期

間〕 
年 

男性 ㉘79.32  ③80.60 ㉚79.83 － － - - - 

2 女性 ㉘83.96  ③84.84 ㉚84.31 － － - - - 

3 がん、心疾患及び脳血

管疾患で死亡する人数

〔10 万人当たり〕 

人 
男性 ㉘305.1 ③273.8 ㉚295.9 － － - - - 

4 女性 ㉘158.7 ③135.7 ㉚147.5 － － - - - 

5 
自殺者数〔10 万人当た

り〕 
人 21.0 16.0 19.0 20.5 Ｄ 

46 位 

（5 位） 

46 位 

（5 位） 

横ばい 

（横ばい） 

【特記事項】 

・ 健康寿命〔平均自立期間〕は、男性、女性とも、指標算定の基礎数値に一部未公表があるため、実績値
は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、岩手県脳卒中予防県民会議の参画団体・企業等
と連携し、脳卒中予防や健康増進対策などに取り組みました。 

・ がん、心疾患及び脳血管疾患で死亡する人数〔10 万人当たり〕は、男性、女性とも、指標算定の基礎数
値の精査のため、実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、がん検診の受診率向上
に向けて、受診勧奨等のスキルアップ研修会を開催したほか、脳卒中予防や受動喫煙防止対策及び働き盛
り世代の生活習慣改善などに取り組みました。 

・ 自殺者数〔10 万人当たり〕は、包括的な自殺対策プログラムの展開、自殺対策の担い手養成など、官民
一体となった総合的な自殺対策の推進により、長期的には減少傾向にあるものの、依然として、高齢者、
働き盛り世代の男性の自殺が多い傾向にあり、達成度は【Ｄ】となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

1 
健康寿命〔日常生活に制限のない期間〕 年 

男性 ㉘71.85 - 3 年ごとの公表 

2 女性 ㉘74.46 - 3 年ごとの公表 

3 喫煙率 ％ ㉘22.6 - 3 年ごとの公表 

 

 Ⅰ 健康・余暇 

１ 生涯にわたり心身ともに健やかに生活できる環境を
つくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標 14指標は、実績値が未確定等の７指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が７指標（100％）でした。 

(１) 生涯を通じた健康づくりの推進                                  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

1 胃がん精密検査受診率 ％ ㉗ 89.7 ② 94.0 ㉙ 91.0  － － 

2 肺がん精密検査受診率 ％ ㉗ 91.9 ② 95.0 ㉙ 93.0  － － 

3 大腸がん精密検査受診率 ％ ㉗ 82.8 ② 90.0 ㉙ 85.0  － － 

4 子宮（頸）がん精密検査受診率 ％ ㉗ 88.4 ② 94.0 ㉙ 90.0  － － 

5 乳がん精密検査受診率 ％ ㉗ 96.3 ② 98.0 ㉙ 97.0  － － 

6 特定健康診査受診率 ％ ㉘ 52.0 ③ 67.6 ㉚ 58.2  － － 

7 岩手県脳卒中予防県民会議の会員数 団体  485  620  545  546 Ａ 

8 健康的な食事推進マスターの養成〔累計〕 人 - 600 240  205 Ｂ 

9 健康経営宣言事業所数 事業者  625  1,100 800  1,101 Ａ 

【特記事項】 

・ 胃がん精密検査受診率、肺がん精密検査受診率、大腸がん精密検査受診率、子宮（頸）がん精密検査受
診率及び乳がん精密検査受診率は、実績値未公表のため、実績値は測定できませんでした。なお、令和元
年度においては、がん検診の受診率向上に向けて、受診勧奨等のスキルアップ研修会の開催などに取り組
みました。 

・ 特定健康診査受診率は、実績値未公表のため、実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度にお
いては、特定健康診査受診率向上に向けて、受診勧奨等のスキルアップ研修会の開催などに取り組みまし
た。 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

12 239 211 27 19 0 165 
15 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

9 

(64%) 

3 

(22%) 

2 

(14%) 

0 

（0%） 

(２) こころの健康づくりの推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

10 岩手県精神保健福祉大会参加者数〔累計〕 人 566 2,520 630 636 Ａ 

11 精神保健基礎研修参加者数〔累計〕 人 ㉚91 280 70 93 Ａ 

 

 

 

 

Ａ

6指標

86%

Ｂ

1指標

14%

7指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 473 426 422 1 0 3 
2 

(67%) 

0 

(0%) 

1 

(33%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(３) 自殺対策の推進                                        

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

12 自殺予防の担い手養成研修受講者数〔累計〕 人 1,279 5,200 1,300 1,802 Ａ 

13 
県内市町村における包括的な自殺対策プログ
ラムの実践率 

％ 89.3 94 91 － － 

14 
自殺対策に取り組む市町村・民間団体への支
援件数 

件 167 228 192 202 Ａ 

【特記事項】 

  ・ 県内市町村における包括的な自殺対策プログラムの実践率は、統計公表前のため、実績値は測定できま
せんでした。なお、令和元年度においては、地域の特性に応じた包括的な自殺対策プログラムの推進のた
め、市町村に対する財政的な支援のほか、研修会への講師派遣など技術的支援に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 82 71 47 1 0 23 
2 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（33%） 

3 

 (100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「身体の健康に関する相談・指導」の重要度は 51 位、満足度は８位と
なり、ニーズ度は 54位となっています。  

・ 令和２年県民意識調査によると「心の健康に関する相談・指導」の重要度は 52 位、満足度は 18 位と
なり、ニーズ度は 52位となっています。  

  

◎◎自自殺殺対対策策のの推推進進のの参参考考デデーータタ等等  
・ 厚生労働省令和元年人口動態統計（概数）によると、本県の自殺者数は 250 人であり、中長期的には
減少傾向ですが、人口 10 万人当たりの自殺者数を表す自殺死亡率は 20.5 となり、全国 46 位でした。 
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（基本方向） 

地域における医療・介護の総合的な確保に向けて、病床機能の分化と連携の促進や在宅医療体制の整備など

を推進します。 

 また、患者の立場に立った質の高い医療サービスを提供するため、医療機関の機能分担と連携や救急医療体

制、周産期医療体制の整備を推進するとともに、地域医療の基本となる医師等の医療従事者の養成・確保を進

めます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、実績値が未確定等なため、達成度は測定できませんで

した。 

・具体的推進方策指標 10指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が６指標（75％）、

達成度Ｄの指標が２指標（25％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

1 

健康寿命〔平均自立期間〕 年 

男性 ㉘79.32  ③80.60  ㉚79.83 － － - - - 

2 女性 ㉘83.96  ③84.84  ㉚84.31 － － - - - 

【特記事項】 

・ 健康寿命〔平均自立期間〕は、男性、女性とも、指標算定の基礎数値に一部未公表があるため、実績値
は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、岩手県脳卒中予防県民会議の参画団体・企業等
と連携し、脳卒中予防や健康増進対策などに取り組みました。 

 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

1 

健康寿命〔日常生活に制限のない期間〕 年 

男性 ㉘71.85 - 3 年ごとの公表 

2 女性 ㉘74.46 - 3 年ごとの公表 

 

 

 

 

 Ⅰ 健康・余暇 

２ 必要に応じた医療を受けることができる体制を 
 充実します 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 10指標は、実績値が未確定等の２指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が６指標（75％）、達成度

Ｄの指標が２指標（25％）でした。 

(１) 医療を担う人づくり                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

15 病院勤務医師数（人口 10 万人当たり） 人 ㉘130.6 ②141.6 － － － 

16 
奨学金養成医師及び医師招聘による県内従
事者数 

人 62 235 137 126 Ｂ 

17 就業看護職員数（常勤換算） 人 ㉘16,475 ②16,955 － － － 

18 県内看護職員養成施設卒業生の県内就業率 ％ 65.6 70.0 68.5 65.8 Ｄ 

19 ナースセンター事業による再就業件数 件 171 195 180 183 Ａ 

【特記事項】 

・ 病院勤務医師数（人口 10 万人当たり）は、令和元年度の統計調査が行われていないため、実績値は測定
できませんでした。なお、令和元年度においては、奨学金による医師養成や即戦力医師の招聘に取り組み
ました。 

・ 就業看護職員数（常勤換算）は、令和元年度が調査年度ではなかったため、実績値は測定できませんで
した。なお、令和元年度は、修学資金の貸付けや関係団体と連携した資質向上や復職支援などに取り組み
ました。 

・ 県内看護職員養成施設卒業生の県内就業率は、県境の養成施設等において県外出身者の入学者が増加し、
これらの学生が県外に就職する例が多かったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

20 1,604 1,590 1 609 0 980 
20 

(83%) 

3 

(13%) 

1 

(4%) 

0 

（0%） 

17 

(74%) 

6 

(26%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(２) 質の高い医療が受けられる体制の整備                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

20 医療機関の役割分担認知度 ％ 58.6 63.0 60.0 59.0 Ｄ 

21 小児医療遠隔支援システム利用回数 回 139 151 143 165 Ａ 

22 周産期救急患者搬送のコーディネート件数 件 284 330 302 327 Ａ 

23 
在宅医療連携拠点数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
箇所 11 15 12 12 Ａ 

24 病院の耐震化率 ％ 69.6 78.4 75.0 74.7 Ｂ 

【特記事項】 

・ 医療機関の役割分担認知度は上昇傾向にあるものの、沿岸地区や県北地域の認知度が低く、また医療機
関を受診する機会の少ない若年層の認知度が伸びなかったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

  

Ａ

4指標

50%
Ｂ

2指標

25%

Ｄ

2指標

25%

8指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

31 3,610 3,314 346 2,214 0 754 
34 

(87%) 

3 

(8%) 

0 

(0%) 

2 

（5%） 

25 

(68%) 

7 

(19%) 

3 

(8%) 

2 

（5%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると、「適切な医療体制」の重要度は３位、満足度は４位となり、ニ
ーズ度は 26 位となっています。 

 

◎◎政政策策項項目目をを取取りり巻巻くく参参考考デデーータタ等等  

・ 東日本大震災津波により、県内の医療機関（病院、診療所（歯科含む））のうち、被害を受けた
施設は医療機関全体の 24.2％に当たる 354 施設に上りましたが、このうち診療を廃止した 26施設
を除く全ての施設（328施設・仮設診療所含む）が診療を継続又は再開しています。(令和２年３月
末日現在） 

・ 厚生労働省が算出した、都道府県及び二次保健医療圏ごとの医師の多寡を統一的・客観的に比較・
評価するための「医師偏在指標」によると、本県は医師少数県に区分され、かつ全国で最も医師の
少ない県と位置付けられています。また二次保健医療圏で見た場合、盛岡医療圏を除く８医療圏が
医師少数区域となっています。 
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（基本方向） 

介護や支援が必要になっても、住み慣れた地域で安心して生活できるよう、福祉コミュニティづくりや多様

で複層的なセーフティネットの整備とともに、地域包括ケアのまちづくりを推進します。 

 また、障がい者が住み慣れた地域で活躍できるよう、日常生活・社会生活の支援、農林水産分野における障

がい者の就労促進など、障がい者の社会参加を進めます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標４指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａの指標が

２指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 22指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 13指標（65％）、

達成度Ｃ、Ｄの指標が７指標（35％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

1 

健康寿命〔平均自立期間〕 年 

男性 ㉘79.32  ③80.60  ㉚79.83 － － - - - 

2 女性 ㉘83.96  ③84.84  ㉚84.31 － － - - - 

6 
地域包括ケア関連 
（元気な高齢者割合）※ 

％ 98.71  98.86  98.77 99.07 Ａ - - - 

7 

地域包括ケア関連 

（在宅医療連携拠点の事

業区域数） 

箇所 ㉚16  27  17 20 Ａ - - - 

※ 全国を 100 とした水準 

【特記事項】 

・ 健康寿命〔平均自立期間〕は、男性、女性とも、指標算定の基礎数値に一部未公表があるため、実績値
は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、岩手県脳卒中予防県民会議の参画団体・企業等
と連携し、脳卒中予防や健康増進対策などに取り組みました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

1 

健康寿命〔日常生活に制限のない期間〕 年 

男性 ㉘71.85 - 3 年ごとの公表 

2 女性 ㉘74.46 - 3 年ごとの公表 

 

 

 

 

 

 Ⅰ 健康・余暇 

３ 介護や支援が必要になっても、住み慣れた地域で 
 安心して生活できる環境をつくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 22指標は、実績値が未確定等の２指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 13 指標（65％）、達成

度Ｃ、Ｄの指標が７指標（35％）でした。 

(１) 互いに認め合い、共に支え合う福祉コミュニティづくりの推進                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

25 福祉の総合相談の場を設置している市町村数 市町村 22 33 24 25 Ａ 

26 地域福祉活動コーディネーター育成数〔累計〕 人 30 120 30 36 Ａ 

27 

ひとにやさしい駐車場利用証制度駐車区画数

〔累計〕 
※H28 以前からの累計 

区画 988 1,100 1,025 1,034 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 483 433 424 0 0 9 
6 

(67%) 

1 

(11%) 

1 

(11%) 

1 

（11%） 

4 

(45%) 

1 

(11%) 

1 

(11%) 

3 

（33%） 

(２) みんなが安心して暮らせるセーフティネットの整備                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

28 
生活困窮者自立支援制度新規相談件数のう
ちプランを作成した割合 

％ 28.3 32 30 26 Ｄ 

29 
成年後見制度の利用促進に係るネットワーク
を構築している市町村数 

市町村 － 33 13 21 Ａ 

30 
避難行動要支援者の個別計画策定に取り組
んでいる市町村数 
※H28 以前からの累計 

市町村 17 33 21 19 Ｄ 

【特記事項】 

・ 生活困窮者自立支援制度新規相談件数のうちプランを作成した割合については、生活困窮者自立相談支
援機関において、生活困窮者やその家族等からの相談の入口として幅広い相談に対応し、必要に応じて
個々人の状態にあったプランの作成、必要なサービスの提供等に取り組みましたが、プランの策定を要し
ない軽易な相談が多かったこと等により、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 避難行動要支援者の個別計画策定に取り組んでいる市町村数は、市町村の福祉及び防災担当職員等を対
象とした会議や研修会を開催し策定を働きかけてきましたが、地域における避難支援者の確保が難しいこ
となどの課題により個別計画の策定が進まず、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

7 454 438 306 11 0 121 
8 

(80%) 

0 

(0%) 

1 

(10%) 

1 

（10%） 

7 

(78%) 

1 

(11%) 

0 

(0%) 

1 

（11%） 

 

Ａ

8指標

40%

Ｂ

5指標

25%

Ｃ

3指標

15%

Ｄ

4指標

20%

20指標
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(３) 地域包括ケアのまちづくり                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

31 
「高齢者の地域活動交流会及び各種助成金
の説明会」の参加者数〔累計〕【再掲】 

人 122 400 100 61 Ｃ 

32 生活支援コーディネーター連絡会参加者数 人 146 150 150 146 Ｂ 

33 
地域包括支援センター職員向け業務支援研

修参加者数 
人 646 650 650 843 Ａ 

34 認知症サポーター養成数〔累計〕 人 14,743 48,000 12,000 13,582 Ａ 

35 
高齢者人口に占める介護予防に資する通い
の場への参加者の割合（週１回以上） 

％ ㉘1.1 ③2.6 ㉚1.7 1.9 Ａ 

【特記事項】 

・ 「高齢者の地域活動交流会及び各種助成金の説明会」の参加者数〔累計〕は、開催に当たり、広域振興
局、市町村、関係団体等と連携を図ったほか、個別に説明会参加の呼びかけを行い、新規の参加団体も見
られましたが、助成金制度に対する理解が進んだことにより、説明会の参加者が減少したため、同時に開
催する地域活動交流会にも積極的な参加が得られず、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

8 173 170 50 27 0 93 
17 

(94%) 

1 

(6%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

14 

 (82 %) 

2 

(12%) 

1 

(6%) 

0 

（0%） 

(４) 介護を要する高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる環境の整備                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

36 
主任介護支援専門員研修修了者数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
人 1,052 1,447 1,207 1,281 Ａ 

37 地域密着型サービス事業所数 箇所 ㉚602 704 626 599 Ｄ 

【特記事項】 

・ 地域密着型サービス事業所数は、整備（創設、増築）に対して補助し、新規の事業所指定の支援を行い
ましたが、人材不足や事業所の統廃合等の理由のため、全体としては事業所数が減少し、達成度は【Ｄ】
となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

8 1,379 309 81 205 0 23 
4 

(36%) 

1 

(9%) 

2 

(18%) 

4 

（36%） 

4 

(36%) 

1 

(9%) 

1 

(9%) 

5 

（46%） 

(５) 障がい者が安心して生活できる環境の整備                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

38 
障がい者の不利益取扱に対応する相談窓口
職員研修受講者数〔累計〕 

人 57 320 80 71 B 

39 障がい者のグループホーム利用者数 人 1,850 2,133 1,958 1,914 D 

40 相談支援専門員初任者研修修了者数〔累計〕 人 81 320 80 57 C 

【特記事項】 

・ 障がい者のグループホーム利用者数は、潜在的ニーズはあるものの、必要としている方が希望する地域
に利用できるグループホームがないなどの理由により利用に結び付かず、利用者数の伸びが見込みを下回
ったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 相談支援専門員初任者研修修了者数〔累計〕は積極的に募集を行いましたが、相談支援事業所数が増加
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していないことから、受講者数が少なく、修了者は 57人に留まったため 、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 273 144 100 6 31 7 
5 

(72%) 

0 

(0%) 

1 

(14%) 

1 

（14%） 

4 

(66%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

2 

（34%） 

(６) 障がい者の社会参加の促進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

41 手話通訳者・要約筆記者の派遣件数 件 69 70 50 46 B 

42 
農業に取り組んでいる就労継続支援Ｂ型事業
所の割合 

％ 53 61 55 － － 

【特記事項】 

・ 農業に取り組んでいる就労継続支援Ｂ型事業所の割合は、今年度、実施される国の調査で判明するため、
実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、農林水産業者と就労継続支援事業所等と
のマッチング支援等に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 16 15 10 0 0 5 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

（%） 

(７) 福祉人材の育成・確保                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

43 
介護福祉士等就学資金貸付金により貸付けを
受けた者のうち、県内の社会福祉施設等で就

業した者の割合 

％ 86.2 95 95 － － 

44 
保育士・保育所支援センターマッチング件数
〔累計〕【再掲】 

※H28 以前からの累計 

件 115 558 129 120 B 

45 
キャリア支援員が介在し介護の現場に就職し

た人数〔累計〕 
人 311 1,250 305 209 C 

46 介護ロボット導入に係る補助台数〔累計〕 台 － 230 100 85 B 

【特記事項】 

・ キャリア支援員が介在し介護の現場に就職した人数〔累計〕は、介護カフェや施設見学バスツアー、中高
年齢者を中心とした介護未経験者に対する入門的研修を実施し、幅広い層にアプローチすることにより、介
護職への就労支援に取り組みましたが、参加者のうち、介護以外の職種への就職を目指す方もいたことから、
就職へ結びつく割合の高い職場体験に移行する方が少なく、就労に結びつけることができなかったため、達
成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

8 131 117 19 68 0 30 
10 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(60%) 

2 

(20%) 

1 

(10%) 

1 

（10%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「住み慣れた地域で生活できる環境」の重要度は 21 位、満足度は 36 位
となり、ニーズ度は 15位となっています。 
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（基本方向） 

幅広い分野の文化芸術に親しむ機会の拡大に向け、年齢、性別、障がいの有無に関わらず、県民が身近な場

所で手軽に文化芸術活動を発表・鑑賞できる機会の充実を図ります。 

また、岩手県の多彩な魅力の発信とブランド力の向上を図るため、本県ならではの文化について、文化をめ

ぐる新しい動向などを踏まえながら、国内外への展開や観光分野をはじめとした幅広い分野への活用を進めま

す。 

県民が心身ともに健康的に暮らせるよう、身近な地域でスポーツ活動ができる総合型地域スポーツクラブ 

の活性化などを通じて、若年期から高齢期までのライフステージに応じたスポーツを楽しむ機会の充実を図り

ます。 

また、障がい者スポーツの一層の推進を図るため、障がいのある人もない人も共に楽しむスポーツ大会や教

室の開催などを通じて、障がい者のスポーツへの参加機会の充実や障がい者スポーツの理解促進に取り組みま

す。 

さらに、年齢や身体能力、障がいの有無等に関わらず、県民一人ひとりがスポーツに取り組む新しい地域社

会を創造するため、岩手発の「超人スポーツ」の創出等により、スポーツへの参加機会を広げます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標３指標は、達成度Ａの指標が１指標（33％）、達成度Ｄの指標が２

指標（67％）でした。 

・具体的推進方策指標 13指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が 10 指標（77％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が３指標（23％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

8 
余暇時間〔一日当たり〕 
※1 

分 ㉘373  390  378 372 Ｄ - - - 

9 
県内の公立文化施設にお

ける催事数 ※2 
件 1,316  1,385  1,344 1,261 Ｄ - - - 

10 スポーツ実施率 ％ 61.7 ③65.0  ㉚63.5 63.5 Ａ - - - 

※１ 休日を含む１週間の平均 

※２ 岩手県内公立文化施設協議会加盟施設のうち、各市所在の主な 12 施設の催事数 

【特記事項】 

・ 余暇時間〔一日当たり〕は、１日の 24時間から睡眠や食事などの生理的に必要な活動時間と、仕事や家
事などの社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動時間を差し引いたものですが、一日当たりの仕事の
時間が微減にとどまったこと、高齢化に伴い介護時間が増えたこと等により、達成度は【Ｄ】となりまし
た。 

・ 県内の公立文化施設における催事数は、新型コロナウイルス感染症の影響により、２月後半から３月に
かけての公演の多くがキャンセルとなったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

 

 

 

 Ⅰ 健康・余暇 

４ 幅広い分野の文化芸術に親しみ、 
 生涯を通じてスポーツを楽しむ機会を広げます 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 13 指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が

10 指標（77％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が３指標（23％）

でした。 

(１) 県民が日常的に文化芸術に親しむ機会の充実                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

47 岩手芸術祭参加者数〔累計〕 人 25,191 93,000 27,000 26,390 Ｂ 

48 
「岩手県文化芸術コーディネーター」の活動件
数〔累計〕 

件 402 1,650 405 527 Ａ 

49 
県立文化施設（県民会館、県立博物館、県立
美術館）利用者数 

人 ㉘438,274 462,500 449,500 757,566 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

10 1,115 1,104 0 418 0 686 
8 

(67%) 

1 

(8%) 

0 

(0%) 

3 

（25%） 

5 

(46%) 

1 

(9%) 

2 

(18%) 

3 

（27%） 

 

(２) 文化をめぐる新しい動向に対応した取組の推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

50 コミックいわてＷＥＢ訪問者数 人 177,163 196,000 185,000 163,103 Ｄ 

51 
若者文化祭等の若者関連文化イベント来場者
数〔累計〕 

人 7,498 24,000 7,500 5,486 Ｃ 

【特記事項】  

・・  コミックいわてＷＥＢ訪問者数は、コミックいわてＷＥＢの全面リニューアル、新規作品（18 作品）
の掲載、中国語（簡体字・繁体字）翻訳版作品（各４作品）の掲載などに取り組みましたが、電子コミ
ック市場の拡大の影響や、コミックいわてＷＥＢの全面リニューアル等の周知が進まなかったことなど
により伸び悩み、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 若者文化祭等の若者関連文化イベント来場者数〔累計〕は、「いわてネクストジェネレーションフォー
ラム」について、地域の若者関連イベント等との相乗効果が十分に図れなかったことや、新型コロナウ
イルス感染症の影響により中止となったイベントがあったことにより、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 33 32 0 0 0 32 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(25%) 

2 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

（25%） 

 

Ａ

9指標

69%

Ｂ

1指標

8%

Ｃ

1指標

8%

Ｄ

2指標

15%

13指標
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(３) 障がい者の文化芸術活動の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

52 岩手県障がい者文化芸術祭出展数〔累計〕 件 ㉚312 1,290 315 346 Ａ 

53 岩手県障がい者音楽祭参加団体数 団体 ㉚14 18 15 17 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 17 17 4 0 0 13 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(４) ライフステージに応じたスポーツを楽しむ機会の充実                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

54 
総合型地域スポーツクラブ会員数（地域全戸
加入を除く） 

人 ㉚11,628 12,500 11,840 13,721 Ａ 

55 県営スポーツ施設の利用者数 万人 112 120 114 99 Ｄ 

【特記事項】 

・ 県営スポーツ施設の利用者数は、指定管理者と連携し利用促進に取り組みましたが、令和元年８月５日
から令和２年３月 25 日までの間、県営運動公園陸上競技場が改修工事のため、使用できなかったことな
どにより、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 52 51 0 3 0 48 
2 

(40%) 

3 

(60%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(80%) 

0 

(0%) 

1 

(20%) 

0 

（0%） 

 

(５) 障がい者スポーツへの参加機会の充実                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

56 
障がい者スポーツの教室・大会の参加人数

〔累計〕 
人 2,954 12,640 3,070 3,519 Ａ 

57 
障がい者の受入・活動支援を行うスポーツ関

係団体数〔累計〕 
団体 ㉚8 20 11 11 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 32 32 4 0 0 28 
0 

(0%) 

1 

(33%) 

1 

(33%) 

1 

（33%） 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（33%） 
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(６) 岩手発の「超人スポーツ」の創出等によるスポーツ参加機会の拡大                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

58 超人スポーツワークショップ参加者数〔累計〕 人 69 280 70 122 Ａ 

59 
超人スポーツオープンセミナー参加者数〔累
計〕 

人 ㉚40 260 50 105 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 5 4 0 0 0 4 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「日常的に文化芸術に親しむ機会」の重要度は 57 位、満足度は 24 位
となり、ニーズ度は 57位となっています。 

・ 令和２年県民意識調査によると「身近な地域でスポーツを楽しむ機会」の重要度は 55 位、満足度は
30 位となり、ニーズ度は 56 位となっています。 
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（基本方向） 

生涯を通じて楽しく学ぶことができ、一人ひとりの学びを地域コミュニティの再生・維持・向上や地域の課

題解決に役立てていくため、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した学習情報の提供等や、「地域学校協働活動」

への参加の促進などにより、多様な学習機会の充実を図り、学びの成果を地域の活性化につなげる仕組みづく

りを推進します。 

また、県民一人ひとりの郷土に対する誇りや愛着を醸成するため、自然、文化、歴史など、有形・無形のあ

らゆる資源を学びの対象や場とすることにより、岩手ならではの学びの提供に取り組みます。 

 さらに、誰もが学びたい時に学べる環境を整備するため、指導者の研修会等により、社会教育の中核を担う

人材を育成するとともに、多様な学びのニーズに応じた社会教育施設の充実を図ります。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ａの指標が１指標（50％）、達成度Ｄの指標が１

指標（50％）でした。 

・具体的推進方策指標 12指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が 11指標（92％）、達成度Ｄの指標が１指標（８％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

8 余暇時間〔一日当たり〕※1 分 ㉘373  390  378 372 Ｄ - - - 

11 
生涯学習に取り組んでい

る人の割合 
％ 40.2 44.2 41.2 42.7 Ａ - - - 

※１ 休日を含む１週間の平均 

【特記事項】 

・ 余暇時間〔一日当たり〕は、１日の 24時間から睡眠や食事などの生理的に必要な活動時間と、仕事や家
事などの社会生活を営む上で義務的な性格の強い活動時間を差し引いたものですが、一日当たりの仕事の
時間が微減にとどまったこと、高齢化に伴い介護時間が増えたこと等により、達成度は【Ｄ】となりまし
た。 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 12 指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が

11 指標（92％）、達成度Ｄの指標が１指標（８％）でし

た。 

 Ⅰ 健康・余暇 

５ 生涯を通じて学び続けられる場をつくります 

Ａ

10指標

84%

Ｂ

1指標

8%

Ｄ

1指標

8%

12指標

−51−



 

(１) 多様な学習機会の充実                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

60 
生涯学習の推進を支える指導者・ボランティア
の人材登録者数 

人 792 910 835 835 Ａ 

61 
生涯学習情報提供システム（ホームページ）利

用件数 
件 63,542 93,000 72,000 88,165 Ａ 

62 
「読書がとても楽しい」と感じる児童生徒の割
合 

％ 

小 ㉚45 50 46 46 Ａ 

63 中 ㉚42 51 44 39 Ｄ 

64 高 ㉚38 52 41 41 Ａ 

65 
放課後子供教室において指導者を配置して
「体験活動」を実施している教室の割合【再掲】 

％ 13.0 100 40.0 63.9 Ａ 

【特記事項】 

・ 「読書がとても楽しい」と感じる児童生徒の割合は、各学校等における朝の一斉読書や図書館展示の工
夫など、生徒が読書に関心を持てるよう取り組んでいますが、小学校と比較して、学習や部活動等の時間
が増え、読書に使える時間が少なくなることなどを一因に、中学生の達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 208 196 188 0 0 8 
6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(44%) 

5 

(56%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(２) 岩手ならではの学習機会の提供                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

66 
県立社会教育施設で「岩手」をテーマとした講

座の受講者数 
人 850 1,250 950 1,020 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

2 1,077 1,067 0 417 0 650 
1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(３) 学びと活動の循環による地域の活性化                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

67 
生涯学習の推進を支える指導者・ボランティア
の人材登録者数【再掲】 

人 792 910 835 835 Ａ 

68 
教育振興運動として計画的に取り組まれてい

る地域活動件数 
件 ㉚4,224 5,144 4,454 4,408 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 209 197 188 0 0 9 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(56%) 

4 

(44%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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(４) 社会教育の中核を担う人材の育成                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

69 
社会教育指導員・地域づくり関係者の資質向
上を図る研修会の受講者数 

人 79 123 93 143 Ａ 

 

(５) 多様な学びのニーズに応じた拠点の充実                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

70 
県立博物館・県立美術館の企画展における観
覧者の満足度の割合 

％ 91 91 91 91 Ａ 

71 
県立青少年の家における利用者の満足度の
割合 

％ 97 97 97 97 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 1,237 1,225 0 417 0 808 
2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「自分に適した内容や方法で学べる環境」の重要度は 48 位、満足度は
38 位となり、ニーズ度は 43 位となっています。  
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（基本方向） 

安心して子どもを生み育てられる環境をつくるため、妊娠、出産、子育て期にわたる切れ目のない支援体制

の構築や子育てにやさしい職場づくりを進めます。 

 また、子どもが、生まれ育った環境に左右されず、安心して学ぶことができるよう、教育の機会を確保する

とともに、障がい児とその家族の多様なニーズに対応した療育支援体制の充実を図ります。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ｄの指標が２指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 23指標は、実績値が未確定等の３指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 15指標（75％）、

達成度Ｃ、Ｄの指標が５指標（25％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

12 合計特殊出生率  1.47 1.58 1.51 1.35 Ｄ 
33 位 
（2 位） 

37 位 

（4 位） 

下降 

（下降） 

13 
待機児童数〔４月１日時

点〕 
人 178 0 97 175 Ｄ 

24 位 
(4 位) 

28 位 

（4 位） 

下降 

（横ばい） 

【特記事項】 

・ 合計特殊出生率は、未婚化と晩婚化の進行、子育てや教育に係る経済的な負担、育児に対する心理的、
肉体的負担などによる子どもを持つことへの躊躇、個人の価値観の変化など、様々な要素が影響し、前年
を下回り、達成度【Ｄ】となりました。 

・ 待機児童数〔４月１日時点〕は、市町村の子ども子育て支援事業計画等に基づく施設整備や保育士の確
保等に努めた結果、保育を必要とする子どもの利用定員が前年度より 574 人増加しましたが、需要も増加
したことなどにより、達成度は【Ｄ】となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値等 

（H29） 
R1 備考 

4 待機児童数〔10 月１日時点〕 人 681 467 － 

7 
生涯未婚率 ％ 

男性 ㉗26.16 - 5 年ごとの公表 

8 女性 ㉗13.07 - 5 年ごとの公表 

 

 

 

 

 Ⅱ 家族・子育て 

 

６ 安心して子どもを生み育てられる環境をつくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 23指標は、実績値が未確定等の３指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 15 指標（75％）、達成

度Ｃ、Ｄの指標が５指標（25％）でした。 

(１) 結婚・家庭・子育てに希望を持てる環境づくりの推進                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

72 
結婚サポートセンター会員における成婚者数

〔累計〕 
人 77 440 110 56 Ｄ 

73 
「いわて子育て応援の店」協賛店舗数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
店舗 1,845 2,300 2,027 1,969 Ｃ 

74 
子育てサポートセンターにおける子育て支援
研修等参加者数〔累計〕 

人 368 1,600 400 334 Ｂ 

75 
特定不妊治療費（男性不妊治療を含む）の助
成人数〔累計〕 

人 375 1,560 390 345 Ｂ 

76 両親学級への父親の参加割合 ％ 12.3 14.0 13.0 － － 

【特記事項】 

・  結婚サポートセンター会員における成婚者数〔累計〕は、市町村等の関係機関と連携し会員同士のマッ
チングなどに取り組みましたが、会員数の減少に伴いマッチング件数も減少したことにより、達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 「いわて子育て応援の店」協賛店舗数〔累計〕は、制度周知に努めたほか、企業への個別訪問による働
きかけを行うなど、新規登録店舗数の拡大に取り組みましたが、企業の理解を得るには至らず、達成度は
【Ｃ】となりました。 

・ 両親学級への父親の参加割合は、人口動態調査結果が未確定のため、実績値は測定できませんでした。
なお、令和元年度においては、市町村において父親の参加を促進するための周知に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

7 165 141 45 0 0 96 
8 

(73%) 

0 

(0%) 

2 

(18%) 

1 

（9%） 

2 

(17%) 

1 

(8%) 

5 

(42%) 

4 

（33%） 

(２) 安全・安心な出産環境の整備                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

77 
周産期救急患者搬送のコーディネート件数

【再掲】 
件 284 330 302 327 Ａ 

78 
産後ケア事業実施市町村数（他市町村との連
携を含む） 

市町村 3 33 15 18 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 317 291 101 89 0 101 
5 

(71%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

2 

（29%） 

3 

(43%) 

1 

(14%) 

1 

(14%) 

2 

（29%） 

Ａ

7指標

35%

Ｂ

8指標

40%

Ｃ

3指標

15%

Ｄ

2指標

10%

20指標
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(３) 子育て家庭への支援                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

79 
保育を必要とする子どもに係る利用定員（４月
１日時点） 

人 30,716 32,970 31,715 31,876 Ａ 

80 放課後児童クラブ設置数（５月１日時点） 箇所 368 456 402 400 Ｂ 

81 
放課後子供教室において指導者を配置して

「体験活動」を実施している教室の割合【再掲】 
％ 13.0 100 40.0 63.9 Ａ 

82 
保育士・保育所支援センターマッチング件数

〔累計〕 
件 115 558 129 120 Ｂ 

83 
いわて子育てにやさしい企業等認証の認証数
〔累計〕 

※H28 以前からの累計 

事業者 65 315 165 148 Ｂ 

84 

いわて働き方改革推進運動参加事業者数〔累

計〕【再掲】 
※H28 以前からの累計 

事業者 128 1,000 400 319 Ｃ 

85 年次有給休暇の取得率【再掲】 ％ 48.7 ③75.0 ㉚56.0 49.5 Ｄ 

【特記事項】 

・ いわて働き方改革推進運動参加事業者数〔累計〕は、ジョブカフェいわてと連携した周知のほか、参加
手続の簡素化を図るなど応募促進に取り組みましたが、事業所数の多い製造業をはじめ卸売業・小売業や
医療・福祉の業種、県南地域の企業において、働き方改革の必要性や取組内容への理解が十分浸透しなか
ったため、応募が伸びなかったこと、また、企業の人手不足等の事情もあり応募に結びつかなかったこと
から、達成度は【Ｃ】となりました。 

・ 年次有給休暇の取得率は、有効求人倍率が長期間にわたり高い水準で推移するなど人手不足の傾向が続
いており、従業員の働き方改革に十分に取り組めなかったと推察され、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

13 1,218 682 264 331 52 35 
12 

(70%) 

2 

(12%) 

1 

(6%) 

2 

(12%) 

8 

(40%) 

5 

(25%) 

3 

(15%) 

4 

（20%） 

 

(４) 子どもが健やかに成長できる環境の整備                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

86 生活保護世帯の子どもの高等学校等進学率 ％ ㉘91.5 ③97.2 ㉚94.2 96.3 Ａ 

87 学習支援事業に取り組む市町村数 市町村 － 33 24 22 Ｂ 

88 
子ども食堂など子どもの居場所づくりに取り組

む市町村数 
市町村 11 33 19 17 Ｃ 

89 児童福祉司 1 人当たりケース数 ケース 54.8 40.0 48.9 － － 

90 里親等委託率 ％ 22.6 28.6 25.0 24.6 Ｂ 

【特記事項】 

・ 子ども食堂など子どもの居場所づくりに取り組む市町村数は、新たに、立ち上げ等への補助に取り組み、
前年度から２市町村増加しましたが、子どもの居場所を運営する団体の活動終了に伴い１市町村減少した
ことにより、達成度は【Ｃ】となりました。 

・ 児童福祉司 1人当たりケース数は、福祉行政報告例の数値が未確定のため、実績値は測定できませんで
した。なお、令和元年度においては、児童福祉司の増員に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

29 5,498 5,369 4,496 415 52 406 
11 

(69%) 

1 

(6%) 

1 

(6%) 

3 

（19%） 

28 

(90%) 

0 

(0%) 

2 

(7%) 

1 

（3%） 
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(５) 障がい児の療育支援体制の充実                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

91 児童発達支援センターの設置数〔累計〕 設置数 3 17 3 3 － 

92 
発達障がい者支援センター等の関係機関へ
の助言 

件 124 190 160 202 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 46 42 25 10 0 7 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（33%） 

 

(６) 家庭教育を支える環境づくりの推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

93 すこやかメールマガジンの登録人数 人 1,041 5,000 2,000 1,863 Ｂ 

94 
子育てサポーター等を対象とした家庭教育支
援に関する研修会の参加者数 

人 502 600 525 623 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 3 3 0 0 0 3 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「安心な子育て環境整備」の重要度は 17 位、満足度は 29 位となり、
ニーズ度は 18位となっています。  

  

◎◎子子どどももがが健健ややかかにに成成長長ででききるる環環境境のの整整備備のの参参考考デデーータタ等等  
・ 児童相談所における虐待対応件数は年々増加傾向にあります。 

 
調査項目 単位 H29 H30 R1 備 考 

児童相談所における児童虐待対応

件数 
件 1,088 1,178 1,427 R１は速報値 
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（基本方向） 

「地域とともにある学校づくり」や「学校を核とした地域づくり」を実現するため、地域学校協働活動の充

実等により、学校・家庭・地域が連携・協働する仕組みづくりを進めます。 

また、子どもたちが放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験活動ができるよう、放課後子供教室等によ

り、地域の実状に応じた子どもの学びの場づくりを支援します。 

 さらに、特別支援教育に対する県民理解の醸成や参加促進を図るため、特別支援教育サポーターの養成など

により、障がいに関する正しい理解や「共に学び、共に育つ教育」の推進に向けた啓発活動に取り組みます。 

 

［概要］ 

○政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ａの指標が１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７指標（87％）、達成度Ｄの指標が１指標（13％）で

した。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

14 
地域の行事に参加してい
る生徒の割合〔中学生〕 

％ ㉚63.7 64.0 64.0 70.4 Ａ 
2 位 
(1 位) 

3 位 
(1 位) 

下降 
(横ばい) 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７

指標（87％）、達成度Ｄの指標が１指標（13％）でした。 

 

 

 

 

 

 Ⅱ 家族・子育て 

 

７ 地域やコミュニティにおいて、学校と家庭、住民が 
 協働して子どもの育ちと学びを支えます 

Ａ

5指標

62%

Ｂ

2指標

25%

Ｄ

1指標

13%

8指標
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(１) 学校・家庭・地域の連携の仕組みづくり                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

95 コミュニティ・スクール設置市町村数 市町村 4 33 9 6 Ｄ 

96 地域協働の仕組みにより保護者や地域住民

が学校の教育活動にボランティアとして参加し
ている学校の割合 

％ 

小 79.0 84.0 81.0 100.0 Ａ 

97 中 60.0 67.0 62.8 90.4 Ａ 

98 
教育振興運動として計画的に取り組まれてい
る地域活動件数【再掲】 

件 ㉚4,224 5,144 4,454 4,408 Ｂ 

【特記事項】 

・ コミュニティ・スクール設置市町村数は、市町村教育委員会への訪問やフォーラム開催等の取組により、
コミュニティ・スクール設置に向けて動き出した市町村はありましたが、学校・保護者・地域への周知や
学校運営協議会の規則の制定や設置に準備期間を要したため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 208 196 188 0 0 8 
7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(60%) 

4 

(40%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(２) 豊かな体験活動の充実                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

99 
放課後子供教室において指導者を配置して
「体験活動」を実施している教室の割合 

％ 13.0 100 40.0 63.9 Ａ 

100 
放課後児童クラブ設置数（5 月 1 日時点）【再
掲】 

箇所 368 456 402 400 Ｂ 

101 
県立青少年の家が提供する親子体験活動事

業への参加者の満足度の割合 
％ ㉚98 98 98 100 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 207 195 188 0 0 7 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(50%) 

4 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(３) 県民と協働した特別支援教育体制づくりの推進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

102 特別支援教育サポーターの登録者数【再掲】 人 236 380 290 296  Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 1 1 0 0 0 1 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「子どもの育ちと学びに関する学校、家庭、地域の連携」の重要度は
26 位、満足度は 16 位となり、ニーズ度は 35 位となっています。  
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（基本方向） 

青少年が夢や希望に向かって自分の個性や主体性を発揮できるよう、社会との関わりの中で、自主的に自立

した活動ができる環境づくりを推進します。 

 また、青少年が地域に誇りを持ち、健やかに成長できるよう、青少年を地域全体で育む地域づくりを進めま

す。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ａの指標が１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標７指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７指標（100％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

14 
地域の行事に参加してい
る生徒の割合〔中学生〕 

％ ㉚63.7 64.0 64.0 70.4 Ａ 
2 位 
(1 位) 

3 位 

（1 位） 

下降 

（横ばい） 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標７指標は、達成度Ａ，Ｂの指標が７

指標（100％）でした。 

(１) 個性や主体性を発揮して自立した活動ができる環境づくりの推進                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

103 青少年ボランティア活動者数〔累計〕 人 503 2,000 500 566 Ａ 

104 
「わたしの主張」応募総数（地区大会含む）〔累

計〕 
人 4,186 16,800 4,200 4,091 Ｂ 

105 
若年無業者等「交流・活動支援（ステップアッ

プ）」参加者数〔累計〕 
人 570 2,320 580 501 Ｂ 

 

 

 

 Ⅱ 家族・子育て 

 

８ 健全で、自立した青少年を育成します 

Ａ

5指標

71%

Ｂ

2指標

29%

7指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 35 35 0 1 0 34 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(67%) 

2 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(２) 愛着を持てる地域づくりの推進                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

106 青少年活動交流センター利用者数 人 22,962 23,000 23,000 25,303 Ａ 

107 子ども・若者支援セミナー受講者数〔累計〕 人 ㉚182 800 200 256 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 22 22 0 1 0 21 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(３) 青少年を事件・事故から守る環境づくりの推進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

108 
青少年を非行・被害から守る県民大会参加者

数〔累計〕 
人 436 1,800 450 456 Ａ 

109 
青少年指導者向け情報メディア対応能力養成
講座受講者数〔累計〕 

人 200 680 170 172 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 31 31 0 1 0 30 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「地域全体での青少年の健全育成」の重要度は 35 位、満足度は 22 位
となり、ニーズ度は 39位となっています。  
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（基本方向） 

仕事と生活を両立できる環境をつくるため、長時間労働の是正、年次有給休暇の取得率向上等の働き方改革

や、育児休業・介護休業制度の普及促進等により、男女問わず一人ひとりの事情に対応できる、働きやすい職

場づくりを推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標３指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が 2 指標（67％）、達成度Ｄの指標

が１指標（33％）でした。 

・具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂ指標が６指標（74％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が２指標（26％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

13 
待機児童数〔4 月 1 日時

点〕 
人 178 0 97 175 Ｄ 

24 位 
(4 位) 

28 位 
（4 位） 

下降 

（横ばい） 

15 総実労働時間[年間] 時間 1,858.8 1,720.8 1,803.6 1,812.0 Ｂ 
46 位 
(5 位) 

47 位 

(6 位) 

下降 

（下降） 

16 
共働き世帯の男性の家事

時間割合[週平均] 
※女性の家事時間に対する割合 

％ 34.2 40.0 37.0 40.8 Ａ - - - 

【特記事項】 

・ 待機児童数〔４月１日時点〕は、市町村の子ども子育て支援事業計画等に基づく施設整備や保育士の確
保等に努めた結果、保育を必要とする子どもの利用定員が前年度より 574 人増加しましたが、需要も増加
したことなどにより、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

4 待機児童数〔10 月１日時点〕 人 681 467 － 

5 共働き男性の家事時間 分 100 128 － 

6 共働き女性の家事時間 分 292 314 － 

 Ⅱ 家族・子育て 

 

９ 仕事と生活を両立できる環境をつくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂ指標が６指

標（74％）、達成度Ｃ、Ｄ指標が２指標（26％）でした。 

(１) 働き方改革の取組の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

110 

いわて働き方改革推進運動参加事業者数〔累

計〕【再掲】 
※H28 以前からの累計 

事業者 128 1,000 400 319 Ｃ 

111 年次有給休暇の取得率 ％ 48.7 ③75.0 ㉚56.0 49.5 Ｄ 

【特記事項】 

・ いわて働き方改革推進運動参加事業者数〔累計〕は、ジョブカフェいわてと連携した周知のほか、参加
手続の簡素化を図るなど応募促進に取り組みましたが、事業所数の多い製造業をはじめ卸売業・小売業や
医療・福祉の業種、県南地域の企業において、働き方改革の必要性や取組内容への理解が十分浸透しなか
ったため、応募が伸びなかったこと、また、企業の人手不足等の事情もあり応募に結びつかなかったこと
から、達成度は【Ｃ】となりました。 

・ 年次有給休暇の取得率は、有効求人倍率が長期間にわたり高い水準で推移するなど人手不足の傾向が続
いており、従業員の働き方改革に十分に取り組めなかったと推察され、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 18 18 1 0 0 17 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

2 

（100%） 

 

(２) 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

112 
保育を必要とする子どもに係る利用定員（4 月

1 日時点）【再掲】 
人 30,716 32,970 31,715 31,876 Ａ 

113 
放課後児童クラブ設置数（5 月 1 日時点）【再
掲】 

箇所 368 456 402 400 Ｂ 

114 
放課後子供教室において指導者を配置して
「体験活動」を実施している教室の割合【再掲】 

％ 13.0 100 40.0 63.9 Ａ 

115 
保育士・保育所支援センターマッチング件数
〔累計〕【再掲】 

件 115 558 129 120 Ｂ 

116 
いわて子育てにやさしい企業等認証の認証数
〔累計〕【再掲】 

事業者 65 315 165 148 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 232 213 196 0 0 17 
9 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(50%) 

4 

(34%) 

1 

(8%) 

1 

（8%） 

Ａ

3指標

37%

Ｂ

3指標

37%

Ｃ

1指標

13%

Ｄ

1指標

13%

8指標
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(３) いきいきと働き続けるための健康づくりの推進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

117 健康経営宣言事業所数【再掲】 事業所 625 1,100 800 1,101 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 36 35 1 1 0 33 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「仕事と生活を両立できる環境」の重要度は 15 位、満足度は 41 位と
なり、ニーズ度は 11位となっています。  
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（基本方向） 

家族の一員とも言える、心の潤いを与える動物との良好な関係を築くため、動物愛護の意識を高める普及啓

発の取組を推進します。 

また、いのちの大切さを思い、共につながり、支え合う心を育むため、収容動物の返還や譲渡の推進などに

より、動物のいのちを尊重する取組を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ａの指標が２指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標４指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が４指標（100％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

17 

犬、猫の返還・譲渡率 ％ 

犬 98.0  99.0  98.4 100.0 Ａ - - - 

18 猫 93.5  96.8  94.8 98.8 Ａ - - - 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標４指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が４

指標（100％）でした。 

 

(１) 動物愛護の意識を高める取組の推進                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

118 動物愛護普及啓発行事の参加者数〔累計〕 人 1,699 7,200 1,800 1,774 B 

119 動物愛護推進員の委嘱者数 人 ㉚45 70 45 45 Ａ 

 

 

 Ⅱ 家族・子育て 

10 動物のいのちを大切にする社会をつくります 

Ａ

2指標

50%

Ｂ

2指標

50%

4指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 2 2 0 0 0 2 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(２) 動物のいのちを尊重する取組の推進                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

120 適正飼養講習会受講者数〔累計〕 人 617 2,600 650 631 B 

121 
災害時の同行避難に関する訓練等参加者数
〔累計〕 

人 40 200 50 76 A 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 2 2 0 0 0 2 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「ペットなど動物のいのちを大切にする社会」の重要度は 41 位、満足
度は 14位となり、ニーズ度は 45位となっています。  
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（基本方向） 

急激な社会変化に向き合い、他者と協働しながら、新たな価値を創造することができる児童生徒を育むため

「主体的・対話的で深い学び」の推進などにより、これからの社会で活躍するために必要な資質・能力を育成

します。 

 また、児童生徒の「確かな学力」を育むため、諸調査の効果的な活用や情報通信技術（ＩＣＴ）の活用など

により、児童生徒の実態に応じた授業改善や家庭学習の充実に取り組みます。 

さらに、情報化やグローバル化など変容する社会に対応し、岩手の未来を担う人材を育成するため、探究的

な学習の推進や進学指導の充実などにより、生徒が希望する進路を実現できる力を育みます。 

 

［概要］ 

○政策項目に関連するいわて幸福関連指標４指標は、達成度Ａの指標が２指標（50％）、達成度Ｄの指標が２

指標（50％）でした。 

・具体的推進方策指標 19指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 11指標（61％）、

達成度Ｃ、Ｄの指標が７指標（39％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

19 意欲を持って自ら進んで

学ぼうとする児童生徒の

割合 

％ 

小 ㉚80.9  84.9  81.9 82.1 Ａ - - - 

20 中 ㉚77.2  81.2  78.2 78.4 Ａ - - - 

21 授業で、自分の考えを深

めたり広げたりしている児

童生徒の割合 

％ 

小 ㉚80.7 84.7 81.7 78.9 Ｄ - - - 

22 中 ㉚80.0 84.0 81.0 77.8 Ｄ - - - 

【特記事項】 

・ 授業で、自分の考えを深めたり広げたりしている児童生徒の割合は、学習活動において児童生徒自らの
考え方を発表する場を設けてきたことにより、全国平均は上回りましたが、全国と同様に平成 30年度と比
較して低下したため、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値等 

（H29） 
Ｒ１ 備考 

9 

学力が全国水準未満の児童生徒の割合 ％ 

小 国語 ㉚42 34 - 

10 小 算数 ㉚50 48 - 

11 中 国語 ㉚45 44 - 

12 中 数学 ㉚54 53 - 

 

 Ⅲ 教育 

 

11 【知育】児童生徒の確かな学力を育みます 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 19指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 11 指標（61％）、達成

度Ｃ、Ｄの指標が７指標（39％）でした。 

 

(１) これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

122 

児童生徒が調べたことなど適切に表現する指

導をしている学校の割合 
％ 

小 70 100 100 94  Ｂ 

123 中 50 100 100 94  Ｂ 

124 高 － 100 100 100  Ａ 

125 

授業内で学習を振り返っている児童生徒の割
合 

％ 

小 ㉚85 89 86 91  Ａ 

126 中 ㉚83 87 84 87  Ａ 

127 高 ㉚54 58 55 65  Ａ 

128 

学校の授業が分かる児童生徒の割合 ％ 

小 ㉚90 94 91 89  Ｄ 

129 中 ㉚77 81 78 78  Ａ 

130 高 ㉚76 80 77 79  Ａ 

131 
幼保小の円滑な連携に取り組んでいる小学校
の割合 

％ ㉚59 100 80 88  Ａ 

【特記事項】 

・ 学校の授業が分かる児童生徒の割合は、教員が、児童生徒の協働的な活動を意図して学習活動を設定す
るなどの授業改善に取り組んだ結果、高い水準を維持していますが、現状値を１ポイント下回ったことか
ら、小学生の達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 17 16 0 4 0 12 
6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(２) 諸調査やＩＣＴの活用等による児童生徒の実態に応じた授業改善の推進と家庭学習の充実                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

132 
つまずきに対応した授業改善が行われている
と感じている児童生徒の割合 

％  小 ㉚85 89 86 87  Ａ 

Ａ

9指標

50%

Ｂ

2指標

11%

Ｃ

1指標

6%

Ｄ

6指標

33%
18指標
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133 中 ㉚88 92 89 88  Ｄ 

134 高 ㉚90 94 91 87  Ｄ 

135 
ＩＣＴ機器を活用して、効果的な教材研究や授
業をすることができる高校教員の割合 

％ ㉚90 100 93 － － 

136 

弱点を克服するための学習や発展的な学習
に自ら取り組んでいる児童生徒の割合 

％ 

小 ㉚74 82 76 65  Ｄ 

137 中 ㉚62 70 64 53  Ｄ 

138 高 ㉚43 51 45 40  Ｄ 

【特記事項】 

・・  つまずきに対応した授業改善が行われていると感じている児童生徒の割合は、客観的データを活用し、
児童生徒の主体的な問題発見・解決の機会を充実させながら、つまずきに対応した一人ひとりを伸ばす授
業改善に取り組んだ結果、概ね高い水準を維持していますが、目標値を下回ったことから、中学生及び高
校生の達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 弱点を克服するための学習や発展的な学習に自ら取り組んでいる児童生徒の割合は、家庭学習の質の向
上に取り組んできましたが、自主的に学習内容を工夫して家庭学習を行う習慣が定着していないことを一
因に、小学生、中学生、高校生のいずれも達成度は【Ｄ】となりました。 

  ・ ＩＣＴ機器を活用して、効果的な教材研究や授業をすることができる高校教員の割合は、文部科学省が
行う学校における教育の情報化の実態等に関する調査の結果が公表されていないことから、実績値を測
定できませんでした。なお、ＩＣＴ機器を活用して効果的な授業ができるよう教員の指導力向上の研修
の充実に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 2,011 583 0 0 565 18 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(３) 社会ニーズに対応した学習内容の充実などによる生徒の進路実現の推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

139 
課題を見つけ解決策を考えていく探究活動に
取り組んでいる高校の割合 

％ ㉚82 100 86 99  Ａ 

140 
生徒の進路実現に向け、自校で設定した進路

目標を達成できた高校の割合 
％ 70 80 70 54  Ｃ 

【特記事項】 

・・  生徒の進路実現に向け、自校で設定した進路目標を達成できた高校の割合は、生徒の進路実現のため、
高い目標を掲げる傾向があり、その目標について学校内で十分な共有がされていなかったことなどを一因
に、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 51 44 3 14 0 27 
8 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(%) 

0 

（%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「子どもの学力向上に向けた教育」の重要度は 25 位、満足度は 23 位
となり、ニーズ度は 27位となっています。  
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（基本方向） 

児童生徒一人ひとりが、自他の生命(いのち)を大切にし、他者の人権を尊重する心や、良好な人間関係を構

築できる協調性を育むため、道徳の指導の充実や教育振興運動と連携した他者との協働活動等により、実践的

な道徳教育を進めるとともに、家庭や地域との協働によるボランティア活動や読書活動の充実により、思いや

りの心や感動する心を育成します。 

 また、生涯にわたり心豊かに生活する基盤をつくるため、文化芸術活動等の鑑賞・体験の機会の充実や、文

化部活動の活性化により、学校における文化芸術教育を推進します。 

さらに、主体的に社会の形成に参画する態度を養うため、主権者教育や消費者教育などの推進により、主権

者としての自覚と政治的教養の育成や、自立した消費者として合理的に意思決定できる力などを育成します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標５指標は、達成度Ａの指標が２指標（40％）、達成度Ｄの指標が３

指標（60％）でした。 

・具体的推進方策指標 19指標は、達成度Ａの指標が 14 指標（74％）、達成度Ｄの指標が５指標（26％）でし

た。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

23 

人が困っているときは、進

んで助けようと思う児童生

徒の割合 

％ 

小 ㉚66 70 67 69 Ａ - - - 

24 中 ㉚64 68 65 65 Ａ - - - 

25 高 ㉚57 61 58 49 Ｄ - - - 

26 
自己肯定感を持つ児童生

徒の割合 
％ 

小 ㉚82.3 85.0 83.0 80.5 Ｄ - - - 

27 中 ㉚76.9 80.0 77.0 72.6 Ｄ - - - 

【特記事項】 

・ 人が困っているときは、進んで助けようと思う児童生徒の割合は、教育課程全体を通じて道徳教育を推
進してきたところ、肯定的な回答（「そう思う」、「どちらかといえば、そう思う」）の割合は 95.4％と高い
水準を示しているものの、「そう思う」と回答する割合が低下したため、高校生の達成度は【Ｄ】となりま
した。 

・ 自己肯定感を持つ児童生徒の割合は、総合的な学習の時間等を活用した多様な体験の機会の一層の充実
や自他の生命の大切さや個性の伸長、思いやりの心などを育むための多様な教育活動と関連を図った道徳
教育を推進してきましたが、学校生活の中で、児童生徒一人ひとりの良い点や可能性を見付け評価する（褒
めるなど）取組をよく行った学校の割合が低下したことなどを一因に、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】
となりました。 

 

 

 

 

 Ⅲ 教育 

 

12 【徳育】児童生徒の豊かな人間性と社会性を 
 育みます 
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【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値等 
（H29） 

Ｒ１ 備考 

13 

不登校児童生徒数〔千人当たり〕 人 

小 3.4 - - 

14 中 25.9 - - 

15 高 13.1 - - 

 

 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標 19 指標は、達成度Ａの指標が 14 指

標（74％）、達成度Ｄの指標が５指標（26％）でした。 

 
 
 

(１) 自他の生命を大切にし、他者の人権を尊重する心の育成                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

141 

自他の良さを認め合う学級であると感じている
児童生徒の割合 

％ 

小 ㉚85 94 87 83  Ｄ 

142 中 ㉚88 93 90 84  Ｄ 

143 高 ㉚77 81 78 83  Ａ 

【特記事項】 

・ 自他の良さを認め合う学級であると感じている児童生徒の割合は、道徳科授業及び道徳教育の質的改
善や人権教育の充実を目指した教員研修及び研究を推進した結果、概ね高い水準を維持していますが、
現状値を下回ったため、小学生及び中学生の達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 4 3 3 0 0 0 
2  

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 1 

(50%) 

1 

 (50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ

14指標

74%

Ｄ

5指標

26%

19指標
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(２) 学校・家庭・地域が連携した体験活動の推進などを通じた豊かな心の育成                                  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

144 

学校や地域が行う体験活動に参加し、今後も
継続して参加したいと思う児童生徒の割合 

％ 

小 ㉚79 86 81 83  Ａ 

145 中 ㉚84 86 85 87  Ａ 

146 高 ㉚85 86 85 85  A 

147 

「読書がとても楽しい」と感じる児童生徒の割
合【再掲】 

％ 

小 ㉚45 50 46 46 Ａ 

148 中 ㉚42 51 44 39 Ｄ 

149 高 ㉚38 52 41 41 Ａ 

【特記事項】 

・ 「読書がとても楽しい」と感じる児童生徒の割合は、各学校等における朝の一斉読書や図書館展示の工
夫など、生徒が読書に関心を持てるよう取り組んでいますが、小学校と比較して、学習や部活動等の時間
が増え、読書に使える時間が少なくなることなどを一因に、中学生の達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 2 2 0 0 0 2 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

 

(３) 学校における文化芸術教育の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

150 

様々な文化芸術に触れ、文化芸術に興味が
わいたと感じている児童生徒の割合 

％ 

小 ㉚70 77 72 72  Ａ 

151 中 ㉚71 78 72 71  Ｄ 

152 高 ㉚79 86 80 77  Ｄ 

153 
子どものための芸術家派遣事業公演数〔累

計〕 
件 63 266 65 77 Ａ 

【特記事項】 

・ 様々な文化芸術に触れ、文化芸術に興味がわいたと感じている児童生徒の割合は、文化芸術の鑑賞会や
体験活動等の機会の充実を図るとともに、美術館や図書館等との連携、講習会や発表の機会への支援に取
り組んだ結果、概ね高い水準を維持していますが、文化芸術に対する興味関心の向上に取り組む時間を十
分に確保できなかったことなどを一因に、中学生及び高校生の達成度は【Ｄ】となりました。 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 19 17 0 3 0 14 
3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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(４) 主権者教育などによる社会に参画する力の育成                                  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

154 

話し合いの場で、少数意見にも耳を傾け、意
見をまとめている児童生徒の割合 

％ 

小 ㉚77 85 79 82  Ａ 

155 中 ㉚81 89 83 87  Ａ 

156 高 ㉚73 81 75 82  Ａ 

157 

社会の動きや出来事に関するニュースに関心

がある児童生徒の割合 
％ 

小 ㉚82 86 83 88  Ａ 

158 中 ㉚75 87 78 87  Ａ 

159 高 ㉚72 90 76 82  Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 4 3 3 0 0 0 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「人間性豊かな子どもの育成」の重要度は９位、満足度は 19 位となり、
ニーズ度は 19位となっています。  
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（基本方向） 

児童生徒一人ひとりが自らの体力や健康に関心を持ち、運動に親しむ資質や能力を身に付けることができる

よう、学校体育の充実や適切な部活動の推進などにより、体力の向上と健康の保持・増進に取り組みます。 

また、生涯を通じて健康で活力ある生活を送ることができるよう、家庭や地域と連携しながら、健全な食生

活と健康・命の大切さを教える学校保健活動などにより、児童生徒に基本的な生活習慣や、健康に関する正し

い知識などを身に付けさせる取組を推進します。 

 

［概要］ 

○政策項目に関連するいわて幸福関連指標４指標は、達成度Ｂの指標が３指標（75％）、達成度Ｄの指標が１

指標（25％）でした。 

・具体的推進方策指標９指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａの指標が４指標（50％）、達成

度Ｄの指標が４指標（50％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

28 

体力・運動能力が標準以

上の児童生徒の割合 
％ 

小 男子 73.6 75.0 74.0 73.1 Ｄ 
14 位 

（2 位） 

9 位 

（2 位） 

上昇 

（横ばい） 

29 小 女子 82.9 83.0 83.0 82.2 Ｂ 
9 位 

（2 位） 

10 位 

（2 位） 

下降 

（横ばい） 

30 中 男子 77.7 78.0 78.0 75.7 Ｂ 
7 位 

（1 位） 

7 位 

（1 位） 

横ばい 

（横ばい） 

31 中 女子 91.3 91.5 91.5 90.0 Ｂ 
8 位 

（1 位） 

12 位 

（1 位） 

下降 

（横ばい） 

【特記事項】 

・ 体力・運動能力が標準以上の児童生徒の割合は、運動の苦手な児童が運動に親しむとともに、運動習慣
を身に付けることができるよう体力向上に向けた取組の充実を図ってきましたが、全国と同様に、本県に
おいてもテレビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間の増加等による身体活動時間の減少
などを背景に、実績値が低下傾向となっており、全国順位は上昇したものの、小学生男子の達成度は【Ｄ】
となりました。 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標９指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａの指標が４指標（50％）、達成度Ｄの

指標が４指標（50％）でした。 

 Ⅲ 教育 

 

13 【体育】児童生徒の健やかな体を育みます 
 

Ａ

4指標

50%

Ｄ

4指標

50%

8指標
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(１) 豊かなスポーツライフに向けた学校体育の充実                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

160 
運動やスポーツをすることが好きな児童生徒
の割合 

％ ㉚89 89 89 89 A 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 8 7 7 0 0 0 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 (２) 適切な部活動体制の推進                                  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

161 部活動の活動方針について、学校、保護者、

外部指導者等が共通理解を図る部活動連絡

会を開催している学校の割合 

％ 
中 80.2 100 85 89.2 A 

162 高  － 100 70 94.7 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

7 187 161 24 24 0 113 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(71%) 

0 

(0%) 

2 

(29%) 

0 

（0%） 

 

(３) 健康教育の充実                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

163 「定期健康診断」の肥満度が正常である児童

生徒の割合 
％ 

小 ㉚88.1 91 89 87.9 Ｄ 

164 中 ㉚86.2 89 87 85.6 Ｄ 

165 ルールを守って情報機器（スマートフォン等）を

利用することが大切だと思う児童生徒の割合

【再掲】 

％ 

小 ㉚89 100 91 90 Ｄ 

166 中 ㉚85 100 89 84 Ｄ 

167 高 ㉚83 100 87 90 Ａ 

168 
喫煙飲酒の指導を含めた「薬物乱用防止教

室」を開催している小学校の割合 
％ 73.7 100 85.0 － － 

【特記事項】 

・・  「定期健康診断」の肥満度が正常である児童生徒の割合は、運動する児童生徒とそうでない児童生徒の
二極化がみられる中で、一週間の総運動時間が 60分未満の児童生徒の割合が減少しなかったことなど、肥
満予防のための運動習慣を身に付けるなどの取組を効果的に推進できなかったことを一因に、小学生及び
中学生の達成度は【Ｄ】となりました。 

・ ルールを守って情報機器（スマートフォン等）を利用することが大切だと思う児童生徒の割合は、情報
モラル教育授業づくり研修会や情報モラルに係る出前研修など、情報モラル教育の充実に向けて取り組ん
だ結果、高い水準を維持していますが、目標値を下回ったことから、小学生及び中学生の達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 喫煙飲酒の指導を含めた「薬物乱用防止教室」を開催している小学校の割合は、文部科学省が行う薬物
乱用防止教室開催状況調査の結果が公表されていないことから、実績値を測定できませんでした。なお、
薬物乱用を未然に防止するために、児童生徒が薬物乱用の危険性・有害性について正しい知識を身につけ、
規範意識の向上を図るため、薬物乱用防止教室を開催しました。 
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 26 26 1 0 0 25 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(75%) 

0 

(0%) 

1 

(25%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「子どもの体力向上や心身の健康保持」の重要度は 22 位、満足度は
12 位となり、ニーズ度は 34 位となっています。  
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（基本方向） 

特別な支援を必要とする児童生徒一人ひとりの自立や社会参加を目指し、切れ目のない支援が行われるよ

う、「個別の指導計画」や「個別の教育支援計画」の作成・活用などにより、就学前から卒業後までの一貫し

た支援を充実します。 

 また、全ての児童生徒が地域の学校で共に学ぶことができるよう、通級による指導や特別支援学級での指導

の充実などにより、一人ひとりの教育ニーズに対応します。 

さらに、特別支援教育の指導・支援体制の充実を図るため、全ての学校を対象とした研修の充実などにより、

教職員の専門性の向上を図ります。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ａの指標が１指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が８指標（100％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

32 

特別支援学校が適切な指

導・支援を行っていると感

じる保護者の割合 

％ － 68.0 62.0 62.0 Ａ - - - 

 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が８

指標（100％）でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ⅲ 教育 

 

14 共に学び、共に育つ特別支援教育を進めます 

Ａ

7指標

87%

Ｂ

1指標

13%

8指標
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(１) 就学前から卒業後までの一貫した支援の充実  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

169 
「引継ぎシート」を活用し、進学時に円滑な引

継ぎを行っている学校の割合 
％ － 100 30 37 Ａ 

170 
「特別支援学校と企業の連携協議会」に参加

した企業数 
社 70 95 80 84 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 37 35 0 9 0 26 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(２) 特別支援教育の多様なニーズへの対応 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

171 
通級による指導に係る研修を受講した教員の
割合 

％ 90 100 100 100 Ａ 

172 

特別支援学校における医療的ケアが必要な

児童生徒が、看護師による医療的ケアを受け
た割合 

％ ㉚100 100 100 98 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 101 94 16 0 2 76 
6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(３) 県民と協働した特別支援教育体制づくりの推進  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

173 特別支援教育サポーターの登録者数 人 236 380 290 296 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 1 1 0 0 0 1 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

−79−



 

(４) 教職員の専門性の向上 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

174 
特別支援学校の授業研究会・研修会に参加し

た教員数〔累計〕 
人 

小 － 316 79 92 Ａ 

175 中 － 164 41 50 Ａ 

176 高 － 67 17 30 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 1 1 0 0 0 1 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）  

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「全ての子どもが学べる環境」の重要度は 20 位、満足度は 27 位とな
り、ニーズ度は 21 位となっています。  
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（基本方向） 

全ての児童生徒が安心して学校生活を送り、様々な活動に取り組むことができるよう、「岩手県いじめ防止

等のための基本的な方針」に基づくいじめ防止対策や、組織的な指導体制の充実により、いじめ事案への適切

な対応に取り組みます。 

 また、不登校などの未然防止、早期発見・適切な対応を推進するため、教育相談体制の一層の充実や関係機

関と連携した教育機会の提供等により、児童生徒に寄り添った不登校対策を推進します。 

さらに、児童生徒が情報化社会等において健全な生活を送るため、情報モラル教育の推進や保護者への啓発

活動などにより、児童生徒が適切な情報活用に関する能力や規範意識を身に付ける取組を推進します。 

［概要］ 

○政策項目に関連するいわて幸福関連指標３指標は、達成度Ａの指標が２指標（67％）、達成度Ｄの指標が１

指標（33％）でした。

・具体的推進方策指標 10 指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａの指標が１指標（12％）、達

成度Ｄの指標が 7指標（88％）でした。 

１ いわて幸福関連指標の状況 

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

23 

人が困っているときは、進

んで助けようと思う児童生

徒の割合 

％ 

小 ㉚66 70 67 69 Ａ - - - 

24 中 ㉚64 68 65 65 Ａ - - - 

25 高 ㉚57 61 58 49 Ｄ - - - 

【特記事項】 

・ 人が困っているときは、進んで助けようと思う児童生徒の割合は、教育課程全体を通じて道徳教育を推
進してきたところ、肯定的な回答（「そう思う」、「どちらかといえば、そう思う」）の割合は 95.4％と高い
水準を示しているものの、「そう思う」と回答する割合が低下したため、高校生の達成度は【Ｄ】となりま
した。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値等 

（H29） 
Ｒ１ 備考 

13 

不登校児童生徒数〔千人当たり〕 人 

小 3.4 - -

14 中 25.9 - -

15 高 13.1 - -

Ⅲ 教育 

15 いじめ問題などに適切に対応し、一人ひとりが 
お互いを尊重する学校をつくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 10指標は、実績値が未確定等の２指

標を除き、達成度Ａの指標が１指標（12％）、達成度Ｄの

指標が７指標（88％）でした。 

 

(１) いじめ防止対策の推進といじめ事案への適切な対処                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

177 

いじめはいけないと思う児童生徒の割合 ％ 

小 ㉚89.1 100 91.8 87.0  D 

178 中 ㉚84.6 100 88.4 82.2  D 

179 認知したいじめが解消した割合 ％ － 100 100 － － 

【特記事項】 

・ いじめはいけないと思う児童生徒の割合は、「岩手県いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき、
いじめ事案への適切な対応に取り組むとともに、道徳教育や人権教育の充実に取り組んだ結果、意識の高
まりは見られますが、主体的な防止という視点での認識までに及んでいないことなどを背景に、目標値に
達しなかったことから、小学生、中学生ともに、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 認知したいじめが解消した割合は、調査中であることから、実績値を測定できませんでした。なお、「岩
手県いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき、いじめ事案への適切な対応に取り組むとともに、道
徳教育や人権教育の充実に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 7 6 0 2 0 4 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(２) 児童生徒に寄り添った教育相談体制の充実等による、不登校対策の推進                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

180 

学校が楽しいと思う（学校に満足している）児

童生徒の割合 
％ 

小 ㉚88 91 89 85  Ｄ 

181 中 ㉚88 91 89 84  Ｄ 

182 高 ㉚87 90 88 87  Ｄ 

【特記事項】 

・ 学校が楽しいと思う（学校に満足している）児童生徒の割合は、学校生活満足度を高めるため、いじめ
の防止等を組織的かつ実効的に対応し、魅力ある学校づくりの取組を推進してきましたが、全国と同様に、
本県においても不登校児童生徒数が年々増加傾向にある状況を背景に実績値が低下傾向となっており、小
学生、中学生、高校生いずれも達成度は【Ｄ】となりました。 

Ａ

1指標

12%

Ｄ

7指標

88%

8指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 308 303 298 2 0 3 
9 

(82%) 

1 

(9%) 

1 

(9%) 

0 

（0%） 

10 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(３) 児童生徒の健全育成に向けた対策の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

183 

ルールを守って情報機器（スマートフォン等）を
利用することが大切だと思う児童生徒の割合 

％ 

小 ㉚89 100 91 90 D 

184 中 ㉚85 100 89 84 D 

185 高 ㉚83 100 87 90 Ａ 

186 
喫煙飲酒の指導を含めた「薬物乱用防止教
室」を開催している小学校の割合【再掲】 

％ 73.7 100 85.0 － － 

・ ルールを守って情報機器（スマートフォン等）を利用することが大切だと思う児童生徒の割合は、情報
モラル教育授業づくり研修会や情報モラルに係る出前研修など、情報モラル教育の充実に向けて取り組ん
だ結果、高い水準を維持していますが、目標値を下回ったことから、小学生及び中学生の達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 喫煙飲酒の指導を含めた「薬物乱用防止教室」を開催している小学校の割合は、文部科学省が行う薬物
乱用防止教室開催状況調査の結果が公表されていないことから、実績値を測定できませんでした。なお、
薬物乱用を未然に防止するために、児童生徒が薬物乱用の危険性・有害性について正しい知識を身につけ、
規範意識の向上を図るため、薬物乱用防止教室を開催しました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 6 6 0 2 0 4 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「いじめや不登校への適切な対処」の重要度は６位、満足度は 47位と
なり、ニーズ度は５位となっています。  
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（基本方向） 

児童生徒の学校における安全・安心な環境が確保されるよう、学校施設等の安全点検による事故等の未然防

止など学校安全計画の組織的な推進や、学校・家庭・地域・関係機関との連携による通学時の見守りや安全教

育、学校施設・設備の計画的な老朽化対策などを推進します。 

 また、地域とともにある学校、魅力ある学校づくりを進めるため、目標達成型の学校経営や学校・家庭・地

域の連携・協働の仕組みであるコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の取組などを推進します。 

さらに、質の高い教育を行えるよう、多様な評価に基づく採用選考試験や資質向上研修などを進めます。 

 

［概要］ 

○政策項目に関連するいわて幸福関連指標政策項目に関連するいわて幸福関連指標 14 指標は、達成度Ａ、Ｂ

の指標が８指標（57％）、達成度Ｄの指標が６指標（43％）でした。 

・具体的推進方策指標 12指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が８指標（73％）、

達成度Ｄの指標が３指標（27％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

19 意欲を持って自ら進んで

学ぼうとする児童生徒の

割合 

％ 

小 ㉚80.9 84.9  81.9 82.1 Ａ - - - 

20 中 ㉚77.2 81.2  78.2 78.4 Ａ - - - 

21 授業で、自分の考えを深

めたり広げたりしている児

童生徒の割合 

％ 

小 ㉚80.7 84.7 81.7 78.9 Ｄ - - - 

22 中 ㉚80.0 84.0 81.0 77.8 Ｄ - - - 

23 

人が困っているときは、進

んで助けようと思う児童生

徒の割合 

％ 

小 ㉚66 70 67 69 Ａ - - - 

24 中 ㉚64 68 65 65 Ａ - - - 

25 高 ㉚57 61 58 49 Ｄ - - - 

26 
自己肯定感を持つ児童生

徒の割合 
％ 

小 ㉚82.3 85.0 83.0 80.5 Ｄ - - - 

27 中 ㉚76.9 80.0 77.0 72.6 Ｄ - - - 

28 

体力・運動能力が標準以

上の児童生徒の割合 
％ 

小 男子 73.6 75.0 74.0 73.1  Ｄ 
14 位 

（2 位） 

9 位 

（2 位） 

上昇 

（横ばい） 

29 小 女子 82.9 83.0 83.0 82.2  Ｂ 
9 位 

（2 位） 

10 位 

（2 位） 

下降 

（横ばい） 

30 中 男子 77.7 78.0 78.0 75.7  Ｂ 
7 位 

（1 位） 

7 位 

（1 位） 

横ばい 

（横ばい） 

31 中 女子 91.3 91.5 91.5 90.0  Ｂ 
8 位 

（1 位） 

12 位 

（1 位） 

下降 

（横ばい） 

32 

特別支援学校が適切な指

導・支援を行っていると感

じる保護者の割合 

％ － 68.0 62.0 62.0  Ａ - - - 

 Ⅲ 教育 

 

16 児童生徒が安全に学ぶことができる教育環境の整
備や教職員の資質の向上を進めます 
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【特記事項】 

・ 授業で、自分の考えを深めたり広げたりしている児童生徒の割合は、学習活動において児童生徒自らの
考え方を発表する場を設けてきたことにより、全国平均は上回りましたが、全国と同様に平成 30年度と比
較して低下したため、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 人が困っているときは、進んで助けようと思う児童生徒の割合は、教育課程全体を通じて道徳教育を推
進してきたところ、肯定的な回答（「そう思う」、「どちらかといえば、そう思う」）の割合は 95.4％と高い
水準を示しているものの、「そう思う」と回答する割合が低下したため、高校生の達成度は【Ｄ】となりま
した。 

・ 自己肯定感を持つ児童生徒の割合は、総合的な学習の時間等を活用した多様な体験の機会の一層の充実
や自他の生命の大切さや個性の伸長、思いやりの心などを育むための多様な教育活動と関連を図った道徳
教育を推進してきましたが、学校生活の中で、児童生徒一人ひとりの良い点や可能性を見付け評価する（褒
めるなど）取組をよく行った学校の割合が低下したことなどを一因に、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 体力・運動能力が標準以上の児童生徒の割合は、運動の苦手な児童が運動に親しむとともに、運動習慣
を身に付けることができるよう体力向上に向けた取組の充実を図ってきましたが、全国と同様に、本県に
おいてもテレビ、スマートフォン、ゲーム機等による映像の視聴時間の増加等による身体活動時間の減少
などを背景に実績値が低下傾向となっており、全国順位は上昇したものの、小学生男子の達成度は【Ｄ】
となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値等 
（H29） 

Ｒ１ 備考 

13 

不登校児童生徒数〔千人当たり〕 人 

小 3.4 - - 

14 中 25.9 - - 

15 高 13.1 - - 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 12指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が８指標（73％）、達成度

Ｄの指標が３指標（27％）でした。 

 

(１) 安心して学べる環境の整備                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

187 
地域住民などによる見守り活動が行われてい
る学校の割合 

％ ㉗75.8 81 77.0 95.3 A 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C Ｄ 

2 8 7 5 0 0 2 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

1 

(33%) 

0 

（0%） 

 

Ａ

7指標

64%

Ｂ

1指標

9%

Ｄ

3指標

27%

11指標
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(２) 安全で快適な学校施設の整備                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

188 
県立学校の長寿命化改良・大規模改造実施
施設数〔累計〕 

施設 ㉚1 3 1 1 － 

189 県立学校の耐震化率 ％ 98.2 100 99.1 99.1 Ａ 

190 
公立学校のトイレ洋式化率（洋便器数／総便
器数） 

％ 37.6 42.8 38.9 40.7 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

9 2,816 2,492 380 55 1,590 467 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

9 

(90%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（10%） 

 
 

(３) 目標達成型の学校経営の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

191 コミュニティ・スクール設置市町村数【再掲】 市町村 4 33 9 6 Ｄ 

192 
学校経営計画の目標が概ね達成できたと評
価した学校の割合 

％ ㉚80 100 85 88 Ａ 

【特記事項】 

・ コミュニティ・スクール設置市町村数は、市町村教育委員会への訪問やフォーラム開催等の取組により、
コミュニティ・スクール設置に向けて動き出した市町村はありましたが、学校・保護者・地域への周知や
学校運営協議会の規則の制定や設置に準備期間を要したため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 1 1 0 0 0 1 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(４) 魅力ある学校づくりの推進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

193 
各高校の特色が中学校で十分理解されてい
る割合 

％ ㉚80 100 100 100  Ａ 

194 
地域や産業界等と連携し魅力ある学校づくり
に取り組んでいる高校の割合 

％ ㉚86 100 100 90  Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 9 8 0 0 0 8 
3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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(５) 多様な教育ニーズに対応する教育機会の提供                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

195 

悩み相談ができる学校以外の相談窓口を知っ
ている児童生徒の割合 

％ 

小 ㉚75 100 90 83  Ｄ 

196 中 ㉚48 100 90 94  Ａ 

197  高 ㉚81 100 90 85  Ｄ 

【特記事項】 

・・ 悩み相談ができる学校以外の相談窓口を知っている児童生徒の割合は、県内の児童生徒に相談窓口を周
知するカードを配布した結果、学校以外の相談窓口が認知され、実績値は現状値を上回りましたが、カー
ドの配布の目的や使用方法等について十分な理解が図られなかったことを一因に、小学生及び高校生の達
成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 4 4 1 0 0 3 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(６) 教育への情熱と高い志を持つ有為な人材の確保・育成、資質向上                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

198 教職大学院の現職教員修了者数〔累計〕 人 8 32 8 8 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

8 407 402 95 1 0 306 
10 

(91%) 

1 

(9%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

9 

(90%) 

1 

(10%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「子どもが安全・安心に学ぶことができる環境」の重要度は 11位、満
足度は９位となり、ニーズ度は 29位となっています。  
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（基本方向） 

児童生徒の希望する進路の選択肢を拡大し、将来の自己実現を達成できるようにするため、建学の精神など

に基づく多様な教育ニーズに対応した特色ある教育活動を支援することによって私学教育を充実します。 

また、幼児・児童・生徒・学生が良好な教育環境で安全に学校生活を送ることができるよう、私立学校の教

育環境の整備に向けた取組を促進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ｂの指標が１指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標３指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（67％）、達成度Ｄの指標が１指標（33％）で

した。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

33 高卒者の県内就職率 ％ 65.8 84.5 84.5 68.5 Ｂ 
39位 

（5位） 
- - 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標３指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が 

２指標（67％）、達成度Ｄの指標が１指標（33 ％）でし

た。 

(１) 各私立学校の建学の精神などに基づく特色ある教育活動の支援                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

199 
私立高等学校における特色ある教育活動の
実施率 

％ 68.4 82.0 73.5 64.1 Ｄ 

【特記事項】 

・ 私立高等学校における特色ある教育活動の実施率は、各私立高等学校において特色ある教育活動は行わ
れたものの、多様な分野への取組が進まなかったことから、達成度は【Ｄ】となりました。 

 

 

 

 Ⅲ 教育 

 

17 多様なニーズに応じた特色ある私学教育を 
 充実します 
 

Ａ

1指標

34%

Ｂ

1指標

33%

Ｄ

1指標

33%
3指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 3,700 3,656 619 2 0 3,035 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(２) 専修学校等での職業教育充実の支援 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

200 職業実践専門課程認定校数 校 11 17 14 16 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 6 0 0 0 0 0 
- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

（-%） 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

（-%） 

(３) 私立学校の耐震化の支援や教育環境の整備促進  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

201 私立学校の耐震化率 ％ ㉚87.0 92.5 88.4 88.3 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 0 0 0 0 0 0 
- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

（-%） 

３ その他（指標以外の状況など）  

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「特色ある私学教育の充実」の重要度は 53位、満足度は 26位となり、
ニーズ度は 51位となっています。  
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（基本方向） 

郷土を愛し、岩手の復興・発展を支える人材を育成するため、「いわての復興教育」などの取組を推進し、

東日本大震災津波の教訓等を県内外に発信し、後世に語り継いでいきます。 

 また、産業を担う人材を育成するため、総合生活力や人生設計力の育成に努め､キャリア教育を充実すると

ともに、各分野における専門知識や技術の習得・向上を推進します。 

さらに、社会が急激に変化し、グローバル化が進展する中、国際的な視野と地域に貢献する視野を持ったグ

ローカル人材を育成するため、海外留学などの機会を充実するとともに、岩手県の歴史・文化の探求や、地域

活動への積極的な参加を促進します。 

［概要］ 

○政策項目に関連するいわて幸福関連指標４指標は、達成度Ｂの指標が１指標（25％）、達成度Ｄの指標が３

指標（75％）でした。

・具体的推進方策指標 20指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が 15 指標（75％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が５指標（25％）

でした。 

１ いわて幸福関連指標の状況 

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

33 高卒者の県内就職率 ％ 65.8 84.5 84.5 68.5 Ｂ 
39 位 

（5 位） 
- - 

34 
将来の夢や目標を持って

いる児童生徒の割合 
％ 

小 ㉚86.5 88.0 86.7 84.6 Ｄ - - - 

35 中 ㉚73.2 76.0 74.0 73.1 Ｄ - - - 

36 
県内大学等卒業者の県内

就職率 
％ 45.3 51.5 48.5 43.8 Ｄ （1 位） （2 位） （下降） 

【特記事項】 

・ 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合は、各校のキャリア教育等において、企業訪問や地域を理
解する調べ学習など、学校教育全体において多様な体験活動に取り組んできましたが、児童生徒が自己の
在り方、生き方を考えることとのつながりが弱かったことなどを一因に、全国平均を上回る実績値となっ
たものの、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 県内大学等卒業者の県内就職率は、県内大学等の卒業生の地元定着を促進するため、県内企業等の魅力
をＰＲする「ふるさと発見！大交流会 in Iwate」を平成 30 年度に引き続き開催するなど、県内企業の魅力
を伝える機会を設けてきましたが、首都圏を中心とした県外企業の旺盛な採用活動の影響により、達成度
は【Ｄ】となりました。 

Ⅲ 教育 

18 地域に貢献する人材を育てます 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況

具体的推進方策指標の達成度  説明 

具体的推進方策指標 20 指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が

15 指標（75％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が５指標（25％）

でした。 

(１) 「いわての復興教育」の推進  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

202 

自分の住む地域や社会をよくするために何を
するべきかを考えることがある児童生徒の割
合 

％ 

小 ㉚53.6 60 55.0 61.1 Ａ 

203 中 ㉚47.5 59 51.0 50.2 Ｃ 

204  高 ㉚53.3 64 56.0 47.1 Ｄ 

【特記事項】 

・ 自分の住む地域や社会をよくするために何をするべきかを考えることがある児童生徒の割合は、地域と
のかかわりに関する取組の充実を図ってきましたが、地域や社会をよくするために何をすべきかを考える
こととのつながりが弱かったことなどを一因に、中学生の達成度は【Ｃ】、高校生の達成度は【Ｄ】とな
りました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 70 17 4 13 0 0 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(２) 郷土に誇りと愛着を持ち、地域に貢献する教育の推進 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

205 

自分の住む地域が好きだと思っている児童生
徒の割合 

％ 

小 ㉚66 74 68 69 Ａ 

206 中 ㉚52 60 54 59 Ａ 

207 高 ㉚51 62 52 43 Ｄ 

【特記事項】 

・・  自分の住む地域が好きだと思っている児童生徒の割合は、総合的な学習（探究）の時間や課題研究等に
おいて地域の課題発見・解決学習等に取り組んできましたが、地域の良さを認識することとのつながりが
弱かったことなどを一因に、高校生の達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 99 41 7 27 0 7 
9 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

Ａ

12指標

60%

Ｂ

3指標

15%

Ｃ

2指標

10%

Ｄ

3指標

15%

20指標
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(３) キャリア教育の推進とライフデザイン能力の育成  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

208 
将来希望する職業（仕事）について考えている
高校２年生の割合 

％ ㉚55 65 57 45 Ｄ 

【特記事項】 

・ 将来希望する職業（仕事）について考えている高校２年生の割合は、各高等学校では企業見学や就業体
験、社会人講話、企業ガイダンスなど多様な取組を通じて、生徒が職業を知る機会を設定してきましたが、
生徒が職業について早い段階から考えるための取組が少なかったことなどを一因に、達成度は【Ｄ】とな
りました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 26 22 0 14 0 8 
6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(４) ものづくり産業人材の育成・確保・定着  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

209 
地域ものづくりネットワーク等と連携した工場
見学への参加高校生数 

人 1,879 1,900 1,900 1,652 Ｂ 

210 
三次元設計開発技術を取得した高校生数〔累
計〕 

人 63 290 65 102 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

9 154 133 65 15 0 53 
13 

(93%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（7%） 

10 

(84%) 

1 

(8%) 

1 

(8%) 

0 

（%） 

(５) 農林水産業の将来を担う人材の育成  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

211 

「いわてアグリフロンティアスクール」の修了生

数〔累計〕 
※H28 以前からの累計 

人 390 545 455 455 A 

212 
「いわて林業アカデミー」の修了生数〔累計〕 

※H29 からの累計 
人 15 93 48 49 A 

213 「いわて水産アカデミー」の修了生数〔累計〕 人 － 40 10 7 C 

【特記事項】 

・ 「いわて水産アカデミー」の修了生数〔累計〕は、各種の就業イベントでのＰＲや学校への個別訪問等
により第１期研修生の募集に取り組みましたが、主要魚種の不漁等による漁業生産額の減少などを背景に、
入講希望者は９名にとどまり、さらに、２名が開講直前に入講を辞退したため、達成度は【Ｃ】となりま
した。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 69 67 5 53 0 9 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(75%) 

0 

(0%) 

1 

(25%) 

0 

（0%） 
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(６) 建設業の将来を担う人材の確保、育成  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

214 
若者、女性の活躍推進、経営力強化を目的と
する講習会の受講者数〔累計〕 

人 962 4,000 1,000 1,127 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 17 17 0 0 0 17 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(７) 情報通信技術（ＩＣＴ）人材の育成  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

215 ＩＣＴセミナー受講者数〔累計〕 人 93 780 180 241 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 2 1 0 0 0 1 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(８) 科学技術の理解増進と次代を担う人材の育成  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

216 科学技術普及啓発イベント等来場者数 人 ㉚7,667 8,000 7,700 7,743 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 6 6 0 2 0 4 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(９) 岩手と世界をつなぐ人材の育成  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

217 中学３年生、高校３年生において求められて

いる英語力を有している生徒の割合 
％ 

中 37.1 50 39.0 39.3 Ａ 

218 高 35.9 50 38.0 42.6 Ａ 

219 
海外派遣人数及び相互交流受入人数〔累計〕

【再掲】 
人 ㉚33 176 44 42 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

11 228 226 6 0 0 220 
11 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

11 

(92%) 

1 

(8%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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(10) 地域産業の国際化に貢献する人材の育成                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

220 
いわてグローカル人材育成推進協議会の支
援制度を利用して海外留学した学生数〔累計〕 

人 ㉚5 20 5 8 Ａ 

221 グローバルキャリアフェアの参加者数〔累計〕 人 ㉚49 216 51 42 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 4 4 0 1 0 3 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「次代を担う人材育成」の重要度は 29 位、満足度は 37 位となり、ニ
ーズ度は 25 位となっています。 
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（基本方向） 

文化芸術を担う人材を育てるため、一流の文化芸術に触れる機会の提供や意欲的な創作活動等を後押しする

とともに、障がい者の文化芸術活動を推進します。 

また、スポーツを担う人材を育てるため、アスリート、障がい者アスリートの各種競技大会や強化合宿への

参加を支援するとともに、スポーツ活動を支える指導者等の養成、スポーツ医・科学サポートを推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ｄの指標が２指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 13指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が 12指標（92％）、達成度Ｃの指標が１指標（８％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

34 
将来の夢や目標を持って

いる児童生徒の割合 
％ 

小 ㉚86.5 88.0 86.7 84.6 Ｄ - - - 

35 中 ㉚73.2 76.0 74.0 73.1 Ｄ - - - 

【特記事項】 

・ 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合は、各校のキャリア教育等において、企業訪問や地域を理
解する調べ学習など、学校教育全体において多様な体験活動に取り組んできましたが、児童生徒が自己の
在り方、生き方を考えることとのつながりが弱かったことなどを一因に、全国平均を上回る実績値となっ
たものの、小学生、中学生ともに達成度は【Ｄ】となりました。 

 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 13 指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が

12 指標（92％）、達成度Ｃの指標が１指標（８％）でし

た。 

 

 

 Ⅲ 教育 

 

19 文化芸術・スポーツを担う人材を育てます 

Ａ

9指標

69%

Ｂ

3指標

23%

Ｃ

1指標

8%

13指標
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(１) 文化芸術活動を担う人材の育成                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

222 岩手芸術祭への出展数〔累計〕 件 1,341 5,430 1,350 1,189 Ｂ 

223 
子どものための芸術家派遣事業公演数〔累
計〕【再掲】 

件 63 266 65 77 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 24 24 0 0 0 24 
4 

(57%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

2 

（29%） 

4 

(57%) 

0 

(0%) 

1 

(14%) 

2 

（29%） 

 

(２) 文化芸術活動を支える人材の育成                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

224 アートマネジメント研修参加者数〔累計〕 人 42 160 42 32 C 

225 
障がい者文化芸術活動支援者育成研修受講

者数〔累計〕 
人 41 160 41 59 A 

【特記事項】 

・・  アートマネジメント研修参加者数〔累計〕は、新型コロナウイルス感染症の影響等により、令和２年２
月の研修参加者数が 32人にとどまったことから、達成度は【Ｃ】となりました。  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 34 33 8 0 0 25 
3 

(75%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（25%） 

2 

(50%) 

0 

(0%) 

2 

(50%) 

0 

（0%） 

 

(３) アスリートの競技力の向上                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

226 国民体育大会天皇杯順位 位 ㉚東北１位 東北１位 東北１位 東北２位 Ｂ 

227 本県関係選手の日本代表選出数〔累計〕 人 40 112 28 32 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 281 255 0 0 0 255 
4 

(66%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

1 

（17%） 

2 

(33%) 

4 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(４) 障がい者アスリートの競技力の向上                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

228 
障がい者アスリートの育成研修会参加選手数
〔累計〕 

人 14 84 18 23 Ａ 

229 ジャパンパラ競技大会出場選手数〔累計〕 人 7 30 7 11 Ａ 
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 6 3 0 0 0 3 
3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(５) スポーツ医・科学サポートを通じた競技力の向上                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

230 スポーツ医・科学サポート団体数〔累計〕 団体 90 382 91 117 Ａ 

231 アスレティックトレーナー等登録者数 人 90 114 90 93 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 24 23 0 1 0 22 
2 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(25%) 

1 

（25%） 

3 

(75%) 

0 

(0%) 

1 

(25%) 

0 

（0%） 

 

(６) スポーツ活動を支える指導者等の養成                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

232 公認スポーツ指導者資格登録者数 人 ㉚2,701 2,850 2,738 2,759 Ａ 

233 公認障がい者スポーツ指導者資格登録者数 人 225 300 255 250 Ｂ 

234 スポーツ推進委員研修会参加率 ％ ㉚43.6 50.0 50.0 54.3 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 188 170 4 0 0 166 
5 

(62%) 

3 

(38%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(62%) 

3 

(38%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「県ゆかりの芸術家やスポーツ選手の活躍」の重要度は 43位、満足度
は１位となり、ニーズ度は 55 位となっています。  
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（基本方向） 

高等教育機関と連携した地域づくり・人づくりを進めるため、産学官連携による共同研究等を促すとともに、

高等教育機関の体制の強化や相互の機能補完等を促進します。 

また、産学官が連携し、高い専門性と教養を兼ね備えた人材を育成するとともに、県内高校生の地元大学へ

の進学意識の醸成や県内大学生等の卒業後の地元定着を高める取組を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ｄの指標が１指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標５指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（40％）、達成度Ｄの指標が３指標（60％）で

した。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

36 
県内大学等卒業者の県内

就職率 
％ 45.3 51.5 48.5 43.8 Ｄ （1位） （2位） (下降) 

【特記事項】 

・ 県内大学等卒業者の県内就職率は、県内大学等の卒業生の地元定着を促進するため、県内企業等の魅力
をＰＲする「ふるさと発見！大交流会 in Iwate」を平成 30 年度に引き続き開催するなど、県内企業の魅力
を伝える機会を設けてきましたが、首都圏を中心とした県外企業の旺盛な採用活動の影響により、達成度
は【Ｄ】となりました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標５指標は、達成度Ａ，Ｂの指標が２

指標（40％）、達成度Ｄの指標が３指標（60％）でした。 

(１) 高等教育機関との連携による地域課題解決に向けた取組の推進                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

235 
地域課題解決を目的とした県内高等教育機関
との共同研究数〔累計〕 

件 13 60 15 14 Ｂ 

  

 Ⅲ 教育 

 

20 高等教育機関と連携した地域づくり・人づくりを 
 進めます 

Ａ

1指標

20%

Ｂ

1指標

20%

Ｄ

3指標

60%

5指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 35 19 0 0 19 0 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(２) 地域をけん引する人材の育成と若者定着の促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

236 高大連携講座への参加者数 人 862 1,110 960 901 Ｄ 

237 県内企業等へのインターンシップ参加者数 人 678 745 700 548 Ｄ 

【特記事項】 

・・  高大連携講座への参加者数は、より多くの高校生が高大連携講座に参加するよう大学と連携して取り組
みましたが、大学における受入れの都合により参加を希望した高校生の一部が参加できないこともあり、
参加者数が伸び悩んだため、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 県内企業等へのインターンシップ参加者数は、県内大学生等の地元定着の促進のため、県内企業等の魅
力をＰＲする「ふるさと発見！大交流会 in Iwate」を平成 30年度に引き続き開催するなど、県内企業の
魅力を伝える機会を設けてきましたが、首都圏を中心とする県外企業の旺盛な採用活動の影響による県外
就職の割合の増加などを背景として、インターンシップ先として県内企業を選択する学生が減少したため、
達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 30 25 0 0 0 25 
1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

 

(３) 岩手県立大学における取組への支援                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

238 岩手県立大学の実装化された研究成果数〔累計〕 件 6 17 4 4 A 

239 岩手県立大学卒業生の県内就職率 ％ 46.4 52.5 49.5 46.9 D 

【特記事項】 

・・  岩手県立大学卒業生の県内就職率は、首都圏を中心とする県外企業の採用活動が旺盛であったこと等に
より、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 3,808 3,804 0 0 0 3,804 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「大学の地域社会貢献」の重要度は 36 位、満足度は 20 位となり、ニ
ーズ度は 40 位となっています。  
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（基本方向） 

快適で豊かな暮らしを支える生活環境づくりに向け、耐震性、省エネ性能などを備えた良質な住宅の普及や

地域の魅力を高めるリノベーションを促すとともに、自然と調和した美しい水辺環境の保全、水道事業の広域

連携や汚水処理施設の整備等の取組を促進します。 

また、持続可能なまちづくりに向け、市町村との連携により適正な土地利用を図りながら、道路や公園など

の都市基盤やユニバーサルデザインによる公共施設等の整備を推進します。 

さらに、地域の魅力を高め、活力ある地域社会の実現を図るため、地域住民、ＮＰＯ等と協働して良好な景

観の形成を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ｄの指標が

１指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標 11指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が６指標（67％）、

達成度Ｃ、Ｄの指標が３指標（33％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

37 
県外からの移住・定住者
数 

人 1,091 1,757 1,320 1,190 Ｄ - - - 

38 汚水処理人口普及率 ％ 80.8 86.5 82.7 － － 
35位 

（5位） 
- - 

【特記事項】 

・ 県外からの移住・定住者数は、有効求人数が減少したことに伴い、Ｕ・Ｉターン就職者数も減少したた
め、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 汚水処理人口普及率は、統計結果が公表されていないため、実績値は測定できませんでした。なお、令
和元年度においても下水道・浄化槽出前講座等に取り組みました。 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 11指標は、実績値が未確定等の２指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が６指標（67％）、達成度

Ｃ、Ｄの指標が３指標（33％）でした。 

 Ⅳ 居住環境・コミュニティ 

 

21 快適で豊かな暮らしを支える生活環境をつくります 

Ａ

5指標

56%Ｂ

1指標

11%

Ｃ

1指標

11%

Ｄ

2指標

22%

9指標
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(１) 快適に暮らせる良質で環境に配慮した居住環境づくり                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

240 
木造住宅の耐震診断への補助実施件数〔累
計〕 
※H28 以前からの累計 

件 5,353 5,696 5,512 5,568 A 

241 
新築住宅着工戸数に占める長期優良住宅の
割合 

％ 10.2 13.0 11.3 9.3 D 

242 
空家等対策計画策定市町村数〔累計〕 
※H28 以前からの累計 

市町村 16 28 23 22 B 

【特記事項】 

・ 新築住宅着工戸数に占める長期優良住宅の割合は、長期優良住宅の認定要件を満たすために工事費が増
加することや、申請手続に時間を要することに伴う工事完了の遅れ等の理由で、申請件数が伸び悩んだた
め達成度は【Ｄ】となりました。 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 16 10 1 0 0 9 
0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（100%） 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（50%） 

 
 

(２) 自然と調和した衛生的で快適な生活環境の保全                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

224 
身近な水辺空間の環境保全等に継続的に取
り組む団体数 

団体 60 60 60 61 Ａ 

244 水道基幹管路の耐震適合率（上水道） ％ ㉘49.4 ③57.4 ㉚52.6 49.1 Ｄ 

245 汚水処理人口普及率（下水道） ％ 59.5 63.3 60.9  － － 

246 汚水処理人口普及率（浄化槽） ％ 13.1 15.4 13.8 － － 

247 下水道・浄化槽出前講座実施回数〔累計〕 回 26 100 25 17 C 

【特記事項】 

・ 水道基幹管路の耐震適合率（上水道）は、市町村等による水道施設の耐震化を補助事業等により支援し
たことなどにより、耐震適合性のある基幹管路延長は着実に延びましたが、簡易水道事業の上水道事業化
が進んだことなどにより上水道全体の基幹管路延長が大幅に延び、結果として耐震適合率が押し下げられ
たことから、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 汚水処理人口普及率（下水道・浄化槽）は、統計結果が公表されていないため、実績値は測定できませ
んでした。なお、令和元年度においても、下水道・浄化槽出前講座等に取り組みました。 

・ 下水道・浄化槽出前講座実施回数〔累計〕は、学校行事の都合等の理由により出前講座の申込件数が減
少したため、達成度は【Ｃ】となりました。    

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

8 3,063 2,273 2,008 38 5 222 
6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(50%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

1 

（25%） 
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(３) 快適で魅力あるまちづくりの推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

248 
バリアフリー化に対応した特定公共的施設数
〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
施設 88 102 93 97 A 

249 
景観づくりに取り組む地区数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
地区 42 51 45 48 A 

250 景観学習実施回数〔累計〕 回 8 20 5 7 A 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 26,765 12,640 6,909 4,447 972 312 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「生活基盤整備などが進んだ生活環境」の重要度は 16 位、満足度は
51 位となり、ニーズ度は６位となっています。 
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（基本方向） 

地域における県民の暮らしを支える公共交通を守るため、持続可能な地域公共交通ネットワークの構築に取

り組みます。 

また、地元利用の促進につながる利便性の向上や、魅力ある商品の造成などを通じた観光面での利用拡大な

どを促進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、実績値が未確定等なため、達成度は測定できませんで

した。 

・具体的推進方策指標７指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が４指標（67％）、

達成度Ｄの指標が２指標（33％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

39 
三セク鉄道・バスの一人
当たり年間利用回数 

回 17.5 17.5 17.5 － － - - - 

【特記事項】  

・ 三セク鉄道・バスの一人当たり年間利用回数は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。
なお、令和元年度においては、三セク鉄道の利用促進策を実施したほか、バス路線活性化検討会を開催し、
路線の見直しや利用促進策について検討・実施するなど、年間利用回数の維持に取り組みました。 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標７指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が４指標（67％）、達成度

Ｄの指標が２指標（33％）でした。 

(１) 広域バス路線や鉄道路線の維持・確保                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

251 広域バス１路線当たりの平均乗車密度 人 3.4 3.8 3.5 3.5 Ａ 

252 ＩＧＲいわて銀河鉄道の１日あたりの運行本数 本 68 68 68 70 Ａ 

253 三陸鉄道の１日当たりの運行本数 本 43 53 53 53 Ａ 

 Ⅳ 居住環境・コミュニティ 

 

22 地域の暮らしを支える公共交通を守ります 

Ａ

3指標

50%

Ｂ

1指標

17%

Ｄ

2指標

33%
6指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 652 632 0 106 62 464 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(67%) 

2 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(２) 地域の実情に応じた効率的な公共交通ネットワークの構築支援  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

254 
地域公共交通網形成計画等策定市町村数
〔累計〕 

※H28 以前からの累計

市町村 12 33 18 17 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 17 15 0 0 0 15 
1 

(33%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

1 

（33%） 

1 

(33%) 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(３) 地域公共交通の利用促進 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

255 ノンステップバスの導入率 ％ 20.5 35.0 26.0 － － 

256 ＩＧＲいわて銀河鉄道の年間利用者数 万人 523 528 525 510 Ｄ 

257 三陸鉄道の年間利用者数 万人 52 110 120 91 Ｄ 

【特記事項】 

・ ノンステップバスの導入率は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。なお、令和元年度
においては、ノンステップバスを含む低床バスの購入費用に対する支援を通じて、ノンステップバスの導
入率向上に取り組みました。 

・ ＩＧＲいわて銀河鉄道の年間利用者数は、令和元年東日本台風（台風第 19 号）による運休、暖冬の影
響、新型コロナウイルス感染症に伴う休校措置等による影響により、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 三陸鉄道の年間利用者数は、令和元年東日本台風（台風第 19 号）による運休、新型コロナウイルス感
染症に伴う団体旅行のキャンセルや休校措置等による影響により、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 287 267 2 0 0 265 
3 

(75%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（25%） 

0 

(0%) 

2 

(40%) 

1 

(20%) 

2 

（40%） 

３ その他（指標以外の状況など）  

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「公共交通機関の維持・確保」の重要度は 18 位、満足度は 54 位とな
り、ニーズ度は４位となっています。  
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（基本方向） 

つながりや活力を感じられる地域コミュニティを守り、育てるため、持続可能な地域コミュニティづくりを

推進するとともに、地域コミュニティ活動を支える人材を育成します。 

特に、地域に移り住んで地域協力活動を行う地域おこし協力隊などの活動を促進するとともに、地域の産業

や地域コミュニティ活動の担い手が地域に定着できるような取組を進めます。 

また、地域の安全を地域で守る防災体制づくりを図るため、自主防災組織などにおいて中核的な役割を担う

人材の育成に取り組みます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ｄの指標が１指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標６指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が５指標（83％）、達成度Ｄの指標が１指標（17％）で

した。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

40 
地縁的な活動への参加割
合 

％ 36.9 43.0 39.0 35.7 Ｄ - - - 

【特記事項】 

・ 地縁的な活動への参加割合は、自治会や町内会の活動を支援するため、「元気なコミュニティ特選団体」
の認証等による持続可能なコミュニティ活動の促進、地域運営組織の育成、地域おこし協力隊等の地域コ
ミュニティ活動を支える人材の育成等に取り組んだものの、これらの取組が地縁的な活動への参加者増加
にまでは至らなかったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標６指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が 

５指標（83％）、達成度Ｄの指標が１指標（17％）でした。 

 

 

 

 Ⅳ 居住環境・コミュニティ

 

23 つながりや活力を感じられる地域コミュニティを 
 守り育てます 

Ａ

4指標

67%

Ｂ

1指標

16%

Ｄ

1指標

17%

6指標
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(１) 持続可能な地域コミュニティづくり                              

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

258 活動中の元気なコミュニティ特選団体数 団体 ㉚179 227 191 184 Ｄ 

259 地域運営組織数 団体 131 180 150 147 Ｂ 

【特記事項】 

・ 活動中の元気なコミュニティ特選団体数は、地域住民が主体となり、先駆的な活動に取り組む地域コミ
ュニティ団体を「元気なコミュニティ特選団体」として認証するとともに、モデル的な活動に取り組んで
いる団体を支援し、活動事例を情報発信することにより、持続可能な地域コミュニティ活動の促進に取り
組みましたが、令和元年度における「元気なコミュニティ特選団体」の認定数が 10 であったのに対し、
活動を休止した団体等が５であったため、結果として 184団体となり、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 36 23 0 0 0 23 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(33%) 

1 

(33%) 

1 

(33%) 

0 

（0%） 

 (２) 地域コミュニティ活動を支える人材の育成                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

260 
地域づくり等に関するセミナー参加者数〔累

計〕 
人 258 1,320 300 402 Ａ 

261 地域おこし協力隊員数 人 130 230 193 201 Ａ 

262 
地域おこし協力隊等を対象としたセミナー参加

者数〔累計〕 
人 160 1,000 250 281 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 64 61 0 0 0 61 
4 

(80%) 

0 

(0%) 

1 

(20%) 

0 

（0%） 

4 

(80%) 

0 

(0%) 

1 

(20%) 

0 

（0%） 

 (３) 地域コミュニティを基盤とした防災体制づくり                                  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

263 
地域防災サポーターによる講義等の受講者数
〔累計〕【再掲】 

人 2,537 12,500 2,750 3,661 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 92 89 45 2 0 42 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「つながりや活力を感じられる地域コミュニティ」の重要度は 42 位、
満足度は 32 位となり、ニーズ度は 41 位となっています。  
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60

40  

 

 

 

   

 

24  

3

60%

2
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(１) 岩手ファンの拡大とＵ・Ｉターンの促進                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

264 移住・定住交流ホームページアクセス数 回 15,373 24,890 18,700 34,797 Ａ 

265 移住相談件数 件 3,263 4,380 3,720 3,597 Ｃ 

266 
Ｕ・Ｉターン就職者数〔累計〕【再掲】 
※H29 からの累計 

人 794 7,060 3,160 2,455 Ｃ 

【特記事項】 

・ 移住相談件数は、東京に設置している２か所の相談窓口における移住と就職の一元的な相談体制
の構築、首都圏での県主催移住相談会の実施などに取り組みましたが、本県の旧職業紹介マッチン
グシステム（岩手県Ｕ・Ｉターンシステム）には新規学卒者向け情報の掲載が少なかったことによ
る相談件数の減少に加え、新型コロナウイルスの感染拡大に警戒が続いていた令和２年２月から３
月にかけて、首都圏の移住相談窓口等での移住相談件数の大幅な落ち込みにより、通年として、想
定の伸び率に達しなかったことから、達成度は【Ｃ】となりました。岩手県Ｕ・Ｉターンシステム
については令和２年３月に廃止し、新たな就職情報マッチングサイト「シゴトバ クラシバ いわて」
を稼働させました。なお、当該指標は、国の移住相談に関する調査に基づき実績確認を行っていま
すが、新型コロナウイルス感染症の影響により、国の調査が遅れたため、今回は県において実績値
を調査した速報値です。 

・ Ｕ・Ｉターン就職者数〔累計〕は、首都圏に進学している学生と県内企業との交流会や岩手版ワーキン
グホリデーなどに取り組みましたが、米中貿易摩擦や消費増税による消費低迷等の影響により、建設業や
製造業、卸売業・小売業の新規求人数が減少するなど、増加を想定していた県内の有効求人数が減少に転
じたことに伴い、Ｕ・Ｉターン就職者数も想定を下回ったため、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 257 242 100 1 0 141 
6 

(75%) 

2 

(25%) 

0 

(%) 

0 

（0%） 

4 

(66%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

1 

（17%） 

 (２) 安心して移住し、活躍できる環境の整備                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

267 
移住コーディネーター、定住支援員等を配置し
ている市町村数 

市町村 9 33 17 21 Ａ 

268 
地域おこし協力隊等を対象としたセミナー参加
者数〔累計〕【再掲】 

人 160 1,000 250 281 Ａ 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 44 42 19 0 0 23 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「移住・定住を増やすための取組」の重要度は 44 位、満足度は 50 位
となり、ニーズ度は 31位となっています。  
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（基本方向） 

市町村や国際交流協会等と連携し、外国人県民等が安心していきいきと生活できるよう、暮らしやすさの向

上に取り組みます。 

また、各国の文化や習慣に対する理解を深めるため、各地域において外国人県民等との交流機会を拡大しま

す。 

さらに、世界と岩手とのつながりを一層深めるため、多様な主体による海外との交流を促進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、すべて実績値が未確定等でした。 

・具体的推進方策指標６指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が６指標（100％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

41 
在留外国人数〔10 万人当

たり〕 
人 527.0 748.6 612.6 － - 

45 位 

（4 位） 
- - 

【特記事項】 

・ 在留外国人数〔10 万人当たり〕は、実績値が未確定等であるため、実績値は測定できませんでした。な
お、令和元年度においては、外国人材受入れ拡大に対応するため、いわて県民情報交流センター（アイー
ナ）に「いわて外国人県民相談・支援センター」を設置し、外国人県民からの相談体制の強化に取り組み
ました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標６指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が６

指標（100％）でした。 

(１) 外国人県民等が暮らしやすい環境づくり                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

269 国際交流センター来館者数 人 145,656 165,800 156,100 172,520 A 

270 
多文化共生推進ワークショップ等参加者数〔累

計〕 
人 636 3,420 840 1,517 A 

271 地域国際化人材育成研修参加者数〔累計〕 人 ㉚95 430 100 120 A 

 Ⅳ 居住環境・コミュニティ 

 

25 海外の多様な文化を理解し、共に生活できる 
 地域づくりを進めます 
 

Ａ

5指標

83%

Ｂ

1指標

17%

6指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 48 46 5 0 0 41 
5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(17%) 

2 

（33%） 

 (２) 海外との交流の促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

272 海外県人会数 団体 18 18 18 18 A 

273 海外派遣人数及び相互交流受入人数〔累計〕 人 ㉚33 176 44 42 B 

274 いわて親善大使活動件数 件 30 42 33 46 A 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 34 34 0 0 0 34 
2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(50%) 

2 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「外国人も暮らしやすい社会」の重要度は 54 位、満足度は 40 位とな
り、ニーズ度は 48 位となっています。  
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（基本方向） 

文化芸術を生かした地域活性化を図るため、岩手芸術祭をはじめとした文化イベントの開催などにより、人

的・経済的な交流を推進します。 

また、スポーツを生かした地域活性化を図るため、ラグビーワールドカップ 2019™や東京 2020 オリン

ピック･パラリンピック競技大会のレガシーを継承し、スポーツイベントの誘致・開催をはじめとしたスポー

ツツーリズムの拡充などを通じて、人的・経済的な交流の拡大に取り組みます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａの指標が

１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標５指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が４指標（80％）、達成度Ｃの指標が１指標（20％）で

した。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

42 
文化・スポーツ施設の入
場者数（文化施設入場者
数）※１ 

千人 168 ③176  ㉚170 ㉚185 Ａ - - - 

43 
文化・スポーツ施設の入
場者数（スポーツ施設入
場者数）※２ 

万人 805 806  806 － － - - - 

※１ 岩手県内公立文化施設協議会加盟施設で行う自主催事入場者数 

※２ 県及び県内市町村の公立スポーツ・レクリエーション施設入場者数 

【特記事項】 

・ 文化・スポーツ施設の入場者数（スポーツ施設入場者数）は、調査結果が確定していないため、実績値
は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、スポーツ教室やスポーツイベントを実施するな
ど、スポーツ施設の利用促進に取り組みました。 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標５指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が４

指標（80％）、達成度Ｃの指標が１指標（20％）でした。 

 

 Ⅳ 居住環境・コミュニティ 

 

26 文化芸術・スポーツを生かした地域をつくります 
 

Ａ

3指標

60%

Ｂ

1指標

20%

Ｃ

1指標

20%

5指標
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(１) 文化芸術を生かした人的・経済的な交流の推進                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

275 岩手芸術祭参加者数〔累計〕【再掲】 人 25,191 93,000 27,000 26,390 Ｂ 

276 
県立文化施設（県民会館、県立博物館、県立
美術館）利用者数【再掲】 

人 ㉘438,274 462,500 449,500 757,566 A 

277 文化芸術関連ＳＮＳフォロワー数 人 4,500 5,900 5,000 5,055 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

７ 1,126 1,116 0 416 0 700 
6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(57%) 

3 

(43%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (２) スポーツを生かした人的・経済的な交流の推進                              

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

278 
スポーツ大会・合宿・イベントの参加者数〔累
計〕 

人 130,000 594,000 166,000 187,809 Ａ 

279 
県内トップ・プロスポーツチームによるスポー
ツ教室等の参加者数〔累計〕 

人 3,771 15,500 3,830 2,956 C 

【特記事項】 

・ 県内トップ・プロスポーツチームによるスポーツ教室等の参加者数〔累計〕は、県内トップ・プロスポ
ーツチーム３チームとの連携により、目標を達成できるように取り組みましたが、１回当たりのスポーツ
教室参加者数の減少や新型コロナウイルス感染症の影響により、年度末に予定していたスポーツ教室を中
止したことなどから、達成度は【Ｃ】となりました。  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

５ 1,208 1,205 0 2 0 1,203 
6 

(86%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（14%） 

5 

(72%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

1 

（14%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「文化芸術・スポーツを生かした地域づくり」の重要度は 50 位、満足
度は 28位となり、ニーズ度は 49位となっています。  
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（基本方向） 

東日本大震災津波や近年の各種災害における経験・教訓を踏まえ、自助・共助・公助に基づく防災体制づく

りに向け、県民一人ひとりの防災意識の向上や、地域コミュニティにおける住民同士が助け合える体制の強化、

国・県・市町村・防災機関が連携した防災・減災体制の整備などの取組を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ｂの指標が１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標６指標は、達成度Ａの指標が５指標（83％）、達成度Ｄの指標が１指標（17％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

44 自主防災組織の組織率 ％ 86.9 90.0 88.1 87.9 Ｂ 
27位 

（2位） 
- - 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標６指標は、達成度Ａの指標が５指標

（83％）、達成度Ｄの指標が１指標（17％）でした。 

 

(１) 県民への正しい防災知識の普及と防災意識の向上（自助）                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

280 防災指導車の年間利用者数〔累計〕 人 ㉗3,022 19,500 4,350 7,877 Ａ 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 92 89 45 2 0 42 
1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

Ⅴ 安全 

27 自助、共助、公助による防災体制をつくります 
 

Ａ

5指標

83%

Ｄ

1指標

17%

6指標
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 (２) 地域コミュニティにおける防災体制の強化（共助）                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

281 
地域防災サポーターによる講義等の受講
者数〔累計〕 

人 2,537 12,500 2,750 3,661 A 

282 消防団の機能別団員数 人 1,068 1,500 1,200 1,240 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 92 89 45 2 0 42 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

1 

(33%) 

0 

（0%） 

 (３) 実効的な防災・減災体制の整備（公助）                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

283 

避難勧告等発令基準を策定した市町村数〔累

計〕 
※H28 以前からの累計 

市町村 21 30 27 28 A 

284 
避難確保計画を策定した要配慮者利用施設
数〔累計〕 

施設 196 600 150 253 A 

285 
避難行動要支援者の個別計画策定に取り組

んでいる市町村数【再掲】 
市町村 17 33 21 19 D 

【特記事項】 

・ 避難行動要支援者の個別計画策定に取り組んでいる市町村数は、市町村の福祉及び防災担当職員等を対
象とした会議や研修会を開催し策定を働きかけてきましたが、地域における避難支援者の確保が難しいこ
となどの課題により個別計画の策定が進まず、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 95 91 47 2 0 42 
4 

(80%) 

0 

(%) 

1 

(20%) 

0 

（%） 

4 

(100%) 

0 

(%) 

0 

(%) 

0 

（%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「地域の協力による防災体制づくり」の重要度は 19位、満足度は５位
となり、ニーズ度は 36位となっています。  
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（基本方向） 

事故や犯罪の少ない安全・安心なまちづくりに向け、地域ぐるみでの犯罪が起こりにくい環境づくりの取組

や高齢者と子どもの交通事故防止を重点とした交通安全対策を推進します。 

 また、配偶者等に対する暴力を根絶するため、教育・啓発、相談体制や安全確保体制の充実を図ります。 

さらに、消費者トラブルの未然防止と早期解決のため、消費者被害の防止に向けた情報提供やセミナーの開

催などにより消費者教育を推進するとともに、相談機能を充実します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ａの指標が１指標（50％）、達成度Ｄの指標が１

指標（50％）でした。 

・具体的推進方策指標 15指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 11指標（85％）、

達成度Ｄの指標が２指標（15％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

45 
刑法犯認知件数〔千人当

たり〕 
件 ㉚2.76 2.40 2.64 2.47 Ａ 

2 位 

（2 位） 

2 位 

（2 位） 
横ばい 

(横ばい) 

46 
交通事故発生件数〔千人
当たり〕 

件 ㉚1.58 1.20 1.47 1.59 Ｄ 
2 位 
（1 位） 

6 位 

（2 位） 
下降 

(下降) 

【特記事項】 

・ 交通事故発生件数〔千人当たり〕は、16 年連続の減少傾向を維持しましたが、自転車が関係する交通事
故や高速道路での交通事故が増加したことにより、全体の交通事故発生件数の減少率が人口減少率より下
回ったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 15指標は、実績値が未確定等の２指

標を除き、達成度Ａ，Ｂの指標が 11 指標（85％）、達成

度Ｄの指標が２指標（15％）でした。 

 

 

 

 Ⅴ 安全 

 

28 事故や犯罪が少なく、 
 安全・安心に暮らせるまちづくりを進めます 

Ａ

7指標

54%

Ｂ

4指標

31%

Ｄ

2指標

15%

13指標
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(１) 地域ぐるみでの防犯意識の高揚に向けた取組の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

286 特殊詐欺被害の阻止率 ％ ㉚63.1 70.0 65.0 47.4 Ｄ 

287 
侵入窃盗及び乗物盗のうち無施錠による被害
件数 

件 ㉚610 440 565 554 Ａ 

288 活発な防犯活動に取り組む団体の割合 ％ 53.4 64.0 57.6 57.7 Ａ 

289 刑法犯検挙者中の再犯者数 人 645 531 615 － － 

【特記事項】 

・ 特殊詐欺被害の阻止率は、関係機関と連携を強化した広報啓発活動に取り組みましたが、犯人が被害者
と面接してキャッシュカードを騙し取る等の第三者が阻止する機会が非常に得にくい新たな手口が増加
したことにより、実績値が 47.4％にとどまり、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 刑法犯検挙者中の再犯者数は、法務省が行う刑法犯検挙者中の再犯者数に関する統計結果が公表されて
いないため、実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、岩手県再犯防止推進連絡協
議会を新たに設置し、再犯防止に向けた連携体制を整備するなど、罪を犯した者に対する社会復帰支援に
取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

5 46 44 32 0 0 12 
6 

(75%) 

0 

(0%) 

1 

(13%) 

1 

（13%） 

6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (２) 犯罪被害者を支える社会づくりの推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

290 
犯罪被害者等に係る理解促進のための講演
会等の参加者数〔累計〕 

人 4,279 17,200 4,300 5,206 A 

291 「はまなすサポート」ホームページアクセス数 回 － 2,100 2,100 1,999 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 6 6 2 0 0 4 
2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (３) 少年の非行防止と保護対策の推進                                   

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

292 
少年人口 1,000 人当たりに占める刑法犯少年
の数 

人 ㉚1.61 1.59 1.61 1.61 A 

293 
少年が主たる被害者となる刑法犯認知件数の
割合 

％ ㉚11.3 11.3 11.3 12.1 B 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

1 1 1 0 0 0 1 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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 (４) 配偶者等に対する暴力の根絶                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

294 ＤＶ相談員研修会の参加者数〔累計〕 人 58 240 60 79 A 

295 デートＤＶ出前講座受講者数〔累計〕 人 3,313 14,000 3,500 3,253 B 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 25 24 0 0 0 24 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(５) 交通事故抑止対策の推進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

296 交通事故死傷者数 人 ㉚2,472 1,860 2,300 2,425 Ｄ 

297 
高齢ドライバーによる交通事故発生件数（高
齢者人口千人当たり） 

件 ㉚1.28 1.10 1.23 1.23 Ａ 

【特記事項】 

・・  交通事故死者数は、昭和 29 年以降で最少であったものの、自転車が関係する交通事故、高速道路での
交通事故が増加したことによる死傷者数の増加のほか、高齢ドライバーや青少年ドライバーによる交通事
故、二輪車が関係した交通事故等の減少率が低かったことにより死傷者数の減少数が伸びなかったため、
全体の死傷者数減少が抑制され、達成度は【Ｄ】となりました。 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 831 780 169 6 290 315 
6 

(86%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（14%） 

6 

(75%) 

1 

(13%) 

1 

(13%) 

0 

（0%） 

 

 (６) 消費者施策の推進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

298 消費者教育関連セミナー受講者数〔累計〕 人 6,177 23,200 5,800 6,045 A 

299 消費生活相談解決割合 ％ 96.6 96.7 96.7 96.3 B 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 61 58 56 1 0 1 
3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(33%) 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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 (７) 治安基盤の強化                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

300 
機能・利便性が向上する交番・駐在所の箇所
数〔累計〕 

箇所 － 9 0 － － 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 63 51 0 1 10 40 
4 

(80%) 

1 

(20%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(60%) 

1 

(20%) 

0 

(0%) 

1 

（20%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「犯罪への不安の少ない社会づくり」の重要度は２位、満足度は 11位、
ニーズ度は 17位、 

・ 令和２年県民意識調査によると「交通事故の少ない社会づくり」の重要度は１位、満足度は 17位、ニ
ーズ度は 13 位 

・ 令和２年県民意識調査によると「消費者トラブルへの適切な相談や支援」の重要度は７位、満足度は
31 位、ニーズ度は 12位となっています。 
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（基本方向） 

県民の食品に対する信頼の向上と理解増進のため、リスクコミュニケーションの手法などにより、食品の安

全性の理解促進や安心感の醸成を推進します。 

また、県民が広く食育の意義や必要性を理解できるよう、食に関わるイベントの開催などにより、地域に根

ざした食育と食を楽しむ環境づくりを進めます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ａが１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標５指標は、達成度Ａ、Ｂが５指標（100％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

47 
食中毒の発生人数〔10 万

人当たり〕 
人 13.7 13.0 13.5 2.3 Ａ 

30 位 

（5 位） 
3 位 

（2 位） 

上昇 

（上昇） 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標５指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が５

指標（100％）でした。 

(１) 食の信頼向上の推進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

301 
食の安全安心に関する講座型リスクコミュニケ

ーションの延べ受講者数〔累計〕 
人 ㉚90 400 100 80 Ｂ 

302 
ＨＡＣＣＰ導入に関する講習会の受講者数〔累

計〕 
人 1,347 7,200 1,800 3,937 Ａ 

303 流通食品検査等の基準適合割合 ％ 99.2 99.2 99.2 99.5 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 39 38 10 1 0 27 
8 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

8 

(89%) 

1 

(11%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

  Ⅴ 安全 

 

 29 食の安全・安心を確保し、地域に根ざした食育を 
進めます 

 

Ａ

4指標

80%

Ｂ

1指標

20%

5指標
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 (２) 地域に根ざした食育と食を楽しむ環境づくりの推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

304 食育普及啓発キャラバンの参加者数〔累計〕 人 254 1,040 260 304 Ａ 

305 食育と食を楽しむイベントの参加者数〔累計〕 人 ㉚47,352 216,000 54,000 78,423 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 2 2 1 0 0 1 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(50%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

1 

（25%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「購入する食品の安全性に不安を感じない環境」の重要度は 10位、満
足度は３位となり、ニーズ度は 37位となっています。 
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（基本方向） 

感染症による脅威から県民の暮らしを守るため、感染症に関する正しい知識の普及や国や県、市町村、関係

機関、団体等と連携した感染症の発生やまん延を防止する対策を推進します。 

また、暮らしに大きな影響を及ぼす家畜伝染病の発生を防ぐため、家畜衛生対策や、危機事案発生時の体制

強化に向けた取組を推進します。 

 

［概要］ 

・具体的推進方策指標５指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａの指標が４指標（100％）でし

た。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

- － － － － － － － - - - 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標５指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａの指標が４指標（100％）でした。 

(１) 感染症の発生やまん延を防止する対策の推進                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

306 
抗インフルエンザウイルス薬の備蓄目標達

成率 
％ 100 100 100 100 Ａ 

307 
医療圏域別の感染症発生時実動訓練・研

修会実施率 
％ 100 100 100 100 Ａ 

308 Ｃ型肝炎ウイルス検査受検率 ％ 46 50 47 － － 

【特記事項】 

・ Ｃ型肝炎ウイルス検査受検率は、令和元年度は調査結果が公表されていないため、実績値は測定できま
せんでした。なお、令和元年度においては、広報媒体を活用した肝炎ウイルスに関する正しい知識の普及
や検査の受検勧奨等に取り組みました。 

 

 

 Ⅴ 安全 

 

30 感染症による脅威から一人ひとりの暮らしを 
守ります 

 

Ａ

4指標

100%

4指標
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    A B C D A B C D 

8 98 159 58 1 0 100 
10 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

 ( )                                      
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(R4) 

 

(R1) 
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 274 1,120 280 300  
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    A B C D A B C D 

1 3 3 1 0 0 2 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

0%  
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（基本方向） 

県民一人ひとりが能力を発揮でき、ライフスタイルに応じた新しい働き方ができる環境に向け、様々な分野

における雇用機会の確保や長時間労働の是正などの働き方改革を推進するとともに、企業の収益力の向上等を

支援し、正規雇用の拡大や処遇の改善など県内企業の雇用・労働環境の整備を促進します。 

 また、関係団体・機関が連携し、若者等の県内就業を推進するとともに、Ｕ・Ｉターン希望者のニーズを捉

えた取組を推進します。 

さらに、岩手の将来を担う若者をはじめ、女性・高齢者・障がい者等のあらゆる人が持てる能力を最大限に

発揮することを可能とする職業能力の開発などに取り組みます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標５指標は、達成度Ｂの指標が３指標（60％）、達成度Ｄの指標が２

指標（40％）でした。 

・具体的推進方策指標 20指標は、実績値が未確定等の５指標を除き、達成度Ａ,Ｂの指標が９指標（60％）、

達成度Ｃ、Ｄの指標が６指標（40％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

48 
一人当たり県民所得の水

準 ※ 
％ ㉘88.7 ②90.0 ㉙90.0 86.9 Ｂ - - - 

49 正社員の有効求人倍率 倍 0.84 1.03 0.92 0.86 Ｄ 
35 位 

(5 位) 

41 位 

(6 位) 

下降 

（下降） 

50 
総実労働時間〔年間〕【再

掲】 
時間 1,858.8 1,720.8 1,803.6 1,812.0 Ｂ 

46 位 

(5 位) 

47 位 

(6 位) 

下降 

（下降） 

51 完全失業率 ％ 2.1 1.6 1.9 2.1 Ｄ 
13 位 

(2 位) 

23 位 

(2 位) 

下降 

（横ばい） 

52 
高卒者の県内就職率【再

掲】 
％ 65.8 84.5 84.5 68.5 Ｂ 

39 位 

(5 位) 
- - 

※ 全国を 100 とした水準 

【特記事項】 

・ 正社員の有効求人倍率は、米中貿易摩擦や消費増税による消費低迷等の影響により、建設業や製造業、
卸売業・小売業の新規求人数が減少したことなどから、令和元年６月以降有効求人倍率の減少とともに正
社員の求人も落ち込んだため、達成度は【Ⅾ】となりました。 

・ 完全失業率は、建設業や製造業、卸売業・小売業の新規求人数の減少等により、令和元年６月以降有効
求人倍率が前年を下回るなど、雇用環境が後退してきたため、達成度は【Ⅾ】となりました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

18 非正規職員・従業員率 ％ 35.7 - 5 年ごとの公表 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

 

 Ⅵ 仕事・収入 

 

31 ライフスタイルに応じた新しい働き方を通じて、一人 
 ひとりの能力を発揮できる環境をつくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 20指標は、実績値が未確定等の５指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が９指標（60％）、達成度

Ｃ、Ｄの指標が６指標（40％）でした。 

(１) 県内就業の促進及びＵ・Ｉターンによる人材確保の推進                               

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

311 高校生の県内企業の認知度割合 ％ ㉘50.8 100 75.4 － － 

312 
ジョブカフェ等のサービスを利用して就職決
定した人数〔累計〕 

人 2,052 8,400 2,100 2,103 Ａ 

313 高卒者３年以内の離職率 ％ 38.8 35.0 37.2 － － 

314 
Ｕ・Ｉターン就職者数〔累計〕 

※H29 からの累計 
人 794 7,060 3,160 2,455 Ｃ 

【特記事項】 

・ 高校生の県内企業の認知度割合は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。なお、令和元
年度においては、「いわてで働こう推進協議会」を中心に、企業ガイダンスや若手社員等との交流会の開
催など、県内就業に向けた意識改革や県内企業の認知度向上に取り組みました。 

・ 高卒者３年以内の離職率は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。なお、令和元年度に
おいては、就業支援員やキャリアカウンセラーによる職場定着支援、企業の育成担当者セミナーの開催に
加え、新たに、「いわて働き方改革アワード」に「人材育成・定着部門」を創設し、優良な取組を行った
企業を表彰するなどの普及啓発に取り組みました。 

・ Ｕ・Ｉターン就職者数〔累計〕は、首都圏に進学している学生と県内企業との交流会や岩手版ワーキン
グホリデーなどに取り組みましたが、米中貿易摩擦や消費増税による消費低迷等の影響により、建設業や
製造業、卸売業・小売業の新規求人数が減少するなど、増加を想定していた県内の有効求人数が減少に転
じたことに伴い、Ｕ・Ｉターン就職者数も想定を下回ったため、達成度は【Ｃ】となりました。 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

9 383 369 69 1 0 299 
14 

(78%) 

4 

(22%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

9 

(57%) 

5 

(31%) 

1 

(6%) 

1 

（6%） 

 

 (２) 女性・若者・障がい者などへの職業能力開発の支援                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

315 
離職者等を対象とした職業訓練の女性受講者

の就職率 
％ ㉘79.7 ②84.0 ㉙84.0 76.6 Ｂ 

316 
離職者等を対象とした職業訓練の受講者の就

職率 
％ ㉘77.1 ②80.0 ㉙80.0 76.9 Ｂ 

317 障がい者委託訓練の受講者の就職率 ％ 56.0 69.0 61.2 55.0 Ｄ 

318 技能検定合格者数 人 1,221 1,345 1,270 1,252 Ｃ 

319 
県立職業能力開発施設における県内企業へ
の就職率 

％ 63.4 75.0 70.0 58.7 Ｄ 

Ａ

4指標

27%

Ｂ

5指標

33%

Ｃ

3指標

20%

Ｄ

3指標

20%

15指標
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【特記事項】 

・ 障がい者委託訓練の受講者の就職率は、就労を希望する障がい者が、本訓練のほか国や他の機関の障が
い者就業支援制度の中からニーズに合う制度を選択しており、令和元年度は、本訓練の受講者は就業の困
難度が高い者が多かったことから、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 技能検定合格者数については、若年層の受検料負担軽減を図るため、平成 29 年度後期から減免措置を
開始し、受検しやすい環境を作り、若年層の受検者数の確保に取り組んできたところですが、学生や若手
技術者への周知等の取組が十分でなく、受検者増につながらなかったため、合格者数は近年において最大
となったものの、目標に達せず、達成度は【Ｃ】となりました。 

・ 県立職業能力開発施設における県内企業への就職率については、例年実施している県内企業説明会の実
施回数を増やす等、県内就職率向上のための取組を強化してきたところですが、より良い条件の県外の大
手企業などに学生が流れてしまったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 985 899 599 138 0 162 
3 

(34%) 

1 

(11%) 

4 

(44%) 

1 

（11%） 

2 

(29%) 

3 

(42%) 

2 

(29%) 

0 

（0%） 

 

(３) 安定的な雇用の促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

320 高卒者の正社員求人割合 ％ 94.9 96.6 95.7 － － 

321 正社員就職・正社員転換数〔累計〕 人 12,115 52,800 13,200 － － 

【特記事項】 

・ 高卒者の正社員求人割合は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。なお、令和元年度に
おいては、岩手労働局と連携し、求人の正社員化による安定的な雇用の確保等について、施策の周知を行
うとともに、経済団体への要請活動を行いました。 

・ 正社員就職・正社員転換数〔累計〕は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。なお、令
和元年度においては、岩手労働局と連携し、非正規労働者の正社員転換・待遇改善について、施策の周知
を行うとともに、経済団体への要請活動を行いました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 5 5 0 0 0 5 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（100%） 

 

(４) 雇用・労働環境の整備の促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

322 

いわて働き方改革推進運動参加事業者数〔累

計〕 
※H28 以前からの累計 

事業者 128 1,000 400 319 Ｃ 

323 健康経営宣言事業所数【再掲】 事業所 625 1,100 800 1,101 Ａ 

【特記事項】 

・ いわて働き方改革推進運動参加事業者数〔累計〕は、ジョブカフェいわてと連携した周知のほか、参加
手続の簡素化を図るなど応募促進に取り組みましたが、事業所数の多い製造業をはじめ卸売業・小売業や
医療・福祉の業種、県南地域の企業において、働き方改革の必要性や取組内容への理解が十分浸透しなか
ったため、応募が伸びなかったこと、また、企業の人手不足等の事情もあり応募に結びつかなかったこと
から、達成度は【Ｃ】となりました。 
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

7 68 66 2 0 0 64 
7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(43%) 

1 

(14%) 

1 

(14%) 

2 

（29%） 

 (５) 子育てと仕事の両立を図る家庭への支援                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

324 
保育を必要とする子どもに係る利用定員（４月
１日時点）【再掲】 

人 30,716 32,970 31,715 31,876 Ａ 

325 
放課後児童クラブ設置数（５月１日時点）【再
掲】 

箇所 368 456 402 400 Ｂ 

326 
放課後子供教室において指導者を配置して
「体験活動」を実施している教室の割合【再掲】 

％ 13.0 100 40.0 63.9 Ａ 

327 
保育士・保育所支援センターマッチング件数
〔累計〕【再掲】 

件 115 558 129 120 Ｂ 

328 
いわて子育てにやさしい企業等認証の認証数

〔累計〕【再掲】 
事業者 65 315 165 148 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 25 18 8 0 0 10 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(75%) 

0 

(0%) 

1 

(25%) 

0 

（0%） 

 

(６) 障がいなどに応じた多様な就労の場の確保や、就労に向けた支援                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標

値 

(R4) 

年度目標

値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

329 就労移行支援事業所利用者数 人 234 431 324 227 Ｄ 

330 
農業に取り組んでいる就労継続支援Ａ
型事業所の割合【再掲】 

％ 57 63 59 － － 

【特記事項】 

・ 就労移行支援事業所利用者数は、当該サービスを利用せずに、直接、一般就労へ移行するなど利用者が
見込みを下回ったこと、事業所が少ない圏域があること、期間が限定されているサービスのため利用が進
まないことなどから、利用者が見込みを下回ったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 農業に取り組んでいる就労継続支援Ａ型事業所の割合は、今年度、実施される国の調査で判明するため、
実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、農林水産業者と就労継続支援事業所等と
のマッチング支援等に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 16 15 10 0 0 5 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「安定した就職環境」の重要度は 13 位、満足度は 55 位となり、ニー
ズ度は１位となっています。  
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標 13指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａの指標が 12指標（100％）でした。 

 

(１) 中小企業者が行う経営力の強化や生産性の向上、新たな事業活動などの取組の促進                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

331 
経営革新計画承認件数〔累計〕 
※H28 以前からの累計 

件 549 750 629 662 Ａ 

332 
商工指導団体による指導を受けた企業・組合
数〔累計〕 

企業・ 
組合 

37,000 148,000 37,000 43,203 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

7 1,517 1,510 0 1 0 1,509 
6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(84%) 

1 

(16%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 

(２) 商工指導団体や金融機関などの支援機関連携による事業承継の円滑化に向けた取組の促進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

333 
商工指導団体による事業承継診断を受けた
企業数〔累計〕 

企業 300 1,200 300 686 Ａ 

334 事業承継の支援を受けた企業数〔累計〕 企業 807 3,200 800 － － 

【特記事項】 

・ 事業承継の支援を受けた企業数〔累計〕は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。なお、
令和元年度においては、岩手県事業承継ネットワークを通じて、事業承継に向けた準備を促す取組や、事
業者の状況に応じた個社支援などを行いました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 1,461 1,459 0 0 0 1,459 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 

Ａ

12指標

100%

12指標
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 (３) 若者をはじめとする起業者や後継者の育成による経営人材の確保                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

335 商工指導団体による創業指導回数〔累計〕 回 300 1,200 300 504 Ａ 

336 いわて起業家育成資金の貸付件数〔累計〕 件 76 360 90 92 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 2,651 2,647 5 1,179 0 1,463 
5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 (４) 企業のライフステージに対応した切れ目のない金融支援                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

337 
商工観光振興資金及び中小企業成長応援資
金の貸付件数〔累計〕 

件 758 2,800 700 850 Ａ 

338 設備貸与制度の利用実績〔累計〕 件 60 120 30 34 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

11 109,481 103,723 2,025 100,408 0 1,290 
1 

(13%) 

7 

(87%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

10 

(91%) 

1 

(9%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(５) 市町村や商店街をはじめとする多様な主体の連携によるまちのにぎわい創出                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

339 
商業・サービス業者に対する専門家利用企業

数〔累計〕 
企業 97 400 100 167 Ａ 

340 
にぎわいや魅力づくりにつながる活動に取り

組む商店街の割合 
％ ㉗42.6 75.0 63.0 69.5 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 20 19 0 2 0 17 
5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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 (６) 建設業における労働環境の整備、技術力・生産性の向上、経営基盤の強化                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

341 
若者、女性の活躍推進、経営力強化を目的と
する講習会の受講者数〔累計〕【再掲】 

人 962 4,000 1,000 1,127 Ａ 

342 
ＩＣＴを活用した県営建設工事の実施件数〔累
計〕 

※H28 以前からの累計 

件 14 50 28 38 Ａ 

343 

経営支援センターの助言等による新事業立ち

上げ企業数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 

社 120  135  126  126 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 17 17 0 0 0 17 
2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「商店街のにぎわい」の重要度は 31 位、満足度は 57 位となり、ニー
ズ度は３位となっています。 

・ 令和２年県民意識調査によると「中小企業の成長・発展」の重要度は 33 位、満足度は 53 位となり、
ニーズ度は８位となっています。  
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（基本方向） 

国際競争力が高く、地域の産業・雇用に好循環をもたらすものづくり産業の振興に向け、ものづくりのグロ

ーバル拠点化を目指した取組や、中核的企業と地場企業とのマッチング強化等による地域クラスターの拡大、

企業間・産学官連携を通じた関連技術の開発などによる医療機器や航空宇宙、国際リニアコライダー（ＩＬＣ）

などに関連する新産業の創出、「ものづくり革新」技術の導入、県北・沿岸地域を含む全県への波及効果が期

待される企業誘致などの取組を推進します。 

また、ものづくり産業の裾野拡大などによる産業人材の定着を促進します。 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標３指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ｂの指標が

１指標（50％）、達成度Ｄの指標が１指標（50％）でした。 

・具体的推進方策指標 12指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 10指標（91％）、

達成度Ｃの指標が１指標（９％）でした。 

１ いわて幸福関連指標の状況  

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

48 
一人当たり県民所得の水

準 ※１ 
％ ㉘88.7 ②90.0 ㉙90.0 86.9 Ｂ - - - 

49 正社員の有効求人倍率 倍 0.84 1.03 0.92 0.86 Ｄ 
35 位 

(5 位) 

41 位 

(6 位) 

下降 

（下降） 

55 
従事者一人当たりの製造

品出荷額 

百万

円 
㉘27.8 ③29.2 ㉚28.4 － － 

38 位 

（4 位） 
- - 

※１ 全国を 100 とした水準 

【特記事項】 

・ 正社員の有効求人倍率は、米中貿易摩擦や消費増税による消費低迷等の影響により、建設業や製造業、
卸売業・小売業の新規求人数が減少したことなどから、令和元年６月以降有効求人倍率の減少とともに正
社員の求人も落ち込んだため、達成度は【Ⅾ】となりました。 

・ 従事者一人当たりの製造品出荷額は、統計結果が公表されていないため、実績値は測定できませんでし
た。なお、令和元年度においては、自動車・半導体関連産業の集積促進、企業の生産性や付加価値の向上、
企業誘致等による地域産業の拠点化・高度化の推進などに取り組みました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

18 非正規職員・従業員率 ％ 35.7 - 5 年ごとの公表 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

24 製造品出荷額 億円 ㉘23,717 - - 

25 ものづくり関連分野の製造出荷額 億円 ㉘15,964 - - 

Ⅵ 仕事・収入 

33 国際競争力が高く、地域の産業・雇用に好循環を 
もたらすものづくり産業を盛んにします 
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 27 52
 

104 98 8

9 9
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（基本方向） 

食産業や、伝統工芸、漆、アパレルなどの地場産業が、環境変化に対応し、付加価値の高い、働きがいのあ

る産業として持続的に成長していくため、事業者の新商品開発など、経営力・生産性の向上に向けた取組を促

進します。 

 また、「食」や「伝統的工芸品」をはじめ特色ある県産品の販路を拡大するため、県内外でのＰＲやアンテ

ナショップでの販売、物産展・商談会等の開催に取り組みます。 

さらに、意欲ある県内事業者の海外展開を進めるため、その多様なニーズに応え、事業パートナー等との関

係を強化しながら、商談会、フェア及び見本市への出展などの取組を促進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標３指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ｂの指標が

１指標（50％）、達成度Ｄの指標が１指標（50％）でした。 

・具体的推進方策指標 12指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 10指標（91％）、

達成度Ｃの指標が１指標（9％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

48 
一人当たり県民所得の水 

準 ※１ 
％ ㉘88.7 ②90.0 ㉙90.0 86.9 Ｂ - - - 

49 正社員の有効求人倍率 倍 0.84 1.03 0.92 0.86 Ｄ 
35 位 

(5 位) 

41 位 

(6 位) 

下降 

（下降） 

55 
従事者一人当たりの製造

品出荷額 

百万

円 
㉘27.8 ③29.2 ㉚28.4 － － 

38 位 

（4 位） 
- - 

※１ 全国を 100 とした水準 

【特記事項】 

・ 正社員の有効求人倍率は、米中貿易摩擦や消費増税による消費低迷等の影響により、建設業や製造業、
卸売業・小売業の新規求人数が減少したことなどから、令和元年６月以降有効求人倍率の減少とともに正
社員の求人も落ち込んだため、達成度は【Ⅾ】となりました。 

・ 従事者一人当たりの製造品出荷額は、統計結果が公表されていないため、実績値は測定できませんでし
た。なお、令和元年度においては、自動車・半導体関連産業の集積促進、企業の生産性や付加価値の向上、
企業誘致等による地域産業の拠点化・高度化の推進などに取り組みました。 

 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

18 非正規職員・従業員率 ％ 35.7 - 5 年ごとの公表 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

24 製造品出荷額 億円 ㉘23,717 - - 

26 食料品製造出荷額 億円 ㉘3,660 ㉚3,870 - 

27 水産加工品製造出荷額 億円 ㉘729 ㉚732 - 

 Ⅵ 仕事・収入 

 

 
34 地域資源を生かした魅力ある産業を盛んにします 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 12指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 10 指標（91％）、達成

度Ｃの指標が１指標（9％）でした。 

(１) 食産業の新たな事業活動の取組や販路開拓への支援                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

356 国内の食の商談会等出展者数〔累計〕 者 524 2,000 500 515 Ａ 

357 国内の食の商談会有望取引件数〔累計〕 件 535 2,000 500 477 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

7 99 88 0 0 0 88 
12 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

9 

(90%) 

1 

(10%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (２) 水産加工業の商品力向上や販路開拓、生産性向上への支援                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

358 
商品開発等の支援を受けた水産加工業者件
数〔累計〕 

件 35 160 40 59 Ａ 

359 
国内の食の商談会等出展者（水産加工業）数
〔累計〕 

者 99 420 105 108 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 55 51 0 0 0 51 
7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(84%) 

1 

(16%) 

0 

(0%) 

0 

（%） 

 (３) 伝統工芸産業、漆産業、アパレル産業の経営力向上への支援                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

360 
岩手県が実施する物産展・展示販売会等への
伝統工芸産業事業者の出展者数（延べ） 

者 161 240 210 217 Ａ 

361 
岩手県が実施する物産展・展示販売会等での
漆器販売額 

万円 453 640 475 656 Ａ 

362 アパレル商談会成約件数〔累計〕 件 4 40 10 6 Ｃ 

【特記事項】 

・・  アパレル商談会成約件数〔累計〕は、消費増税による衣料品の売上高減少を見込んだアパレルメーカー
が取引を見合わせるケースが多かったと考えられ、平成 29 年度から２件増加したものの目標値に達せず、
達成度は【Ｃ】となりました。 

  

Ａ

6指標

55%

Ｂ

4指標

36%

Ｃ

1指標

9%

11指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 64 61 6 0 0 55 
9 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(44%) 

4 

(44%) 

1 

(12%) 

0 

（0%） 

 (４) 県産品の販路の拡大への支援 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

363 
アンテナショップ（東京）の新規成約件数〔累
計〕 

件 26 100 25 21 Ｂ 

364 
アンテナショップ（東京、大阪、福岡）における
県産品販売額 

百万円 631 690 690 606 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 28 28 0 0 0 28 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (５) 県内事業者の海外展開への支援  

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

365 県産品輸出額（加工食品・工芸品） 百万円 801 1,000 880 － － 

366 海外商談会等における出展企業数〔累計〕 者 54 240 60 55 Ｂ 

367 
海外商談会等における商談成約等件数〔累

計〕 
件 13 120 30 50 Ａ 

【特記事項】 

・ 県産品輸出額（加工食品・工芸品）は、実績値が未確定であるため、測定できませんでした。なお、令
和元年度においては、東アジア地域等での現地商談会に加え、関係支援機関のプラットフォーム組織であ
る「いわて海外展開コンソーシアム」や本県海外事務所と連携を図りながら、海外展開を志す県内中小企
業の支援に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

9 145 124 0 0 0 124 
7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）  

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「地域資源を活用した製品開発・販売」の重要度は 34 位、満足度は
35 位となり、ニーズ度は 32 位となっています。 

・ 令和２年県民意識調査によると「海外での県産品の販路拡大」の重要度は 49 位、満足度は 43 位とな
り、ニーズ度は 42 位となっています。  
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(H29) 

 

(R4) 

 

(R1) 

 

(R1) 
 

 

H29 R1  

48 
 

 88.7 90.0 90.0 86.9  - - - 

49   0.84 1.03 0.92 0.86  
35  

(5 ) 

41  

(6 ) 

 

( ) 

56   1,816.4 2,028.1 1,901.1 1,754.6  5  - - 

 100  

 

 

 

 

19
 

 

  
 

H29  
R1  

18   35.7 - 5  

19   4,037 - - 

20 [ ]  277,009 280,218 - 

   

 

 35  
 

 

（5 位）
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 14指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７

指標（50％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が７指標（50％）でし

た。 

(１) 「観光で稼ぐ」地域づくりの推進                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

368 観光消費額単価（日本人・県外・宿泊） 千円 33.1 36.0 34.2 31.3 Ｄ 

369 観光消費額単価（外国人・宿泊） 千円 44.4 49.9 46.6 53.8 Ａ 

370 
三陸ＤＭＯセンターとの連携による、沿岸地域

での観光コンテンツの新規商品化数〔累計〕 
件 － 13 3 9 Ａ 

【特記事項】 

・ 観光消費額単価（日本人・県外・宿泊）は、観光キャンペーン「いわて幸せ大作戦！！」の展開などに
取り組んだ結果、県外宿泊者一人当たりの平均宿泊数が基準年と比較して 0.23 泊増加したが、より価格
の高い旅行商品への消費誘導につながらなかったことなどが影響し、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

14 677 602 348 1 0 253 
16 

(84%) 

0 

(0%) 

1 

(5%) 

2 

（11%） 

13 

(68%) 

3 

(16%) 

1 

(5%) 

2 

（11%） 

 

(２) 質の高い旅行商品の開発・売込み                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

371 宿泊者数（延べ人数・全施設） 万人泊 607.6 628.1 617.1 627.7 Ａ 

372 
本県観光に対する満足度が極めて高い人の
割合（全体） 

％ 43.6 50.0 46.2 26.5 Ｄ 

373 

三陸ＤＭＯセンターと連携して、高付加価値型

旅行商品向け観光コンテンツの企画を行うプ
ランナー数〔累計〕 

人 － 13 3 8 Ａ 

【特記事項】 

・ 本県観光に対する満足度が極めて高い人の割合（全体）は、体験プログラム・イベント等への参加や三
陸の人との交流において目標を達成しているものの、買い物、まち歩き、被災地見学、食などにおいて大
変満足した人の割合が３割に到達しておらず、達成度は【Ｄ】となりました。なお、「大変満足」と答え
た人に「満足」、「やや満足」と答えた人を加えた割合は 94.6％と平成 30 年に比べて 2.9 ポイント増加し
ています。  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

13 660 589 348 1 0 240 
14 

(78%) 

0 

(0%) 

1 

(5%) 

3 

（17%） 

12 

(67%) 

2 

(11%) 

1 

(5%) 

3 

（17%） 

Ａ

6指標

43%

Ｂ

1指標

7%

Ｃ

2指標

14%

Ｄ

5指標

36%
14指標
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 (３) 外国人観光客の誘客拡大                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

374 外国人宿泊者数（延べ人数 全施設） 万人泊 18.8 39.3 28.3 29.8 Ａ 

375 
外国人観光客等受入態勢新規整備施設数
〔累計〕 

施設 40 160 40 32 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

8 796 711 340 0 0 371 
9 

(90%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（10%） 

5 

(46%) 

2 

(18%) 

1 

(9%) 

3 

（27%） 

 (４) 売れる観光地をつくる体制の整備促進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

376 本県への再来訪意向を持つ人の割合 ％ 80.1 90.0 84.0 72.8 Ｄ 

377 人材育成研修受講者数（延べ）〔累計〕 人 297 1,200 300 370 Ａ 

【特記事項】 

・ 本県への再来訪意向を持つ人の割合は、平成 30 年と比べて 5.8 ポイント増加したものの、本県観光に
対する満足度の調査において、買い物、まち歩き、被災地見学、食などにおいて大変満足した人の割合が
３割に到達していないことなどが、再来訪意向を持つ人の割合を減少させたと考えられ、達成度は【Ｄ】
となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

7 117 115 11 1 0 103 
7 

(78%) 

0 

(0%) 

1 

(11%) 

1 

（11%） 

7 

(78%) 

1 

(11%) 

0 

(0%) 

1 

（11%） 

 (５) いわて花巻空港を核とした交流人口の拡大                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

378 いわて花巻空港の航空旅客数 千人 

441 

（内訳） 

（国内） 

421 

（国際） 

20 

534 

（内訳） 

（国内） 

453 

（国際） 

81 

507 

（内訳） 

（国内） 

453 

（国際） 

54 

486 

（内訳） 

（国内） 

442 

（国際） 

44 

Ｃ 

379 国内定期便の利用率 ％ 66.4 68.5 68.5 66.1 D 

380 国際線の運航回数 回 165 628 440 375 C 

381 国際線の利用率 ％ 68.7 76.3 72.3 66.7 D 

【特記事項】 

・  いわて花巻空港の航空旅客数は、新型コロナウイルス感染症の影響による航空需要の減少等に伴い、特
に、２月以降の利用者が大きく減少したため、達成度は【Ｃ】となりました。 

・  国内定期便の利用率は、新型コロナウイルス感染症の影響による航空需要の減少等に伴い、３月は全路
線で利用者が大きく減少したため、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 国際線の運航回数は、新型コロナウイルス感染症の影響による航空需要の減少等に伴い、２月以降、国
際定期便が計 46便の運休（台北線は 3/4～3/28、上海線は 2/8～3/28）となったため、達成度は【Ｃ】と
なりました。 
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・ 国際線の利用率は、新型コロナウイルス感染症の影響による航空需要の減少等に伴い、特に、２月の利
用者が大きく減少したため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

1 228 212 3 0 0 209 
- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

（-%） 

0 

(0%) 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「魅力ある観光地づくり」の重要度は 39 位、満足度は 46 位となり、
ニーズ度は 30位となっています。  

  

◎◎本本県県観観光光にに対対すするる満満足足度度がが極極めめてて高高いい人人のの割割合合のの参参考考デデーータタ等等  
・ 県が旅行者に実施している本県旅行の満足度についてのアンケート調査において、満足度が「大変満
足」、「満足」、「やや満足」と答えた人の割合は、平成 30 年と比べて 2.9 ポイント増加しており、平成
29 年から９割以上の水準を維持しています。 

 
調査項目 単位 H29 H30 R1 備 考 

本県観光に対して満足している人の

割合 
％ 95.3 91.7 94.6 岩手県「岩手県観光統計概要」 
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（基本方向） 

従事者の減少や高齢化が進行する中にあって、地域農林水産業の核となる経営体の育成が重要であることか

ら、多くの小規模・家族経営を中心とする集落営農組織等の法人化や経営規模の拡大、生産活動の効率化の推

進、農地の集積・集約化等による経営基盤の強化などに取り組みます。 

また、農林水産業の次代を担う新規就業者の確保・育成や、意欲ある女性農林漁業者の活躍支援に取り組み

ます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標４指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が４指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 11指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が８指標（73％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が３指標（27％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

48 
一人当たり県民所得の水

準 ※１ 
％ ㉘88.7 ②90.0 ㉙90.0 86.9 Ｂ ‐ ‐ ‐ 

57 
農業経営体一経営体当た

りの農業総産出額 
千円 ㉘3,990 ③4,510 ㉚4,190 4,601 Ａ ‐ ‐ ‐ 

58 
林業就業者一人当たりの

木材生産産出額 
千円 ㉘4,450 ③4,560 ㉚4,490 5,030 Ａ ‐ ‐ ‐ 

59 

漁業経営体一経営体当た

りの海面漁業・養殖業産

出額 

千円 ㉘4,340 ③4,540 ㉚4,420 4,833 Ａ ‐ ‐ ‐ 

※１ 全国を 100 とした水準 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

21 農業産出額 億円 ㉘2,609 ㉚2,727 - 

22 林業産出額 千万円 ㉘2,015 ㉚1,968 - 

23 漁業産出額 千万円 ㉘3,605 ㉚3,788 - 

 

 

 

  Ⅵ 仕事・収入 

 

 36 意欲と能力のある経営体を育成し、農林水産業の 
  振興を図ります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 11指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が８

指標（73％）、達成度Ｃ、Ｄの指標が３指標（27％）でし

た。 

(１) 地域農林水産業の核となる経営体の育成                             

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

382 
リーディング経営体の育成数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
経営体 58  140  95  93 Ｂ 

383 

「いわてアグリフロンティアスクール」の修

了生数〔累計〕（再掲】 

※H28 以前からの累計 

人 390  545  455  455 Ａ 

384 地域の中心経営体等への農地集積面積 ha 89,750  107,600  100,700  100,075 Ｂ 

385 
森林経営管理制度に基づく、意欲と能力

のある林業経営体数 
経営体 － 70  50  82 Ａ 

386 中核的漁業経営体数 経営体 489  520  505  418 Ｄ 

【特記事項】 

・ 中核的漁業経営体数は、漁業協同組合等と連携し、漁業者の生産性の向上や生産物の付加価値向上等の
取組を支援しましたが、主要魚種の不漁に加え、養殖ワカメの芽落ちによる収量減などにより、漁業生産
額が減少したため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

11 18,604 10,026 5,216 3,917 603 290 
14 

(93%) 

1 

(7%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

11 

(79%) 

2 

(14%) 

1 

(7%) 

0 

（0%） 

(２) 農林水産業の次代を担う意欲ある新規就業者の確保・育成                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

387 新規就農者数 人 218  260  260  268 Ａ 

388 

「いわて林業アカデミー」の修了生数〔累計〕

【再掲】 

※H29 からの累計 

人 15  93  48  49 Ａ 

389 新規林業就業者数 人 109  110  110  117 Ａ 

390 
「いわて水産アカデミー」の修了生数〔累計〕

【再掲】 
人 － 40  10  7 Ｃ 

391 新規漁業就業者数 人 55  70  65  45 Ｄ 

【特記事項】 

・ 「いわて水産アカデミー」の修了生数〔累計〕は、各種の就業イベントでのＰＲや学校への個別訪問等
により第１期研修生の募集に取り組みましたが、主要魚種の不漁等による漁業生産額の減少などを背景に、
入講希望者は９名にとどまり、さらに、２名が開講直前に入講を辞退したため、達成度は【Ｃ】となりま
した。 

Ａ

6指標

55%Ｂ

2指標

18%

Ｃ

1指標

9%

Ｄ

2指標

18%

11指標
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・ 新規漁業就業者数は、市町村や漁業協同組合等と連携して、各種の就業イベントでのＰＲ活動、漁業体
験等に取り組みましたが、主要魚種の不漁等による漁業生産額の減少などを背景に、漁家子弟の新規就業
者数が減少したため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

6 430 420 21 387 0 12 
7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(71%) 

1 

(14%) 

1 

(14%) 

0 

（0%） 

(３) 女性農林漁業者の活躍促進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

392 女性農業者の経営参画割合 ％ 27.5  32.0  29.0  29.9 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 9 8 2 0 0 6 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「農林水産業の担い手確保」の重要度は 28位、満足度は 56位となり、
ニーズ度は２位となっています。  
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（基本方向） 

経済のグローバル化が進展する中、農林水産業の持続的な発展に向け、生産性・市場性が高く、安全・安心

で高品質な農林水産物を生産する産地づくりに向けた取組を進めます。 

また、市場ニーズに的確に対応した農林水産物の生産と、効率的で高収益な農林水産業を実現するため、革

新的な技術の開発・導入や、生産基盤の着実な整備等の取組を進めます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標４指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が４指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 23指標は、実績値が未確定等の４指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 17指標（89％）、

達成度Ｄの指標が２指標（11％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

48 
一人当たり県民所得の水

準 ※１ 
％ ㉘88.7 ②90.0 ㉙90.0 86.9 Ｂ - - - 

57 
農業経営体一経営体当た

りの農業総産出額 
千円 ㉘3,990 ③4,510 ㉚4,190 4,601 Ａ - - - 

58 
林業就業者一人当たりの

木材生産産出額 
千円 ㉘4,450 ③4,560 ㉚4,490 5,030 Ａ - - - 

59 

漁業経営体一経営体当た

りの海面漁業・養殖業産

出額 

千円 ㉘4,340 ③4,540 ㉚4,420 4,833 Ａ - - - 

※１ 全国を 100 とした水準 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

21 農業産出額 億円 ㉘2,609 ㉚2,727 - 

22 林業産出額 千万円 ㉘2,015 ㉚1,968 - 

23 漁業産出額 千万円 ㉘3,605 ㉚3,788 - 

 

 

 

 

 Ⅵ 仕事・収入 

 

37 収益力の高い「食料・木材供給基地」をつくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 23指標は、実績値が未確定等の４指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 17 指標（89％）、達成

度Ｄの指標が２指標（11％）でした。 

(１) 生産性・市場性の高い産地づくりの推進                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

393 水稲（主食用）オリジナル品種の作付面積 ha 5,000  6,200  5,400  5,409 Ａ 

394 野菜販売額 1 億円産地の新規育成数〔累計〕 産地 － 9  0  － － 

395 経産牛１頭当たりの年間生乳生産量 kg 8,440  8,600  8,450  － － 

396 肉用牛農家１戸当たりの飼養頭数 頭 19.2  23.5  20.7  － － 

397 素材生産量 千㎥ 1,489  1,510  1,495  1,519 Ａ 

398 乾しいたけ植菌本数 千本 882  980  920  746 Ｄ 

399 養殖わかめ生産者１人当たりの生産量 トン ㉗ 16.7  ② 18.7  ㉙ 17.5  19.5 Ａ 

400 サクラマス放流尾数 千尾 220  1,175  750  747 Ｂ 

【特記事項】 

・ 経産牛１頭当たりの年間生乳生産量は、統計結果が公表されていないため、実績値は測定できませんで
した。なお、令和元年度においては、いわて酪農の郷サポートチームによる飼養管理の改善に向けた指導
などに取り組みました。 

・ 肉用牛農家１戸当たりの飼養頭数は、統計結果が公表されていないため、実績値は測定できませんでし
た。なお、令和元年度においては、いわて肉用牛サポートチームによる生産性向上に向けた指導などに取
り組みました。 

・ 乾しいたけ植菌本数は、東日本大震災津波の影響による出荷制限の解除に伴う生産再開に向けて、生産
者のホダ場の環境整備や解除のための検査等に取り組みましたが、乾しいたけ市場価格の低迷や原木価格
の高騰等により、生産を再開した者が少数にとどまったほか、既存生産者においても、植菌を見送ったこ
となどにより、植菌本数が減少し、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

30 6,390 2,791 2,110 178 0 503 
27 

(84%) 

4 

(13%) 

0 

(0%) 

1 

（3%） 

16 

(52%) 

7 

(23%) 

3 

(10%) 

5 

（16%） 

 (２) 革新的な技術の開発と導入促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

401 
水稲直播栽培等低コスト栽培技術導入面積割

合 
％ 43  60  49  49 Ａ 

402 環境制御技術導入経営体数〔累計〕 経営体 － 16  5  9 Ａ 

403 
ゲノム解析による県有種雄牛の造成頭数〔累

計〕 
頭 － 6  0  － － 

404 
着果促進技術の活用によるカラマツ種子の供

給量 
kg 40  50  40  45 Ａ 

Ａ

15指標

79%

Ｂ

2指標

10%

Ｄ

2指標

11%

19指標
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405 サケの回帰率 ％ 0.62  1.32  0.90  0.20 Ｄ 

406 農林水産業に関する研究開発件数〔累計〕 件 5  24  6  8 Ａ 

【特記事項】 

・ サケの回帰率は、健康な稚魚の生産に努めたところですが、近年の海洋環境の変動に伴う春期の海水温
の上昇や、餌となるプランクトンの減少などにより、放流後の稚魚が十分に成長できず、生残率が低下し
たと考えられるため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

21 1,562 1,361 498 199 0 664 
17 

(81%) 

2 

(10%) 

0 

(0%) 

2 

（10%） 

23 

(82%) 

3 

(11%) 

1 

(4%) 

1 

（4%） 

 (３) 安全・安心な産地づくりの推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

407 
県版GAP確認登録及びGAP認証取得農場数

〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
農場 12  296  221  281 Ａ 

408 
高度衛生品質管理地域認定数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
市町村 3  10  5  5 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 197 185 107 15 0 63 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(80%) 

1 

(20%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (４) 生産基盤の着実な整備                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

409 
水田整備面積〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
ha 14,465  16,000  15,100  15,185 Ａ 

410 
農業用用排水路等の長寿命化対策着手施設

数〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
施設 81 97 88 88 Ａ 

411 再造林面積 ha 749  1,000  850  830 Ｂ 

412 
林道整備延長〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
km 4,515  4,565  4,535  4,543 Ａ 

413 漁港施設の長寿命化対策実施施設数〔累計〕 施設 － 20  5  5 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

18 32,264 17,270 9,529 5,909 1,543 289 
16 

(84%) 

3 

(16%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

13 

(72%) 

5 

(28%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(５) 鳥獣被害や松くい虫・ナラ枯れ被害の防止対策の推進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

414 ニホンジカの捕獲数〔累計〕 頭 ㉘ 10,999  40,000  10,000  14,420 Ａ 

415 松くい虫による被害量 千㎥ 30  27  30  28 Ａ 
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 370 352 272 0 0 80 
4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「ニーズにあった農林水産物の産地形成」の重要度は 37 位、満足度は
48 位となり、ニーズ度は 23 位となっています。  
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（基本方向） 

県産農林水産物の付加価値を高めるとともに、消費者や実需者の評価・信頼の向上を図り、国内外に販路を

広げるため、６次産業化等による特産品の開発やバリューチェーンの構築、流通関係者等へのトップセールス

や各種メディアを活用した積極的な情報発信などの取組を進めます。 

また、生産者と消費者の結び付きの更なる強化に向けた取組や、増加する外国人観光客等のニーズを踏まえ

た岩手ならではの「食」の充実などの取組を進めます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ｂの指標が

１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 11指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が９指標（90％）、

達成度Ｄの指標が１指標（10％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

48 
一人当たり県民所得の水

準 ※１ 
％ ㉘88.7 ②90.0 ㉙90.0 86.9 Ｂ - - - 

60 農林水産物の輸出額 億円 28.2 36.0 31.1 － － - - - 

※１ 全国を 100 とした水準 

【特記事項】 

・ 農林水産物の輸出額は、統計結果が公表されていないため、実績値は測定できませんでした。なお、令
和元年度においては、日本食レストランが増加しているアジア、北米等をターゲットとした現地バイヤー
の招聘、フェアや商談会等の開催などにより、海外への販路拡大に取り組みました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

27 水産加工品製造出荷額 億円 ㉘729 ㉚732 - 

 

 

 

 

 Ⅵ 仕事・収入 

 

38 農林水産物の付加価値を高め、販路を広げます 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 11指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が９指標（90％）、達成度

Ｄの指標が１指標（10％）でした。 

(１) 県産農林水産物の高付加価値化と販路の開拓・拡大の推進                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

416 ６次産業化による販売額 億円 ㉘ 303  ③ 385  ㉚ 334  320 Ｄ 

417 
商品開発等の支援による６次産業化件数〔累

計〕 
件 12  48  12  12 Ａ 

418 素材需要量 千㎥ 1,278  1,346  1,305  1,332 Ａ 

【特記事項】 

・ ６次産業化による販売額は、「食のプロフェッショナルチーム」アドバイザーによる商品開発等に関す
る指導助言や、「いわて６次産業化支援センター」による農林漁業者の事業計画策定等の支援に取り組ん
だ結果、令和元年度の目標値 334億円に対し、前年度から約７億円増加したものの、320億円にとどまり、
達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 44 39 15 4 0 20 
6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (２) 県産農林水産物の評価・信頼の向上                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

419 いわて牛取扱い推奨店登録数 店舗 280  330  300  324 Ａ 

420 園芸作物（野菜・果樹）の事前契約取引率 ％ 28  36  30  32 Ａ 

421 米のオリジナル新品種販売数量 トン 5,500  16,000  10,500  9,959 Ｂ 

422 素材需要量【再掲】 千㎥ 1,278  1,346  1,305  1,332 Ａ 

423 水産加工事業者１社当たりの製造品出荷額 億円 ㉗ 5.19  ② 5.83  ㉙ 5.35  5.61 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

13 275 249 52 4 0 193 
11 

(85%) 

2 

(15%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

13 

(93%) 

1 

(7%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 

Ａ

8指標

80%

Ｂ

1指標

10%

Ｄ

1指標

10%

10指標
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 (３) 戦略的な県産農林水産物の輸出促進と外国人観光客等への対応                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

424 県産農林水産物取扱海外事業者数 社 50  65  56  56 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 16 16 0 0 0 16 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (４) 生産者と消費者の結び付きを深め、地域経済の好循環を創出する取組の推進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

425 
地産地消促進計画策定市町村数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
市町村 26  33  29  29 Ａ 

426 年間売上高１億円以上の産直数 施設 40  45  42  － － 

【特記事項】 

・ 年間売上高１億円以上の産直数は、調査結果が確定していないため、実績値は測定できませんでした。
なお、令和元年度においては、専門家による産直の運営改善の指導や実需者等との交流会の開催などの支
援に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 18 15 6 0 0 9 
4 

(80%) 

1 

(20%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「農林水産物の販路拡大」の重要度は 32 位、満足度は 42 位となり、
ニーズ度は 22位となっています。 
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（基本方向） 

高齢化や人口減少が進行している農山漁村の活性化を図るため、地域の立地条件を生かした農林漁業の生産

振興や、生産者や地域住民などの多様な主体の連携・協働による活力ある農山漁村づくり等に向け、地域コミ

ュニティを支える人材の育成や多面的機能を有する農地や森林等を保全する地域共同活動の促進などに取り

組みます。 

 また、地域の多彩な農林水産物や食文化等を積極的に活用した農山漁村ビジネスの振興や、グリーン・ツー

リズム等による地域が主体となった都市との交流活動などの取組を促進します。 

さらに、自然災害等に強い農山漁村づくりに向けた防災・減災対策の取組を進めます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が８指標（100％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

48 
一人当たり県民所得の水

準 ※１ 
％ ㉘88.7 ②90.0 ㉙90.0 86.9 Ｂ - - - 

61 
グリーン・ツーリズム交流

人口 

千人

回 
1,156 1,216 1,180 1,184 Ａ - - - 

※１ 全国を 100 とした水準 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

19 雇用者一人当たり雇用者報酬 千円 ㉘4,037 - - 

20 現金給与総額[５人以上、毎月] 円 277,009 280,218 - 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が８

指標（100％）でした。 

 

  Ⅵ 仕事・収入 

 

 39 一人ひとりに合った暮らし方ができる農山漁村を 
 つくります 

Ａ

7指標

87%

Ｂ

1指標

13%

8指標
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(１) 農山漁村を支える人材の育成と地域活動等の支援                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

427 
地域ビジョンに基づく実践活動実施集落数〔累

計〕 
集落 7 32  8  7 Ｂ 

428 

「いわてアグリフロンティアスクール」（農村地

域活動科目群等）修了生数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 

人 38 97  67  69 Ａ 

429 農山漁村の環境保全活動への参加人数 人 121,453 123,500  122,000  126,100 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

9 6,683 6,669 4,374 70 0 2,225 
7 

(70%) 

3 

(30%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

10 

(91%) 

1 

(9%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (２) 魅力あふれる農山漁村づくりの推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

430 農林漁家民泊等利用者数 人回 62,000  64,400  62,600  62,621 Ａ 

431 「食の匠」組織による食文化伝承活動回数 回 26  34  28  30 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

6 288 255 180 14 0 61 
6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(67%) 

2 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (３) 自然災害に強い農山漁村づくりの推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

432 
ハザードマップ作成等ソフト対策を実施した防

災重点ため池の割合 
％ 4.0  100.0  8.0  9.0 Ａ 

433 

山地災害防止機能が確保された集落数〔累

計〕 

※H28 以前からの累計 

集落 974  1,000  985 985 Ａ 

434 

漁港施設の防災・減災対策実施施設数〔累

計〕 

※H28 以前からの累計 

施設 3  35  14  18 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

17 28,402 17,602 9,136 4,984 1,323 2,159 
17 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

15 

(88%) 

1 

(6%) 

0 

(0%) 

1 

（6%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「活力ある農山漁村の形成」の重要度は 38位、満足度は 49位となり、
ニーズ度は 24位となっています。  
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（基本方向） 

世界遺産等の価値を共有し、広めるため、「北海道・北東北の縄文遺跡群（御所野遺跡）」の世界遺産への新

規登録や「平泉の文化遺産」の世界遺産への拡張登録に向けた取組、保存管理計画に基づく適切な保存管理や

県民の理解増進、県内外への情報発信などの取組を推進します。 

また、世界遺産を活用した人的・文化的交流を図るため、世界遺産を核として、県内の関連文化遺産のネッ

トワークを構築します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ｂの指標が１指標（50％）、達成度Ｃの指標が１

指標（50％）でした。 

・具体的推進方策指標３指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（100％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

62 世界遺産等の来訪者数 千人 927 950 927 885 Ｂ - - - 

63 国、県指定文化財件数 件 ㉚565 581 569 568 Ｃ 
31 位 

（3 位） 

30 位 

（3 位） 

上昇 

（横ばい） 

【特記事項】 

・ 国、県指定文化財件数は、指定文化財としての価値づけを担保するための来歴等についての更なる類例
調査が必要となり、指定に至らなかった案件があったことから、達成度は【Ｃ】となりました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標３指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（100％）でした。 

(１) 世界遺産の新規・拡張登録の推進                               

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

- － － － － － － － 

 

 Ⅶ 歴史・文化 

 

40 世界遺産の保存と活用を進めます 

Ａ

1指標

50%

Ｂ

1指標

50%

2指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 活動内容指標の達成度 

（全指標） 

成果指標の達成度 

（全指標） 
予算額 決算額 

決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 23 18 0 0 0 18 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (２) 世界遺産の理解の増進による遺産の適切な保存管理・活用の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

435 「世界遺産授業」の受講者数〔累計〕  人 999  4,000  1,000  1,134 Ａ 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 活動内容指標の達成度 

（全指標） 

成果指標の達成度 

（全指標） 
予算額 決算額 

決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 20 19 0 0 0 19 
3 

(75%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (３) 世界遺産の持つ新たな魅力の発信                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

436 講演会・フォーラム等参加者数〔累計〕  人 600  2,600  620  600 Ｂ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 活動内容指標の達成度 

（全指標） 

成果指標の達成度 

（全指標） 
予算額 決算額 

決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 7 7 0 0 0 7 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (４) 世界遺産を活用した地域間交流の推進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

437 文化遺産ネットワーク構成資産数〔累計〕 箇所 0  10  0  － － 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 活動内容指標の達成度 

（全指標） 

成果指標の達成度 

（全指標） 
予算額 決算額 

決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 6 6 0 0 0 6 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「世界遺産を守り将来に伝えていくための取組」の重要度は 45位、満
足度は６位となり、ニーズ度は 50位となっています。  
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（基本方向） 

県民の郷土愛を醸成するため、本県出身の偉人や様々な文化財などを活用し、歴史への理解促進に向けた取

組を推進するとともに、本県が誇る民俗芸能について、触れる機会の創出や情報発信により、伝統文化への理

解を深め、次世代へ受け継ぐ取組を推進します。 

 また、本県の豊かな歴史資源や本県が誇る伝統文化を生かした地域活性化を図るため、様々な文化財や多種

多様な民俗芸能などの伝統文化を活用し、人的・経済的な交流を推進します。 

さらに、市町村と連携しながら、文化財の適切な保存・継承を行うとともに、地域の活性化のために活用が

図られるよう取り組みます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標３指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（67％）、達成度Ｃの指標

が１指標（33％）でした。 

・具体的推進方策指標６指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａの指標が３指標（60％）、達成

度Ｄの指標が２指標（40％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

62 世界遺産等の来訪者数 千人 927 950 927 885 Ｂ - - - 

63 国、県指定文化財件数 件 ㉚565 581 569 568 Ｃ 
31 位 

（3 位） 

30 位 

（3 位） 

上昇 

（横ばい） 

64 
民俗芸能ネットワーク加盟

団体数 
団体 396 396 396 405 Ａ - - - 

【特記事項】 

・ 国、県指定文化財件数は、指定文化財としての価値づけを担保するための来歴等についての更なる類例
調査が必要となり、指定に至らなかった案件があったことから、達成度は【Ｃ】となりました。 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標６指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａの指標が３指標（60％）、達成度Ｄの

指標が２指標（40％）でした。 

 Ⅶ 歴史・文化 

 

41 豊かな歴史や民俗芸能などの伝統文化が 
 受け継がれる環境をつくり、交流を広げます 

Ａ

3指標

60%

Ｄ

2指標

40% 5指標
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(１) 民俗芸能の公演発表などによる、伝統文化への理解促進と情報発信                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

438 
「岩手県民俗芸能フェスティバル」鑑賞者数

〔累計〕 
人 700  3,200  800  818 A 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 10 8 0 5 0 3 
1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

 

 (２) 民俗芸能など伝統文化を生かした交流の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

439 
観光客数（歴史･文化に関係する観光地点で

の入込客数） 
千人 3,325  3,375  3,345  － － 

440 
「食の匠」組織による食文化伝承活動回数【再

掲】 
回 26  34  28  30 Ａ 

【特記事項】 

・・  観光客数（歴史･文化に関係する観光地点での入込客数）は、調査結果が確定していないため、実績値は
測定できませんでした。なお、令和元年度においては、外国人観光客に対応するため、「いわての文化情報
大事典」ホームページの多言語化などに取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 12 11 1 0 0 10 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(33%) 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 (３) 様々な文化財などを活用した歴史への理解促進と情報発信                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

441 
「いわての文化情報大事典」ホームページ訪

問者数 
人 398,181  417,000 406,000 310,570 Ｄ 

【特記事項】 

・・  「いわての文化情報大事典」ホームページ訪問者数は、ホームページの全面リニューアルの周知が進ま
なかったことから、令和元年度のホームページ訪問者数が 310,570人にとどまり、達成度は【Ｄ】となり
ました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 10 9 0 0 0 9 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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 (４) 様々な文化財などを活用した交流の推進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

442 文化財のユニークベニュー活用件数〔累計〕 件 25  100  40  91 Ａ 

443 
文化財保存活用地域計画を策定した市町村

数〔累計〕 
市町村 －  22  3  1 D 

【特記事項】 

・  文化財保存活用地域計画を策定した市町村数〔累計〕は、一部市町村において計画策定に着手後、ワー
キンググループや協議会等を開催したところ、追加の調査項目等が発生し、策定スケジュールを見直す必
要性が生じたため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

11 638 613 265 1 8 339 
6 

(86%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（14%） 

6 

(50%) 

2 

(17%) 

2 

(17%) 

2 

（17%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「郷土の歴史や伝統文化が受け継がれる環境」の重要度は 40 位、満足
度は 10位となり、ニーズ度は 46位となっています。  
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（基本方向） 

本県の森や川、海等の優れた自然環境を次世代に引き継いでいくため、希少野生動植物の生息・生育環境の

保全などの自然保護対策や大気・水環境の常時監視結果に基づく環境保全対策を推進するとともに、県民、事

業者、行政などの連携・協働による環境保全活動の活発化に向けた取組を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標４指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指

標が３指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 15指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 12指標（86％）、

達成度Ｄの指標が２指標（14％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

65 

岩手の代表的希少野生動

植物の個体・つがい数 
（イヌワシつがい数） 

ペア 29  29  29 27 Ｂ - - - 

66 

岩手の代表的希少野生動

植物の個体・つがい数 

（ハヤチネウスユキソウ個

体数） 

株 667  667  667 1,021 Ａ - - - 

67 自然公園の利用者数 ※ 千人 466 470 470 576 Ａ - - - 

68 

公共用水域のＢＯＤ（生物

化学的酸素要求量）等環

境基準達成率 

％ 99.1  99.1  99.1 － － - - - 

※ 自然公園ビジターセンター等利用者数 

【特記事項】 

・ 公共用水域のＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）等環境基準達成率は、集計中のため、実績値は測定でき
ませんでした。なお、令和元年度においては、公共用水域の水質の常時監視を実施するとともに、有害物
質等を排出する事業者への立入検査及び排水検査を実施しました。 

 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

29 森林面積割合 ％ ㉖74.9 - 5 年ごとの公表 

 

 

 

 Ⅷ 自然環境 

 

42 多様で優れた環境を守り、次世代に引き継ぎます 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 15指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 12 指標（86％）、達成

度Ｄの指標が２指標（14％）でした。 

(１) 生物多様性の保全                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

444 イヌワシの繁殖率 ％ ㉚ 10.7  14.0  14.0  7.4 Ｄ 

445 ニホンジカの捕獲数〔累計〕【再掲】 頭 ㉘ 10,999  40,000  10,000  14,420 Ａ 

【特記事項】 

・ イヌワシの繁殖率は、繁殖成功率の向上を図るために給餌や営巣地の補修に取り組みましたが、暴風や
野生動物による捕食などの影響により、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

9 365 309 247 1 0 61 
12 

(92%) 

0 

(0%) 

1 

(8%) 

0 

（0%） 

8 

(73%) 

1 

(9%) 

0 

(0%) 

2 

（18%） 

 (２) 自然とふれあいの促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

446 グリーンボランティア登録者数 人 222  230  230  226 Ｂ 

447 
農山漁村の環境保全活動への参加人数【再

掲】 
人 121,453 123,500 122,000 126,100 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 4 4 0 0 0 4 
1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 (３) 良好な大気・水環境の保全と環境負荷低減に向けた取組の促進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

448 大気の二酸化窒素等環境基準達成率 ％ 100  100  100  － － 

449 
排水基準適用の事業場における排水基準適

合率 
％ 100  100  100  100 Ａ 

450 

環境報告書の県ホームページ掲載件数〔累

計〕 

※H28 以前からの累計 

件 228  410  305  338 A 

Ａ

11指標

79%

Ｂ

1指標

7%

Ｄ

2指標

14%

14指標
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【特記事項】 

・ 大気の二酸化窒素等環境基準達成率は、集計中のため、実績値は測定できませんでした。なお、令和元
年度においては、大気汚染物質の常時監視を実施するとともに、有害物質等を排出する事業者への立入検
査を実施しました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 1 1 0 1 0 0 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (４) 水と緑を守る取組の推進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

451 水生生物調査参加者数〔累計〕 人 3,912  14,800  3,700   4,499 Ａ 

452 水と緑を守り育てる環境保全活動数〔累計〕 件 839  3,360  840  965 A 

453 

県民参画による公益的な機能を重視する森林

整備面積〔累計〕 

※H28 以前からの累計 

ha 15,507  20,780  17,800  16,666 Ｄ 

【特記事項】 

・ 県民参画による公益的な機能を重視する森林整備面積〔累計〕は、近年の国産材の需要拡大に伴う主伐
の増加により、森林組合等において間伐を担う作業員を確保することが困難となってきていることに加え、
事業対象森林の奥地化等により、施工可能な森林の確保が進まないため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

7 744 381 1 379 0 1 
9 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(67%) 

1 

(11%) 

0 

(0%) 

2 

（22%） 

(５) 北上川清流化対策                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

454 新中和処理施設放流水水質基準達成率 ％ 100  100  100  100  Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 836 823 608 1 0 214 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(６) 環境学習の推進と県民等との連携・協働の取組の促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

455 環境学習交流センター利用者数 人 43,048  42,000  42,000  49,789 Ａ 

456 水生生物調査参加者数〔累計〕【再掲】 人 3,912  14,800  3,700  4,499 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C D 

4 39 38 0 19 0 19 
6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(80%) 

1 

(20%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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(H29) 

 

(R4) 

 

(R1) 

 

(R1) 
 

457   165  2,000  500  809  

458   1,115  1,115  1,115  1,139  

 

 

 
  

  
 

    A B C D A B C D 

2 54 53 14 0 0 39 
3 

(75%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

25%  

2 

(50%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

1 

25%  

 

                                

 

 
28  

1,203
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（基本方向） 

廃棄物を含め、有用な資源を生かした循環型地域社会の形成を更に進めるため、廃棄物の発生を可能な限り

抑制するとともに、廃棄物の循環利用（再使用・再生利用）を推進します。 

 また、災害発生時にも循環利用を考慮した県内での適切な廃棄物処理を進めるため、処理の効率化、環境負

荷の軽減などにより、持続可能な廃棄物処理体制の構築を推進します。 

さらに、良好な生活環境を維持するため、廃棄物処理施設等に対する監視・指導などにより、産業廃棄物の

適正処理を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ｄの指標が２指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標７指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が５指標（83％）、

達成度Ｄの指標が１指標（17％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

70 一般廃棄物の最終処分量 千ｔ ㉘40.6 ③35.8 ㉚38.6 41.3 Ｄ 
16 位 
（2 位） 

17 位 

（3 位） 

下降 

（下降） 

71 

一人１日当たり家庭系ご

み（資源になるものを除く）

排出量 

ｇ ㉘501 ③465 ㉚492 506 Ｄ 
14 位 

（1 位） 

17 位 

（1 位） 

下降 

（横ばい） 

【特記事項】 

・ 一般廃棄物の最終処分量は、粗大ごみ等の排出量の増加に伴って埋立量が増加したため、達成度は【Ｄ】
となりました。 

・ 一人１日当たり家庭系ごみ（資源になるものを除く）排出量は、市町村や関係団体と連携した３Ｒの普
及啓発活動等に取り組み、市町村が収集する可燃ごみ等は減少しましたが、一方で粗大ごみ等が増加した
ため、達成度は【Ｄ】となりました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標７指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が５指標（83％）、達成度

Ｄの指標が１指標（17％）でした。 

 

 

  Ⅷ 自然環境 

 

43 循環型地域社会の形成を進めます 

Ａ

2指標

33%

Ｂ

3指標

50%

Ｄ

1指標

17%

6指標
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(１) 廃棄物の発生抑制・再使用・再生利用の推進                               

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

459 エコショップいわて認定店舗数 店舗 ㉚ 226  226  226  225 Ｂ 

460 
事業者等の３Ｒ推進の取組に対する支援実施

件数〔累計〕  ※H28 以前からの累計 
件 101  131  113  118 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 145 142 1 25 0 116 
3 

(60%) 

1 

(20%) 

0 

(0%) 

1 

（20%） 

2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (２) 災害に強く持続可能な廃棄物処理体制の構築                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

461 産業廃棄物の自県内処理率 ％ ㉘ 94.8  ③ 97.5  ㉚ 97.5   94.1 Ｂ 

462 
災害廃棄物処理計画策定市町村数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
市町村 1  33  14  8 Ｄ 

【特記事項】 

・・  災害廃棄物処理計画策定市町村数〔累計〕は、令和元年東日本台風（台風第 19 号）により、国の主催
による計画策定支援研修が一部中止になったほか、市町村及び県において、災害により生じた災害廃棄物
の処理及びその支援を優先せざるを得なかったことにより、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 592 536 0 27 263 246 
3 

(75%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（25%） 

2 

(50%) 

1 

(25%) 

0 

(0%) 

1 

（25%） 

 (３) 産業廃棄物の適正処理の推進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

463 産業廃棄物適正処理率 ％ 99.5  100  100  99.6 Ｂ 

464 電子マニフェスト普及率 ％ 49  70  55  － － 

465 
青森県境産業廃棄物不法投棄事案に係る

浄化完了済み地区の割合 
％ 66.7  100  73.3  80.0 Ａ 

【特記事項】 

・ 電子マニフェスト普及率は、(公財)日本産業廃棄物処理振興センターから集計結果が公表されていない
ため、実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、電子マニフェスト導入実務研修会
を開催したほか、産業廃棄物に係る説明会等における周知に取り組みました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 568 556 147 63 205 141 
4 

(80%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（20%） 

2. 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 
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３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「ごみ減量やリサイクルの定着」の重要度は 12 位、満足度は２位とな
り、ニーズ度は 38 位となっています。 

 

◎◎参参考考デデーータタ  
・ 全国の一人１日当たり家庭系ごみ（資源になるものを除く）排出量は、ほぼ横ばいの傾向にあります。 

調査項目 単位 H29 H30 R1 備 考 

全国の一人１日当たり家庭系ごみ

（資源になるものを除く）排出量 
ｇ ㉘507 ㉙505 ㉚505 環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」 
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（基本方向） 

地球温暖化防止に向け、県民や事業者、行政が一体となった県民運動を展開し、温室効果ガスの排出削減対

策を推進するとともに、再生可能エネルギーの導入や適切な森林整備等による森林吸収源対策の促進を図りま

す。 

また、気候変動とその影響に関する情報の収集や提供等を行うことにより、地域における気候変動適応策を

推進するとともに、県民への意識啓発を進めます。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、実績値が未確定等なため、達成度は測定できませんで

した。  

・具体的推進方策指標９指標は、実績値が未確定等の３指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が５指標（83％）、

達成度Ｄの指標が１指標（17％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

69 
再生可能エネルギーによ

る電力自給率 
％ 28.0  37.0  29.0 － － - - - 

・ 再生可能エネルギーによる電力自給率は、算定の根拠となる国のデータがまだ公表されていないため、
実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、防災拠点への再生可能エネルギー発電設
備の導入や、被災家屋への太陽光発電の導入支援等に取り組みました。 

【参考指標】 

調査項目 単位 
現状値 

（H29） 
R1 備考 

29 森林面積割合 ％ ㉖74.9 - 5 年ごとの公表 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標９指標は、実績値が未確定等の３指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が５指標（83％）、達成度

Ｄの指標が１指標（17％）でした。 

 

 

 Ⅷ 自然環境 

 

44 地球温暖化防止に向け、低炭素社会の形成を進め
ます 

Ａ

3指標

50%Ｂ

2指標

33%

Ｄ

1指標

17%

6指標
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( )                                   

 

  
 

(H29) 

 

(R4) 

 

(R1) 

 

(R1) 
 

466   86.4  87.5  87.5  86.4  

467    202  242  212  245  

468 
 

 14.8  25.7  19.1  18.9 B 

 

 

 
  

  
 

    A B C D A B C D 

4 35 31 0 25 0 6 
3 

(60%) 

1 

(20%) 

0 

(0%) 

1 

20%  

1 

(25%) 

2 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

25%  

 

 ( )                                       

 

  
 

(H29) 

 

(R4) 

 

(R1) 

 

(R1) 
 

469 
 

H28  
MW 1,046  1,687  1,269    

470 
 

H28  
 25,634  29,700  27,800    

471  

H28  

 7  10  8  8  

472  BD  230,809  233,800  231,700    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  
 

    A B C D A B C D 

7 933 690 26 658 2 4 
6 

(75%) 

1 

(13%) 

1 

(13%) 

0 

0%  

5 

(72%) 

0 

(0%) 

1 

(14%) 

1 

14%  

 ( )                                       

 

  
 

(H29) 

 

(R4) 

 

(R1) 

 

(R1) 
 

473   40.8  42.8  41.3  42.0  

 

2,270 1,885 1,853
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 1,156 572 572 0 0 0 
0 

(0%) 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

(４)  地球温暖化に伴う気候変動の影響への適応                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

474 
気候変動対策に関する総合イベント参加者数

〔累計〕 
人 ㉚ 4,942  20,000  5,000  0 Ｄ 

【特記事項】 

・・  気候変動対策に関する総合イベント参加者数〔累計〕は、令和元年東日本台風（台風第 19 号）が接近
したことにより総合イベントが中止となったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 2,019 1,250 926 185 116 23 
0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

（50%） 

0 

(0%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

1 

（50%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「温暖化防止の取組」の重要度は 14 位、満足度は 44 位となり、ニー
ズ度は９位となっています。  
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（基本方向） 

科学・情報技術を活用できる基盤の強化に向け、国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の環境整備や新たな産業

振興を見据えた取組、土台となる関連のインフラ整備などを推進します。 

また、科学技術の社会実装や本県の多様な資源と技術を生かした研究シーズの創出などを推進します。 

さらに、県民の生活に関わる様々な分野において効率的・効果的なツールとして期待されるＩｏＴ、ビッグ

データ、人工知能（ＡＩ）などの情報通信技術（ＩＣＴ）の利活用を推進するとともに、日々の暮らしや産業

経済活動に欠かせない超高速ブロードバンド等の情報通信インフラの整備を促進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ｄの指標が１指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標 11 指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が９指標（82％）、達成度Ｃの指標が２指標（18％）

でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

72 
モバイル端末（スマートフ

ォン）の人口普及率 
％ 51.5 78.1 61.9 56.0 Ｄ 

42 位 

(3 位) 

45 位 

(4 位) 

下降 

(下降) 

【特記事項】 

・ モバイル端末（スマートフォン）の人口普及率は、全国的に普及率の伸びが小さいことに加え、全国平均
で 60 歳以上の高年齢層の普及率が低く、60 歳以上の人口割合が多い本県においては普及が進まなかったこ
とから、達成度は【Ｄ】となりました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

・具体的推進方策指標 11指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が

９指標（82％）、達成度Ｃの指標が２指標（18％）でした。 

 (１)  国際研究拠点の形成と関連インフラの整備                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

475 研究者等調査対応件数〔累計〕 件 10  75  14  25 Ａ 

476 
加速器関連産業における共同研究開発件数

〔累計〕 
件 4  4  1  1 Ａ 

477 三陸海域論文知事表彰応募件数〔累計〕 件 ㉚ 10  40  10  6 Ｃ 

 Ⅸ 社会基盤 

 

45 科学・情報技術を活用できる基盤を強化します 

Ａ

8指標

73%

Ｂ

1指標

9%

Ｃ

2指標

18%

11指標
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【特記事項】 

・ 三陸海域論文知事表彰応募件数〔累計〕は、岩手海洋研究コンソーシアム参画機関及び海洋関係学会に
よる関係者への周知や、海洋研究成果のフィードバック講座による海洋研究への理解増進に取り組みまし
たが、三陸海域における震災関連の研究需要が落ち着いてきたことや、過去の受賞者が応募を控える場合
もあり、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 76 65 3 0 0 62 
5 

(83%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（17%） 

4 

(66%) 

1 

(17%) 

1 

(17%) 

0 

（0%） 

 (２)  イノベーションの創出に向けた研究開発の推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

478 特許出願等相談件数 件 1,599  1,700  1,625  1,730 Ａ 

479 
県の支援による科学技術に関する競争的資

金獲得件数 
件 10  10  10  10 Ａ 

480 
公設試験研究機関における産学官共同研究

数〔累計〕 
件 120  500  122  112 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 62 57 0 0 0 57 
5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

5 

(83%) 

0 

(0%) 

1 

(17%) 

0 

（0%） 

 (３)  ＩＣＴ利活用による地域課題の解決と県民利便性の向上                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

481 市町村ＩＣＴ利活用サービス開始数 件 18  21  15  17 Ａ 

482 ＩＣＴフェア来場者数 人 ㉚ 479  640  520  558 Ａ 

483 ＩＣＴセミナー受講者数〔累計〕【再掲】 人 93  780  180  241 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 2 1 0 0 0 1 
3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(４)  情報通信インフラの整備促進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

484 携帯電話不感地域人口 人 3,369  3,010  3,109  2,688 Ａ 

485 
超高速ブロードバンド（光ファイバー）サービス

拡大支援エリア数〔累計〕 
箇所 0  12  3  2 Ｃ 

【特記事項】 

 ・・  超高速ブロードバンド（光ファイバー）サービス拡大支援エリア数〔累計〕は、未整備地区の市町村
に対して令和元年度に新設された国の制度の周知等を図ったものの、初年度においては制度の浸透が充
分ではなく、整備が２地区にとどまったことから、達成度は【Ｃ】となりました。 
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 38 33 33 0 0 0 
1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「ＩＬＣや新たな産業振興への取組」の重要度は 56 位、満足度は 39
位となり、ニーズ度は 53位となっています。  

・ 令和２年県民意識調査によると「情報通信技術の活用」の重要度は 46 位、満足度は 15 位となり、ニ
ーズ度は 47 位となっています。  
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（基本方向） 

自然災害から県民の暮らしを守るため、河川改修や津波防災施設、砂防施設、農業水利施設、治山施設、漁

港施設の整備などのハード対策と、災害関連情報の充実強化などのソフト施策を効果的に組み合わせた、防

災・減災対策を推進します。 

また、災害に強い道路ネットワークを構築するため、幹線道路の整備や緊急輸送道路等の防災機能の強化な

どを推進します。 

さらに、日常生活を支える安全・安心な道づくりのため、救急搬送ルートの整備や地域の実情に応じた道路

整備、冬期間の道路交通確保対策、通学路等への歩道の整備などを推進します。 

これらの社会資本の整備に当たっては、必要な事業量を計画的に確保しながら取組を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（100%）でした。 

・具体的推進方策指標 19指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 16指標（94％）、

達成度Ｃの指標が１指標（６％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

73 河川整備率 ％ 48.9 51.3 49.3 49.3 Ａ (1 位) (1 位) (横ばい) 

74 緊急輸送道路の整備延長 km － 38.1 8.2 6.6 Ｂ - - - 

 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 19指標は、実績値が未確定等の２指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 16 指標（94％）、達成

度Ｃの指標が１指標（６％）でした。 

 

 

 

 Ⅸ 社会基盤

 

46 安全・安心を支える社会資本を整備します 

Ａ

12指標

71%

Ｂ

4指標

23%

Ｃ

1指標

6%

17指標
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(１)  ハード対策とソフト施策を効果的に組み合わせた防災・減災対策                                 

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

486 
近年の洪水災害に対応した河川改修事業の

完了河川数〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
河川 0  8  3  3 Ａ 

487 
県管理河川における水位周知河川の指定河

川数〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
河川 30  45  41  38 Ｃ 

488 

県管理河川における想定最大規模の降雨に

対応した洪水浸水想定区域の指定河川数〔累

計〕 

※H28 以前からの累計 

河川 1  32  23  20 Ｂ 

489 
土砂災害警戒区域等指定箇所数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
箇所 5,510  10,000  7,300  7,713 Ａ 

490 
岩手山火山噴火対応施設が概成した渓流数

〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
渓流 2  4  2  2 Ａ 

【特記事項】 

・ 県管理河川における水位周知河川の指定河川数〔累計〕は、諸葛川及び人首川を水位周知河川に新たに
指定するなど着実に取組を進めましたが、一部の河川において、水位設定にかかる調整に時間を要し年度
を越えた指定になったこと等から、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

13 141,485 72,612 45,834 14,614 8,909 3,255 
10 

(83%) 

2 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

11 

(85%) 

1 

(8%) 

1 

(8%) 

0 

（0%） 

 (２)  公共建築物等の耐震化による安全の確保                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

491 
防災拠点建築物（県・市町村庁舎）における耐

震改修実施施設数〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
施設 7  10  7  7 Ａ 

492 県立学校の耐震化率【再掲】 ％ 98.2  100  99.1  99.1 Ａ 

493 私立学校の耐震化率【再掲】 ％ ㉚ 87.0  92.5 88.4 88.3 Ｂ 

494 病院の耐震化率【再掲】 ％ 69.6 78.4 75.0 74.7 Ｂ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 2,048 1,708 4 49 1,590 65 
6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(66%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

1 

（17%） 

(３)  災害に強い道路ネットワークの構築                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

495 
高規格幹線道路等の整備延長〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
km 432  615  506  506 Ａ 

496 緊急輸送道路の整備完了箇所数〔累計〕 箇所 － 20  5  5 Ａ 

497 
緊急輸送道路における耐震化完了橋梁数〔累

計〕 
橋 － 35  13  11 Ｂ 

498 
緊急輸送道路における道路防災対策完了箇

所数〔累計〕 
箇所 － 15  0  － － 

−172−



 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C Ｄ A B C Ｄ 

5 66,590 28,565 14,003 11,541 1,605 1,416 
4 

(67%) 

2 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(50%) 

2 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(４)  日常生活を支える安全な道づくりの推進                                    

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

499 
救急医療機関へのアクセス道路の整備延長

〔累計〕 
km － 10.8  0.0  － － 

500 
必要堆雪幅を確保した道路の整備延長〔累

計〕 
km － 39.6 5.3 6.0 Ａ 

501 
通学路（小学校）における歩道設置延長〔累

計〕 
km － 8.8  0.4  0.9 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

5 67,424 29,356 14,003 11,542 2,392 1,419 
7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (５)  自然災害に強い農山漁村づくりの推進【再掲】                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

502 
ハザードマップ作成等ソフト対策を実施した防

災重点ため池の割合【再掲】 
％ 4.0  100.0  8.0  9.0 Ａ 

503 
山地災害防止機能が確保された集落数〔累

計〕【再掲】 ※H28 以前からの累計 
集落 974  1,000  985  985 Ａ 

504 
漁港施設の防災・減災対策実施施設数〔累

計〕【再掲】 ※H28 以前からの累計 
施設 3  35  14  18 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

16 28,400 17,599 9,136 4,983 1,323 2,157 
16 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

15 

(94%) 

1 

(6%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「災害に強く安心して暮らせる県土」の重要度は４位、満足度は 34 位
となり、ニーズ度は 10位となっています。  
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（基本方向） 

物流の効率化など生産性の向上を図るため、内陸部と港湾を結ぶ道路や工業団地、インターチェンジへのア

クセス道路、港湾などの産業の基盤となる社会資本の整備・利活用を推進します。 

また、観光の振興を図るため、都市間や主要な観光地を結ぶ道路の整備、港湾・空港の機能拡充など、交流

人口の拡大や外国人観光客の増加などを見据えた社会資本の整備・利活用を推進します。 

さらに、効率的で高収益な農林水産業を実現するため、生産基盤の着実な整備に取り組みます。 

これらの社会資本の整備に当たっては、必要な事業量を計画的に確保しながら取組を推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標１指標は、達成度Ａの指標が１指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標 12指標は、実績値が未確定等の１指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が９指標（82％）、

達成度Ｃの指標が２指標（18％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

75 港湾取扱貨物量 万ｔ 606 711 596 635 Ａ 
35 位 

(5 位) 
- - 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 12指標は、実績値が未確定等の１指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が９指標（82％）、達成度

Ｃの指標が２指標（18％）でした。 

(１)  産業振興や交流を支える道路整備                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

505 
高規格幹線道路等の整備延長〔累計〕【再掲】 

※H28 以前からの累計 
km 432  615  506  506 Ａ 

506 物流の基盤となる道路の整備延長〔累計〕 km － 15.0  0.0  － － 

507 
主要な観光地へのアクセス道路の整備延長

〔累計〕 
km － 24.0  1.7  2.1 Ａ 

 

 

 Ⅸ 社会基盤 

47 産業や観光振興の基盤となる社会資本を 
 整備します 
 

Ａ

7指標

64%

Ｂ

2指標

18%

Ｃ

2指標

18%

11指標
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◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 66,103 28,164 14,004 11,402 1,345 1,413 
5 

(83%) 

1 

(17%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

 (２)  港湾の整備と利活用の促進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

508 港湾におけるコンテナ貨物取扱数（実入り） TEU 4,263  24,300  9,900  9,555 Ｂ 

509 外国船社が運航するクルーズ船寄港回数 回 0  4  2  2 Ａ 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 3,630 1,515 535 846 40 94 
1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(67%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（33%） 

 

(３)  いわて花巻空港の機能拡充と利活用の促進                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

510 いわて花巻空港の航空旅客数【再掲】 千人 

441 

（内訳） 

（国内） 

421 

（国際） 

20 

534 

（内訳） 

（国内） 

453 

（国際） 

81 

507 

（内訳） 

（国内） 

453 

（国際） 

54 

486 

（内訳） 

（国内） 

442 

（国際） 

44 

Ｃ 

511 国際線の運航回数【再掲】 回 165  628  440  375 Ｃ 

【特記事項】 

・・  いわて花巻空港の航空旅客数は、新型コロナウイルス感染症の影響による航空需要の減少等に伴い、特
に、２月以降の利用者が大きく減少したため、達成度は【Ｃ】となりました。 

・・  国際線の運航回数は、新型コロナウイルス感染症の影響による航空需要の減少等に伴い、２月以降、国
際定期便が計 46便の運休（台北線は 3/4～3/28、上海線は 2/8～3/28）となったため、達成度は【Ｃ】と
なりました。 

  

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 188 164 32 0 30 102 
- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 

- 

(-%) 
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 (４)  農林水産業の生産基盤の着実な整備【再掲】                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

512 
水田整備面積〔累計〕【再掲】 

※H28 以前からの累計 
ha 14,465  16,000  15,100  15,185 Ａ 

513 
農業用用排水路等の長寿命化対策着手施設

数〔累計〕【再掲】 ※H28 以前からの累計 
施設 81  97  88  88 Ａ 

514 再造林面積【再掲】 ha 749  1,000  850  830 Ｂ 

515 
林道整備延長〔累計〕【再掲】 

※H28 以前からの累計 
km 4,515  4,565  4,535  4,543 Ａ 

516 
漁港施設の長寿命化対策実施施設数〔累計〕

【再掲】 
施設 － 20  5  5 Ａ 

 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

18 32,264 17,270 9,529 5,909 1,543 289 
16 

(84%) 

3 

(16%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

13 

(72%) 

5 

(28%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「交通や物流の拠点に通じる道路整備」の重要度は 24 位、満足度は
13 位となり、ニーズ度は 33 位となっています。  
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（基本方向） 

社会資本が将来にわたって機能を発揮し続けるため、老朽化が進む施設の計画的な修繕を行う「予防保全型

維持管理」などにより、適切な維持管理等を実施します。 

また、地域の道路や河川などの良好な利用環境等を確保するため、県民との協働による維持管理を推進しま

す。 

さらに、社会資本の整備や維持管理、災害時の対応を担う、地域の建設企業の持続的・安定的な経営に向け

た基盤強化の取組などを推進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が２指標（100％）でした。 

・具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７指標（87％）、達成度Ｄの指標が１指標（13％）で

した。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

74 緊急輸送道路の整備延長 km － 38.1 8.2 6.6 Ｂ - - - 

76 
社会資本の維持管理を行

う協働団体数 
団体 ㉚413 413 413 413 Ａ - - - 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７

指標（87％）、達成度Ｄの指標が１指標（13％）でした。 

(１) 社会資本の適切な維持管理等の推進                             

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

517 

「岩手県公共施設等総合管理計画」に基づく

「個別施設計画」策定数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 

分野 8  16  13  10 Ｄ 

518 
早期に修繕が必要な橋梁の対策完了数〔累

計〕 ※H28 以前からの累計 
橋 9  116  23  24  Ａ 

519 
県営住宅の長寿命化型改善及び建替戸数

〔累計〕 
戸 48  136  40  40 Ａ 

 Ⅸ 社会基盤 

 

 48 生活を支える社会資本を良好に維持管理し、 
 次世代に引き継ぎます 
 

Ａ

6指標

75%

Ｂ

1指標

12%

Ｄ

1指標

13%

8指標

−177−



 

【特記事項】 

・ 「岩手県公共施設等総合管理計画」に基づく「個別施設計画」策定数〔累計〕は、一部の個別施設計画
について、令和２年３月に改訂された国のガイドラインを踏まえて策定することとし、策定時期を令和２
年度に見直したため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

4 35,806 22,128 6,866 5,170 2,836 7,256 
2 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

(２)  住民との協働による維持管理の推進                                      

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

520 県管理道路の維持管理活動を行う団体数 団体 ㉚ 353  353  353  352 Ｂ 

521 川や海岸の清掃美化活動を行う団体数 団体 60  60  60  61 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 12,421 10,741 133 1,950 1,672 6,986 
0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(50%) 

1 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 (３)  建設業における労働環境の整備、技術力・生産性の向上、経営基盤の強化【再掲】                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

522 
若者、女性の活躍推進、経営力強化を目的と

する講習会の受講者数〔累計〕【再掲】 
人 962  4,000  1,000  1,127 Ａ 

523 
ＩＣＴを活用した県営建設工事の実施件数〔累

計〕【再掲】 ※H28 以前からの累計 
件 14 50  28  38 Ａ 

524 
経営支援センターの助言等による新事業立ち

上げ企業数〔累計〕【再掲】 ※H28 以前からの累計 
社 120  135  126  126 Ａ 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

1 17 17 0 0 0 17 
2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

3 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「社会資本の維持管理」の重要度は 23 位、満足度は 33 位となり、ニ
ーズ度は 20 位となっています。  
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（基本方向） 

男女が共に生きやすく、多様な生き方が認められる男女共同参画社会の実現に向けた環境づくりを進めま

す。 

また、若者・女性、高齢者、障がい者の活躍に向け、若者の主体的な活動の活性化につながる取組や女性の

ライフステージ、ライフスタイルに対応した活躍の支援、高齢者の豊かな経験・知識などを生かした社会貢献

活動への参加、障がい者が住み慣れた地域で活躍できるような社会参加に向けた取組などを促進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標５指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が３指標（60％）、達成度Ｄの指標

が２指標（40％）でした。 

・具体的推進方策指標 23指標は、実績値が未確定等の２指標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 15指標（72％）、

達成度Ｃ、Ｄの指標が６指標（28％）でした。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

77 
労働者総数に占める女性

の割合 
％ 38.1 40.7 39.1 37.2 Ｄ 

17 位 

(4 位) 

21 位 

（4 位） 

下降 

（横ばい） 

78 障がい者の雇用率 ％ 2.16 2.30 2.20 2.27 Ａ 
16 位 

(1 位) 

19 位 

(2 位) 

下降 

（下降） 

79 
高齢者のボランティア活動

比率 
％ － 28.9 28.6 26.4 Ｂ - - - 

80 

共働き世帯の男性の家事

時間割合〔週平均〕※【再

掲】 

％ 34.2 40.0 37.0 41.3 Ａ - - - 

81 
審議会等委員に占める女

性の割合 
％ ㉚37.4 40.0 38.7 35.6 Ｄ 

17 位 

（2 位） 
- - 

※ 女性の家事時間に対する割合 

【特記事項】 

・ 労働者総数に占める女性の割合は、いわて女性活躍企業等認定制度の周知など女性の活躍促進に取り組
みましたが、首都圏を中心とする県外企業の採用活動が旺盛であったことなどにより、達成度は【Ｄ】と
なりました。 

・ 審議会等委員に占める女性の割合は、女性の登用に努めたものの、委員の選任分野の専門人材が少ない
などの理由から、達成度は【Ｄ】となりました。 

  

  Ⅹ 参画 

 

 49 性別や年齢、障がいの有無にかかわらず 
  活躍できる社会をつくります 
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２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  具体的推進方策指標 23指標は、実績値が未確定等の２指

標を除き、達成度Ａ、Ｂの指標が 15 指標（72％）、達成

度Ｃ、Ｄの指標が６指標（28％）でした。 

(１)  多様な生き方が認められる男女共同参画社会の実現に向けた環境の整備                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

525 
男女共同参画フェスティバル参加者数

〔累計〕 
人 976  4,000 1,000 1,406 A 

526 出前講座受講者数〔累計〕 人 4,392  17,600 4,400 3,253 C 

527 

男女共同参画サポーターの男性認定者

数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 

人 132  206  164  163 B 

528 岩手県防災会議における女性委員数 人 ㉚ 8  13  13  15 A 

529 
女性委員が参画する市町村防災会議

の割合 
％ 81.8  100.0  93.9  84.8 D 

530 

学校における男女混合名簿の使用率 ％ 

小 ㉚39 100  50  70 A 

531  中 ㉚21 100  31  50 A 

532   高 ㉚81 100 100 99 B 

533 女性農業者の経営参画割合【再掲】 ％ 27.5  32.0 29.0 29.9 Ａ 

【特記事項】 

・ 出前講座受講者数〔累計〕は、計画回数以上の出前講座を行ったものの、１回当たりの参加者数が少な
い場合があったこと、また年度末の出前講座が新型コロナウイルス感染症の影響により実施できなかった
ことにより、達成度は【Ｃ】となりました。 

・ 女性委員が参画する市町村防災会議の割合は、市町村向けの説明会等により、女性委員の積極的登用に
ついて働きかけを行いましたが、女性委員が参画していない５町村において、令和元年度は委員改選が行
われなかったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 115 111 45 2 0 64 
6 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(40%) 

2 

(40%) 

1 

(20%) 

0 

（0%） 

 (２)  若者の活躍支援                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

534 

いわて若者交流ポータルサイト登録団体数

〔累計〕 

※H28 以前からの累計 

団体 62  91  73  79 A 

535 いわて若者交流ポータルサイトアクセス数 回 37,925  41,000  41,000  42,332 A 

536 いわて若者会議参加者数〔累計〕 人 200  800  200  311 A 

537 
若者文化祭等の若者関連文化イベント来場者

数〔累計〕【再掲】 
人 7,498  24,000  7,500  5,486 Ｃ 

Ａ

9指標

43%

Ｂ

6指標

29%

Ｃ

3指標

14%

Ｄ

3指標

14%

21指標
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【特記事項】 

・・  若者文化祭等の若者関連文化イベント来場者数〔累計〕は、「いわてネクストジェネレーションフォー
ラム」について、地域の若者関連イベント等との相乗効果が十分に図れなかったことや、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により中止となったイベントがあったことにより、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 35 33 10 0 0 23 
6 

(86%) 

1 

(14%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

4 

(80%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

1 

（20%） 

 

 (３)  女性の活躍支援                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

538 
えるぼし認定企業・いわて女性活躍認定企業

等数〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
社 15  240  120  150 A 

539 
女性のエンパワーメント研修（ロールモデル提

供事業）受講者数〔累計〕 ※H28 以前からの累計 
人 ㉚ 277  517  337  329 B 

540 
経営者研修受講者数〔累計〕 

※H28 以前からの累計 
人 ㉚ 340  620  410  401 B 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 30 29 6 0 0 23 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

1 

(20%) 

2 

(40%) 

0 

(0%) 

2 

（40%） 

 

 (４)  高齢者の社会貢献活動の促進                                       

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

541 
「高齢者の地域活動交流会及び各種助成金

の説明会」の参加者数〔累計〕 
人 122  400  100  61 C 

542 
生活支援コーディネーター連絡会参加者数

【再掲】 
人 146 150  150  146 B 

【特記事項】 

・・  「高齢者の地域活動交流会及び各種助成金の説明会」の参加者数〔累計〕は、開催に当たり、広域振興
局、市町村、関係団体等と連携を図ったほか、個別に説明会参加の呼びかけを行い、新規の参加団体も見
られましたが、助成金制度に対する理解が進んだことにより、説明会の参加者が減少したため、同時に開
催する地域活動交流会にも積極的な参加が得られず、達成度は【Ｃ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

3 56 55 20 15 0 20 
5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

2 

(50%) 

1 

(25%) 

1 

(25%) 

0 

（0%） 
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(５)  障がい者の社会参加の促進・職業能力開発の支援                                     

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況  

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

543 手話通訳者・要約筆記者の派遣件数【再掲】 件 69  70  50  46 B 

544 就労移行支援事業所利用者数【再掲】 人 234  431  324  227 D 

545 
農業に取り組んでいる就労継続支援Ａ型事業

所の割合 
％ 57  63  59  － － 

546 
農業に取り組んでいる就労継続支援B型事業

所の割合【再掲】 
％ 53  61  55  － － 

547 障がい者委託訓練の受講者の就職率【再掲】 ％ 56.0 69.0 61.2 55.0 Ｄ 

【特記事項】 

・ 就労移行支援事業所利用者数は、当該サービスを利用せずに、直接、一般就労へ移行するなど利用者が
見込みを下回ったこと、事業所が少ない圏域があること、期間が限定されているサービスのため利用が進
まないことなどから、利用者が見込みを下回ったため、達成度は【Ｄ】となりました。 

・ 農業に取り組んでいる就労継続支援Ａ型事業所の割合は、今年度、実施される国の調査で判明するため、
実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、農林水産業者と就労継続支援事業所等と
のマッチング支援等に取り組みました。 

・ 農業に取り組んでいる就労継続支援Ｂ型事業所の割合は、今年度、実施される国の調査で判明するため、
実績値は測定できませんでした。なお、令和元年度においては、農林水産業者と就労継続支援事業所等と
のマッチング支援等に取り組みました。 

・ 障がい者委託訓練の受講者の就職率は、就労を希望する障がい者が、本訓練のほか国や他の機関の障が
い者就業支援制度の中からニーズに合う制度を選択しており、令和元年度は、本訓練の受講者は就業の困
難度が高い者が多かったことから、達成度は【Ｄ】となりました。 

◆◆推推進進方方策策をを構構成成すするる事事業業のの状状況況（（事事業業のの詳詳細細はは巻巻末末一一覧覧表表をを参参照照））  

事業数 

投入コスト（百万円） 
活動内容指標の達成度 成果指標の達成度 

予算額 決算額 
決算額の財源内訳 

国庫 その他 県債 一般 A B C D A B C D 

2 28 26 20 1 0 5 
2 

(67%) 

1 

(33%) 

0 

(0%) 

0 

（0%） 

0 

(0%) 

1 

(33%) 

2 

(67%) 

0 

（0%） 

 

３ その他（指標以外の状況など）                               

◎◎県県民民意意識識調調査査のの結結果果  

・ 令和２年県民意識調査によると「個性と能力を発揮できる社会の実現」の重要度は 30 位、満足度は
45 位となり、ニーズ度は 16 位となっています。  
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（基本方向） 

幅広い市民活動の展開に向け、活動情報の発信等による参加機運の醸成や連携・協働のネットワークづくり、

ＮＰＯの運営基盤の強化などの取組を推進します。 

また、様々な分野における、多様な主体のネットワークの構築や県民の参画を促す県民運動を促進します。 

 

［概要］ 

〇政策項目に関連するいわて幸福関連指標２指標は、達成度Ｂの指標が１指標（50％）、達成度Ｄの指標が１

指標（50％）でした。 

・具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７指標（87％）、達成度Ｃの指標が１指標（13％）で

した。 

  

１ いわて幸福関連指標の状況                                

指標名 単位 
現状値 
(H29) 

計画目標値 
(R4) 

年度目標値 
(R1) 

実績値 
(R1) 

達成度 
参考）全国順位（東北順位） 

H29 R1 比較 

79 
高齢者のボランティア活

動比率 
％ － 28.9 28.6 26.4 Ｂ - - - 

82 
ボランティア・ＮＰＯ・

市民活動への参加割合 
％ 18.6 20.6 19.4 15.7 Ｄ - - - 

【特記事項】 

・ ボランティア・ＮＰＯ・市民活動への参加割合は、ＮＰＯ活動交流センターを通じて情報発信や活動紹
介を行ったものの、同センターの利用状況からも、新型コロナウイルス感染症の影響により、対外的な活
動が控えられる傾向が見られており、こうした要因などにより、達成度は【Ｄ】となりました。 

２ 県の取組（具体的推進方策）の状況                             

具体的推進方策指標の達成度  説明 

  

具体的推進方策指標８指標は、達成度Ａ、Ｂの指標が７

指標（87％）、達成度Ｃの指標が１指標（13％）でした。 

(１)  多様な主体の参画・連携・協働に向けた機運醸成とネットワークづくり                                

◆◆具具体体的的推推進進方方策策指指標標のの状状況況 

指標名 単位 
現状値 

(H29) 

計画目標値 

(R4) 

年度目標値 

(R1) 

実績値 

(R1) 
達成度 

548 
ＮＰＯ活動交流センターのホームページアクセ

ス数 
回 31,126 33,130  31,630  54,710 A 

549 県と連携・協働した中間支援ＮＰＯの割合 ％ 50 100  70  71 A 

 Ⅹ 参画 

 

 50 幅広い市民活動や多様な主体による県民運動を 
  促進します 

Ａ

6指標

75%

Ｂ

1指標

12%

Ｃ

1指標

13%

8指標
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    A B C D A B C D 

2 98 92 39 16 0 37 
2 

(40%) 

3 

(60%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

4 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

 ( )                                        

 

  
 

(H29) 

 

(R4) 

 

(R1) 

 

(R1) 
 

550   485 620 545  546 A 

551 
 H28  

 128  1,000 400 319 C 

552 
 

  47,352  216,000  54,000  78,423 A 

553   86.4  87.5  87.5  84.9 B 

 

 

 

 

 

 
  

  
 

    A B C D A B C D 

4 662 646 2 38 74 532 
7 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

4 

(58%) 

1 

(14%) 

1 

(14%) 

1 

14%  

 ( )                                       

 

  
 

(H29) 

 

(R4) 

 

(R1) 

 

(R1) 
 

554 10   38.8 40.8  39.7  40.1 A 

555   3.6 4.4 3.8 4.1 A 

 

 

 
  

  
 

    A B C D A B C D 

3 99 93 39 17 0 37 
2 

(50%) 

2 

(50%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

5 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

0 

0%  

 

                                

 

 47
25 44  

650 536
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＜参考資料＞ 

１ いわて県民計画（2019～2028）政策推進プラ
ン いわて幸福関連指標一覧表 

２ いわて県民計画（2019～2028）政策推進プラ
ン 具体的推進方策指標一覧表 

３ いわて県民計画（2019～2028）政策推進プラ
ン 事務事業一覧表 

４ 復興推進プランの施策体系・事業に基づく進捗
状況の概要 

５ 令和２年県の施策に関する県民意識調査の結果
について 
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３３  いいわわてて県県民民計計画画（（22001199～～22002288））政政策策推推進進ププラランン  事事務務事事業業一一覧覧表表 

事務事業評価一覧表の見方 

※１ 部局名（令和元年度時点） 

表記 担当部局名 表記 担当部局名 表記 担当部局名 

秘書 秘書広報室 農水 農林水産部 盛岡 盛岡広域振興局 

総務 総務部 県土 県土整備部 県南 県南広域振興局 

政策 政策地域部 復興 復興局 沿岸 沿岸広域振興局 

文スポ 文化スポーツ部 ILC ILC 推進局 県北 県北広域振興局 

環境 環境生活部 教委 教育委員会 

保福 保健福祉部 警察 警察本部 

商工 商工労働観光部 

国庫 その他 県債 一般

１　生涯にわたり心身ともに健やかに生活できる環境をつくります

①　生涯を通じた健康づくりの推進

2 保福 復・総 被災地健康維持増進費【健康国保課】 24,789 12,783 4,478 8,305 0 0 0

5 保福 総 生活習慣病重症化予防推進事業費【健康国保課】 16,066 15,556 184 6,361 0 9,011 0

7 保福 総 受動喫煙対策促進費【健康国保課】 4,962 4,191 2,092 5 0 2,094 0

8 保福 総 マンモグラフィ検診精度向上事業費補助【健康国保課】 40,920 40,920 0 0 0 40,920 0

9 保福 総
依存症対策事業費（アルコール健康障害対策推進事業
費）【障がい保健福祉課】

2,567 1,461 730 0 0 731 0

10 保福 総
医療等ビッグデータ利活用推進費【健康国保課・医療政
策室】

61,996 60,880 0 0 0 60,880 0

11 保福 復・総
被災市町村保健センター再建支援事業費【健康国保
課】

13,211 3,475 0 3,475 0 0 9,726

(561) 農水 ○ 総
いわて農林水産物機能性活用推進事業費【農林水産企
画室】

(24,022) (23,612) (11,806) (0) (0) (11,806) (0)

2,050 0

番号 部局名 再掲
計画
関連

事業名

1 保福 総 健康いわて２１プラン推進事業費【健康国保課】 3,618 925 0 

令和元年度

最終予算額
（千円）

決算額
（千円）

繰越額
（千円）

2,976 1 

3 保福 総 イー歯トーブ８０２０運動推進事業費【健康国保課】 9,526 8,745 5,247 6 0 3,492 0

4 保福 総 脳卒中予防緊急対策事業費【健康国保課】 4,650 4,243 1,551 3 0 2,689 0

6 保福 総 県民主体の健康度アップ支援事業費【健康国保課】 31,748 31,449 0 0 0 31,449 0

計画値 実績値 達成度 目標値 実績値 達成度

地域説明会の開催 回 9 20 Ａ
21プラン（第２次）について「理解できた」「概ね理
解できた」参加者の割合

％ 70 85 Ａ

地域説明会・普及啓発展の開催 回 - - － - - － - －

特別健診等補助事業実施市町村数 市町村 6 6 Ａ 健診受診者数 人 7,240 5,493 Ｃ

出前健口講座の実施 箇所 30 36 Ａ 出前健口講座の受講者数 人 600 1,465 Ａ

障がい児者施設及び高齢者施設における歯科保
健サービスの実施

施設 30 35 Ａ 歯科保健サービスを受けた施設入所者数 人 700 1,022 Ａ

県民会議の主催・共催事業の実施 回 10 11 Ａ 脳卒中予防県民会議への参画 団体 25 19 Ｃ

食生活キャンペーンの実施 回 9 9 Ａ 健康教育講座等の参加者数 人 5,000 5,671 Ａ

地域啓発キャンペーンの実施 回 - - － - - － - －

がん登録実施医療機関数 施設 100 134 Ａ がん情報の登録件数 件 15,000 14,269 Ｂ

事業説明会の開催 回 9 9 Ａ チャレンジマッチの参加者数 人 1,000 1,022 Ａ

健康的な食事推進マスター養成講座の開催 回 4 4 Ａ 健康的な食事推進マスター養成講座の参加者数 人 120 106 Ｂ

普及啓発説明会の開催 回 18 26 Ａ 説明会参加者数 人 540 940 Ａ

マンモグラフィ検診車の整備支援 台 1 1 Ａ 整備完了台数 台 1 1 Ａ

アルコール健康障害対策推進協議会の開催 回 1 1 Ａ
精神保健福祉センターにおけるアルコールに関す
る相談件数

件 200 168 Ｂ

医療等ビッグデータ利活用システムの整備 式 1 1 Ａ - - － - －

被災市町村保健センターの復旧費の補助箇所 箇所 1 1 Ａ 補助完了施設数 箇所 1 1 Ａ

講習会等の開催回数 回 2 2 Ａ 機能性に着目した商品開発件数 件 1 2 Ａ

令和元年度令和元年度

活動内容指標 成果指標

指標名 単位 指標名 単位

■事務事業評価一覧表

・ 令和元年度に実施した政策的な

事務事業について「予算・決算

額」、「達成度」について取りまと

めた表です。 

・ 10 の政策ごとの事業数を記載し

ています。 

◆ 政策推進プラン構成事業 701 事業（再掲 258 事業を除く） 
【政策Ⅰ】129 事業（再掲 14 事業を除く） 

■政策項目

50 の政策項目名を記載していま

す。 

■復興推進プラン・総合戦略関連

復興推進プランに掲げられる事

業について「復」を、岩手県ふるさ

と振興総合戦略に掲げられる事業

について「総」を表示しています。

■部局名

担当部局名※１を記載して

います。 

■再掲

「○」は、主掲事業の再掲となる

事業を表しています。 

■令和元年度（千円）

令和元年度の最終予算額、決算

額、翌年度への繰越額を記載してい

ます。 

■指標結果

・ 政策推進プランを構成する事業につ

いては、「活動内容指標」及び「成果

指標」の令和元年度の実績値及び達成

度を表しています。

・ 達成度の判定

・ 「－」は、実績が未確定等により判

定できないものです。 

達成度

A

B

C

D

達成率の算出方法

　＜通常の指標、維持指標の場合＞
 　　　達成率＝実績値／目標値×100
　＜マイナス指標の場合＞
　　　 達成率＝目標値／実績値×100

目標達成率

100％以上

80％以上100％未満

60％以上80％未満

60％未満

■具体的な推進方策

県が主体となって取り組む「具体

的な推進方策」を記載しています。
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−233−



−234−



−235−



−236−



−237−
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Ａ96.1

Ａ96.1

−239−



−240−



Ａ96.1

Ａ96.1

−241−



−242−



Ａ96.1

−243−



−244−



96.1 Ａ

−245−



−246−



96.1 Ａ

96.1 Ａ

96.1 Ａ

96.1 Ａ

−247−



179

−248−



96.1

96.1

Ａ

Ａ

−249−



−250−



−251−



−252−



−253−



−254−



−255−



−256−



−257−



−258−



−259−



36

199

−260−



−261−



−262−



−263−



2,763,214

1,023 512

−264−



−265−



376

−266−



6 4 2

−267−



−268−



−269−



1,145 1,145

1,145 1,145

1,051 1,051

22,706 22,706

−270−



−271−



2,477

4,377 3,582

10,95410,954

673 673

52,477

100,466

5 2,390

2,390

−272−



−273−



−274−



−275−



94,020 68,098 68,098 12,500

−276−



−277−



1,204

12,366

−278−



−279−



−280−



−281−



8,285 8,285

−282−



3 Ａ

−283−



−284−



3 Ａ

−285−



−286−



−287−



−288−



航空レーザ等を用いた調査箇所数

−289−



−290−



−291−



−292−



−293−



−294−



−295−



4,090

−296−



−297−



835,086

5,888 5,724 5,724 0

822,107 607,300 1,250

93,872 61,610 32,255

874874

−298−



−299−



29,893

19,159 13,120 12,834

1,194,6141,194,6141,336,000

286

28,034 1,859 1,548

−300−



−301−



−302−



−303−



−304−



−305−



−306−



−307−



682

−308−



−309−



−310−



−311−



22,706

65,030

652,221 641,449 74,000 529,284

59,453 13,825

22,706

−312−



−313−



868 868

65,030 59,453 13,825

−314−



人
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４ 復興推進プランの施策体系・事業に基づく進捗状況の概要 

         

全体の状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

【４本の柱ごとの指標数内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ カッコ書きは、再掲指標を除いた場合 

【復興推進プランの令和元年度計画値に対する進捗率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 再掲指標を含む 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

25 4 2 7
65.8% 10.5% 5.3% 18.4%

60 12 7 4
72.3% 14.5% 8.4% 4.8%

82 14 2 3
81.2% 13.9% 2.0% 3.0%

29 1 0 1
93.5% 3.2% 0.0% 3.2%
196

(157)
31

(25)
11

(11)
15

(13)
77.5%

(75.7%)
12.3%

(12.6%)
4.3%

(5.3%)
5.9%

(6.3%)
227    (182) 26    (24)
89.7%　(88.3%) 10.3%　(11.7%)

暮らしの再建 83

なりわいの再生 101

合計
253

(206)

未来のための
伝承・発信

31

４本の柱
指標数
合計

進捗区分ごとの指標数
(下段は指標数合計に占める構成比)

安全の確保 38

253
指標

Ａ（196）
77.5％

Ｂ（31）
12.3％

Ｃ（11）
4.3％

Ｄ（15）
5.9％

区　分
復興推進プラン

令和元年度計画値
に対する進捗率

A 100％以上

B
100％未満
80％以上

C
80％未満
60％以上

D 60％未満

【趣 旨】 
○ 「いわて県民計画 復復興興推推進進ププラランン 〔〔22001199 年年度度～～22002222 年年度度〕〕」」のの構構成成事事業業をを対対象象とし、より良い復

興に向けた４本の柱である「安全の確保」、「暮らしの再建」、「なりわいの再生」及び「未来のための伝

承・発信」の観点から、復復興興推推進進ププラランンのの令令和和元元年年度度ににおおけけるる進進捗捗状状況況を示すもの。 

○ この進進捗捗状状況況ののほほかか、「復興に関する意識調査」や「いわて復興ウォッチャー調査」による主主観観指指標標、

地域ごとの人口動態や商工業指標などの「いわて復興インデックス」の客客観観指指標標ななどどもも含含めめてて復復興興状状況況

のの分分析析を行い、その結果を今今後後のの復復興興施施策策・・事事業業にに反反映映させていくもの。 

○ 復復興興推推進進ププラランンのの令令和和元元年年度度ににおおけけるる進進捗捗状状況況は、令和元年度に設定した 253 指標（再掲指標
47 指標を含む）中、進進捗捗率率がが 8800%%以以上上のの指指標標がが 8899..77%%（227 指標）（再掲指標を除いた場合、それ
ぞれ 88.3%、182指標）となった。 

グラフの見方：区分（指標数） 
         〈割合％〉 
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４本の柱の取組状況 

 

 
復復興興推推進進ププラランンのの令令和和元元年年度度計計画画値値にに対対すするる進進捗捗率率 

・80%以上：95.0%（96 指標） 
令令和和元元年年度度のの主主なな取取組組 

○ 水産業・農林業分野では、沿岸地域の主要産業である水産加工業の商品 

開発を支援するとともに、水産加工品など食の魅力を発信するイベント等 

を実施した。 

○ 商工業分野では、中小企業等グループ補助金により 11 グループ 23事業者 

の施設・設備の復旧を支援したほか、起業や第二創業の支援など実施した。 

○ 観光分野では、三陸防災復興プロジェクト 2019やラグビーワールドカップ 2019 TM 

釜石開催など三陸地域に国内外の注目が集まる好機を捉え、三陸ＤＭＯセンターと連携し、観光人材の育

成や地域の資源を生かした多様な観光コンテンツ開発や旅行商品化の支援のほか、メディア等の招請など

国際観光の推進にも取り組んだ。 

  
復復興興推推進進ププラランンのの令令和和元元年年度度計計画画値値にに対対すするる進進捗捗率率 

・80%以上：76.3%（29 指標） 

令令和和元元年年度度のの主主なな取取組組 
○ 防災のまちづくり分野では、津波防災施設の整備済延長が 2.5km 増進し、 

72.2kmとなった。（全体計画値：76.8km） 
○ 交通ネットワーク分野では、復興支援道路として、内陸部から沿岸各都市 

等にアクセスする道路及び横断軸間を南北に連絡する道路等について、交通 
支障箇所の改築等を実施した。令和元年度は、２箇所を供用開始。（全体計画値：９箇所） 

 
復復興興推推進進ププラランンのの令令和和元元年年度度計計画画値値にに対対すするる進進捗捗率率 
・80%以上：86.7%（72 指標)  

令令和和元元年年度度のの主主なな取取組組  

○ 生活・雇用分野では、沿岸部の災害公営住宅について整備が完了した 

（計 5,550戸）。また、内陸部への避難者向けの災害公営住宅を 52戸整備 

し、その進捗率は 65.0％（累計：184戸）となった。（全体計画値：283戸） 

○ 保健・医療・福祉分野では、被災者の健康の維持・増進やこころのケア 

などの支援に引き続き取り組んだ。 

○ 教育・文化・スポーツ分野においては、全市町村においてスクールカウンセラー 

等の活用による心のサポートなどの支援を引き続き実施した。 

○ 地域コミュニティ分野では、市町村及び被災者支援を行う民間団体等の調整役となるコーディネーター

を配置し、被災地のコミュニティ形成が円滑に進むよう引き続き市町村を支援した。 

○ 市町村行政機能分野では、国などと連携して県内外の自治体に応援職員の派遣要請を行うなど、被災市

町村の復興事業の推進等に必要なマンパワーの確保に取り組み、399 人(令和２年３月１日現在)の応援職

員を確保したほか、メンタルヘルスケア研修会の開催等を通じ、応援職員を支援した。 

38指標

Ｄ（7）
18.4％

Ａ（25）
65.8％

B（4）
10.5％

C（2）
5.3％

83指標

Ａ（60）
72.3％

Ｂ（12）
14.5％

Ｄ（4）
4.8％C（7）

8.4％

 安全の確保 

 暮らしの再建 

 なりわいの再生 

 
復復興興推推進進ププラランンのの令令和和元元年年度度計計画画値値にに対対すするる進進捗捗率率 

・80%以上：96.7%（30 指標） 
令令和和元元年年度度のの主主なな取取組組 

○ 事実・教訓の伝承分野では、高田松原津波復興祈念公園内に東日本大震災 

津波伝承館を整備し、展示及び防災・復興教育・普及の事業を実施した。 

○ 復興情報発信分野では、復興に取り組む姿を発信し、東日本大震災津波の 

風化を防ぐとともに東日本大震災津波の記憶と教訓を伝え、国内外の防災力 

向上に貢献するため、三陸防災復興プロジェクト 2019 を開催した。 

 未来のための伝承・発信 

101
指標

Ｂ（14）
13.9％

Ｄ（3）
3.0％

Ａ（82）
81.2％

C（2）
2.0％

31指標

Ａ（29）
93.5％

Ｂ（1）
3.2％

D（1）
3.2％

−317−



５ 令和２年県の施策に関する県民意識調査の結果について 

【調査概要】 

（調査対象） 県内に居住する 18歳以上の男女 計 5,000人 

（調査時期） 令和２年１～２月 

（回収結果） 有効回収率： 67.7%（3,387人/5,000人） 

（調査項目） 問１ 生活全般の満足度 

問２ 「いわて県民計画（2019～2028）」の 10の政策分野に関連する 57項目に係る重要度、満足

度について 

問３ 幸福度について 

【問２の項目別の重要度と満足度の関係】 

凡凡例例 （（1100のの政政策策分分野野）） 

○：①健康・余暇 

●：②家族・子育て 

△：③教育 

▲：④居住環境・コミュニティ    

◇：⑤安全 

〔〔  用用語語のの説説明明  〕〕  

重要度（平均）： 「重要」を５点、「やや重要」を４点、「どちらともいえない」を３点、「あまり重要でない」を２点、「重要で
ない」を１点とし、それぞれの選択者数を乗じた合計点を、全体の回答者数（「わからない」、「不明（無回答）」
を除く。）で除し、数値化したもの。 

満足度（平均）： 「満足」を５点、「やや満足」を４点、「どちらともいえない」を３点、「やや不満」を２点、「不満」を１点と
し、それぞれの選択者数を乗じた合計点を、全体の回答者数（「わからない」、「不明（無回答）」を除く。）で除
し、数値化したもの。 

ニーズ度    ： 重要度（平均）－満足度（平均） 
（重要度が高く、住民の満足度が低い状態を（行政）ニーズが高いと読む） 

 
 
◆：⑥仕事・収入  
□□：⑦歴史・文化 
■：⑧自然環境 
＊＊：⑨社会基盤 
＋：⑩参画 

※上の図内の番号は、右表の調査項目の番号と一致。 

 ニーズ度が低いのは、重要度は低い
が、満足度は高く、これらは「満足度
が低下しないよう取り組むべき」項目
と考えることができる。

 ニーズ度（重要度－満足度）が高いのは、重要度は高いが
満足度は低く、これらは「満足度を向上させるため、早急に
注力して取り組むべき」項目と考えることができる。 
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1 3.771 3.190 0.582
2 3.758 3.070 0.687
3 4.651 3.248 1.404
4 4.457 2.896 1.560
5 3.326 3.007 0.319
6 3.465 2.949 0.517
7 3.896 2.860 1.036
8 4.476 2.958 1.518
9 4.360 3.116 1.244
10 4.198 3.020 1.178
11 4.501 2.815 1.686
12 4.065 3.141 0.924
13 4.404 3.008 1.396
14 4.583 3.066 1.517
15 4.423 3.158 1.265
16 4.459 2.987 1.473
17 4.619 2.723 1.895
18 4.559 3.178 1.380
19 3.745 3.001 0.744
20 4.312 2.886 1.426
21 3.997 3.458 0.539
22 4.167 3.053 1.114
23 4.491 2.657 1.835
24 4.464 2.499 1.965
25 4.030 2.940 1.090
26 3.988 2.659 1.328
27 3.680 2.840 0.840
28 3.787 2.982 0.805
29 4.464 3.230 1.235
30 4.690 3.167 1.523
31 4.722 3.088 1.634
32 4.593 2.944 1.650
33 4.564 3.331 1.233
34 4.632 3.028 1.604
35 4.542 2.405 2.137
36 4.288 2.301 1.986
37 4.269 2.510 1.760
38 4.342 2.536 1.807
39 4.225 2.898 1.327
40 3.875 2.803 1.072
41 4.114 2.740 1.374
42 4.339 2.308 2.031
43 4.161 2.701 1.461
44 4.270 2.806 1.464
45 4.157 2.698 1.459
46 3.985 3.218 0.767
47 4.073 3.176 0.897
48 4.586 3.204 1.382
49 4.545 3.344 1.201
50 4.523 2.774 1.748
51 3.444 2.856 0.589
52 3.978 3.130 0.848
53 4.639 2.921 1.718
54 4.411 3.142 1.269
55 4.417 2.932 1.485
56 4.306 2.757 1.548
57 3.954 3.003 0.951

4.241 2.935 1.306
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【【問問３３--１１のの政政策策分分野野ごごととのの実実感感（（分分野野別別実実感感））のの平平均均値値推推移移】】  

  

政策分野 
分野別実感 

（調査項目） 

平均値の推移 

H31 

（基準年） 

R2 

（当該年） 

Ⅰ 健康・余暇 

（1）心身の健康 

（こころやからだが健康だと感

じますか） 
3.00 3.15 

（2）余暇の充実 

（余暇が充実していると感じま

すか） 
3.05 2.93 

Ⅱ 家族・子育て 

（3）家族関係 

（家族と良い関係がとれている

と感じますか） 
3.84 3.86 

（4）子育て 

（子育てがしやすいと感じます

か） 
3.08 3.07 

Ⅲ 教育 

（5）子どもの教育 

（子どものためになる教育が行

われていると感じますか） 
3.10 3.09 

Ⅳ 居住環境・ 

コミュニティ 

（6）住まいの快適さ 

（住まいに快適さを感じますか） 

 
3.34 3.29 

（7）地域社会とのつながり 

（地域社会とのつながりを感じ

ますか） 
3.35 3.16 

Ⅴ 安全 

（8）地域の安全 

（お住まいの地域は安全だと感

じますか） 
3.82 3.66 

Ⅵ 仕事・収入 

（9）仕事のやりがい 

（仕事にやりがいを感じますか） 

 
3.54 3.38 

（10）必要な収入や所得 

（必要な収入や所得が得られて

いると感じますか） 
2.65 2.56 

Ⅶ 歴史・文化 

（11）歴史・文化への誇り 

（地域の歴史や文化に誇りを感

じますか） 
3.28  3.25 

Ⅷ 自然環境 

（12）自然のゆたかさ 

（自然に恵まれていると感じま

すか） 
4.21 4.16 

 

 

〔〔  分分野野別別実実感感のの平平均均値値のの算算出出方方法法  〕〕  

各調査項目の回答について、「感じる」を５点、「やや感じる」を４点、「どちらともいえない」を３点、「あ
まり感じない」を２点、「感じない」を１点とし、それぞれの選択者数を乗じた合計点を、全体の回答者数（「わ
からない」、「不明（無回答）」を除く。）で除し、数値化したもの。 
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■ 皆さんのご意見をお待ちしております。 

 

 

 

 
 
 
 

〒020-8570 

岩手県盛岡市内丸 10－1 岩手県政策企画部政策企画課（評価担当） 

ＴＥＬ０１９－６２９－５１８１ ＦＡＸ０１９－６２９－６２２９ 

● 岩手県公式ホームページでも公開しています。 

※ 県公式ホームページ（https://www.pref.iwate.jp）のサイト内検索で「主要施策の成果」と入力して、検

索ボタンをクリックしてください。 

https://www.pref.iwate.jp/
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